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「

本報告書 は、 日本 自転車振興会 か ら競輪収益 の一部 であ る機械 工業振興資金 の補助 を

受 けて作成 した ものである。

」



序

デー タベース は、 わが国の情報化の進展 上、重要な役 割を果たす ものと期待 され ている。

今後、デー タベ ース の普及 により、わが国 において健全 な高度情報社会の形成 が期待 される。

さ らに海外 に対 して提供 可能 なデータベースの整備 は、国際 的な情報化へ の貢献お よび 自由な

情報流通の確保 の観 点か らも必要である。 しか しながら、現在わが国で流通 してい るデータベ

ースの中でわが 国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国データベ ースサー ビ

ス ひいてはバラ ンス ある情報産業の健全な発展 を図るためには、 わが国独 自の データベ ースの

構築お よびデータベ ース関連技術 の研究開発を強力 に促 進 し、データベースの拡充 を図る必要

が ある。

この ような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターでは日本 自転車振興会か ら

機械工業振興資金の交付 を受 けて、データベースの構築お よび技術開発につい て民 間企業、 団

体 等に対 して委 託事業を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経済 的、国際的に重要 で、

また地域お よび産業の発展の促進 に寄与す ると考え られ ているデータベースの構築 とデータベ

ース作 成の効率化、流通 の促 進、利用 の円滑化 ・容易化 などに関係 したソ フトウェア技術 ・ハ

ー ドウェア技術 であ る。

本事業の推進 に当 って、当財団 に学識経験者の方 々で構成 され るデータベース構 築 ・技術 開

発促進委員会(委 員 長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「先 端産業分 野における専 門用語の電子辞書 デー タベ ース化の調査研究」 は平成3年 度

の デー タベ ースの構 築促 進お よび技術 開発促進事業 として、 当財 団が科学技術 情報研究所株 式

会社 に対 して委 託実施 した課題の一つである。 この成果が、データベースに興味 をお持 ちの方 々

や諸分 野の皆様 方のお役 に立 てば幸いである。

なお、平成3年 度 デー タベ ースの構築促進および技術 開発促進事業 で実施 した課題 は次表 の

とお りである。

平成4年3月

財 団法 人 デー タベ ース 振興 セ ン ター



平成3年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1形 態学的コメントを含む病理データベースのプロト

タイプ作成

2交 通事故調査データベースのプロ トタイプの作成

3シ ルバーエイジの医療 と福祉情報の実際的な活用を

目的としたデータベース構築

4気 候情報データベースの構築

5地 下水情報データベースシステムの構築のための調

査研究

6フ ァジィに関する文献データベースシステムの開発

7大 学におけるデータベース利用教育システムに関す

る調査研究

8マ ルチメディァ型社会科用データベースの開発

(株)エ ス ・ピ ー ・オ ー

(財)日 本自動車研究所

美崎高齢者福祉互助会美崎生活館

(株)エ ムテーエス雪氷研究所

(株)パ スコ

(財)日 本情報処理開発協会

日外アソシエーッ(株)

(株)新 学社

9異 分 野研 究 のための知的 オ リエ ンテー ション ・ (株)け いはんな

データベースシステムの構築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館 の郷土資料データベースの構築 (株)中 国新聞社

11記 事 デ ータベ ースアクセス用パ イ ロッ トシステ ム構 (株)河 北新報社

中小企業振興
築

地域活性化
12商 業調整支援データベースの構築

13地 域流通最適化 に必要なデータベースの構築に関す

(株)日 本 統計 セ ンター

(社)日 本 ボラ ンタリー ・チェー ン

る研究 協会

14情 報 源検 索 データベ ースのプロ トタイプ作成 セン トラル開発(株)

情報図書館R㎜

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換ソフ ト開発 と英訳 コムラインイン ターナ シ ョナ ル(株)

辞書作成

16海 外の主要国際 ・国家規格 データベースの構築 日本電子計算(株)

海 外
17ア ジ ア太 平洋交流デ ータベ ースの研 究 一プ ロ トタイ

プ作成 一

(株)西 日本新聞社

18先 端産業分野 における専門用語の電子辞書データベ 科学技術情報研究所(株)
一ス化の調査研究

19書 誌 データベース用 ダイナ ミック シソーラス ・エ ン (株)紀 伊國屋書店

ジンの構築 と自然言語検索システムへ の応用

技 術
20知 的ハイパーメディアを活用 したデータベース構築

に関する調査研究

(株)新 世代 システムセ ンター

21CD-ROMに よる光学材料 デー タベースの構 築 (株)リ アライズ社
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1.は じ め に

コ ン ピュ ー タ を応 用 した 機 械 翻 訳 の研 究 は 、1965年 に米 国 に お い て 、 そ の 実 用化 は困

難 で あ る とす るALPAC(AutomaticLanguageProcessingAdvisoryCommittee)レ ポ ー ト

が 出 さ れ て 以 降 、20年 程 の 停 滞 期 間 を経 験 し て き た が 、 近 年 、 人 工 知 能 研 究 の 隆 盛 に伴

っ て 、 機 械 翻 訳 へ の 関 心 も復 活 しつ つ あ る。 例 えば 、 米 空 軍 のSYSTRANは 、 露 ・独 ・仏

語 か ら英 語 へ の 翻 訳 の パ ソ コ ン版 が 開発 され 、 また 日英 翻 訳 版 の 開発 も進 め られ て い る。

EC委 員 会 で は 、 域 内 各 国 語 の 相 互 翻 訳 に 機 械 翻 訳 を 適 用 す る た め 、1977年 に

SYSTRANを 採 用 し、 その 改 良 開 発 を進 め て い る 。現 在 で は、 「英 → 仏 ・伊 ・独 ・西 ・葡 」、

「仏 → 英 ・独 ・蘭 ・伊 」 、 「独 → 英 ・仏 」 と い う11組 の 言 語 間 の 翻 訳 シ ス テ ム の 開発 が

継 続 され 、委 員 会 の各 部 局 の ほか 、NATO、 カ ール ス ル ー エ の 原 子 力 研 究 セ ン ター 、 ドイ

ツ 国 鉄 な どか ら も利 用 され てい る。 ま た 、 フ ラ ンス で はMinitelを 通 じて 、 こ の シ ス テ ム

を広 く利 用 で きる よ う に な っ てい る。

こ う した 海 外 の 研 究 状 況 に対 して、 わ が 国 で は、 西 欧 諸 語 と く に英 語 と、 日本 語 と の 間

の翻 訳 に は 、 従 来 か ら強 い 需 要 が あ り、 これ を受 け て機 械 翻 訳 シ ス テ ム の研 究 が 着 実 に進

め ら れ て き た。 こ う した 長 年 の 努 力 が 、近 来 の 計算 機 能 力 の著 しい 向 上 と相 侯 っ て、 機械

翻 訳 シス テ ム の 製 品化 、 実 用 化 の 事 例 が 、 い ま や急 速 に増 大 す る に至 っ て い る。

現 状 に お け る機 械 翻 訳 の応 用 事 例 と して は 、 マ ニ ュ ア ル 類 の 翻 訳 が 多 い よ う で あ る が 、

これ ら は文 章 構 造 が 定 型 的 で簡 単 な こ と もあ り、 下 訳 程 度 に は十 分 使 え る 精 度 が 得 ら れ て

い る か らで あ る。 機 械 翻 訳 の適 用 の次 段 階 と して は 、科 学 技 術 関 係 の 文 書 ・文 献 へ の 適 用

が 有 力 で あ る 。 こ の種 の 文 書 は 、 文 法 的 に正 確 な記 述 を行 うの が 本 来 で あ り、 そ れ だ け機

械 翻 訳 に な じみ や す い 文 章 か ら な っ て い る と考 え ら れ る。 ま た、 実 際 の 翻 訳 需 要 にお い て

も、 今 日の わ が 国 社 会 の 国 際化 の 進展 を反 映 して、 技 術 関 係 文 書 の翻 訳 量 が 、 翻 訳 全 体 の

大 き な部 分 を 占 め る に至 っ てい る もの と推 定 さ れ る 。 この よ うな 観 点 か ら、科 学技 術 関係

文 書 ・文 献 に機 械 翻 訳 を適 用 しよ う とす る の は 、 きわ め て妥 当 な発 想 と思 わ れ る。

と ころ で 、 機 械 翻訳 を 上 記 の よ うに 先 端 科 学 技 術 関係 に 適 用 す る と し た と き の 大 き な問

題 は 、専 門 用 語 の 翻 訳 で あ る。 機 械 翻 訳 シス テ ムで は、 原 文 を文 法 的 に 解 析 し、 その 結 果

を 目 的 言 語 へ 文 法 的 に合 成 す る こ とが 、研 究 開発 の 主 体 に な っ て い る。 こ う し た処 理 の た

め に は 、 そ れ ぞ れ の 翻 訳 方 式 に 即 した 専 用 の 辞 書 を 整備 す る必 要 が あ り、 各 シ ス テ ム で は

一 般 的 ・常 用 的 な 文 章 の 解 釈 ・翻 訳 に必 要 な 辞 書 は 、 シ ス テ ム の 基 本 要 素 と し て整備 され

て い る 。 し か し、 科 学 技 術 文 献 を機 械 翻 訳 し よ う とす る場 合 、 こ う した 「基 本 辞 書 」 だ け

で は 当然 不 十 分 で あ り、 各 分 野 に お け る専 門 的 な用 語 に 関 す る辞 書 を用 意 しな け れ ば 、翻

訳 処 理 はで きな い 。 こ う した 「専 門辞 書 」 の 類 は、 限 られ た分 野 に関 して 、 翻 訳 シス テ ム

に対 す る付 属 品 と して販 売 され る例 が み られ る もの の 、全 く不 十 分 で あ る こ と は否 定 で き

な い 。従 っ て 、 こ う した 専 門辞 書 の作 成 は各 利 用 者 が行 わ ざ る を得 な い こ とに な るが 、実

際 上 これ は 容 易 な こ とで はな か ろ う。 た しか に、 翻 訳 シス テ ム を 運 用 し て ゆ く な か で 、翻
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訳不 能、 あ るい は翻訳不 調 が発 生 した 際、そ の原 因 が辞書 に専 門語が登 録 され てい な かっ

たとい う場合 に、 その語 彙 を追 加登録 してゆ くとい うこ と を根気 よく続 けてゆ け ば、徐 々

にそ の利 用者 に とっての 専 門語 辞書 が形成 され るはず であ る。 しか し、 こ う した過程 を利

用者 各 々の努力 に まつの は、全 体 的に は膨大 な重複 投 資 と もなる上 に、 実務 上 、多 くの専

門語 をい ちい ち登 録 した あ とで なけれ ば、つ ま り、 機械 翻 訳 シス テムを相 当の 手 間ひ まを

かけ て使 い込 んだ後 で なけ れば、 その 円滑 な 運用 が 実現 で きない とい うの では 、機械 翻訳

シス テムの普及 自体 が望 め ない とい うこ とに つなが る可能 性が あ る。 と くに先 端技術 関係

につ いては、翻訳 需 要が非 常 に高い と見 込 ま れる と ころで ある'が、その 反面 、文 字 どお り

の先 端性 ゆ えに専 門用語 の 辞書の 整備 と更新 は一般 的 に困難 といえ る。

こ うした状況認 識 に立 つ とき、機械 翻訳 シ ステム への適 用 を前 提 に した専 門用語辞 書 を

効 率 的、効 果的 に整備 し、常 に最新 の状 態 を維持 してゆ くための 手法 につい て の調査 研究

は、 機械翻訳 の今 後 の普 及 に向 け て、現 下最 も必要 な研 究 の ひとつであ る とい えるで あろ

う。

本 調査研 究 は、 上記 の ような論点 を踏 まえ て、先 端産業 分 野 における専 門的 科学技 術文

献 におい て、専 門 的 な用 語 が、 どの よ うに、 また どの程度 用 い られてい るか を、文献 を収

集 して実証 的 に調査 ・検 討 して、電子 化専 門用語 辞 書 の作 成 ・維 持管理 のため の基礎 的 な

デー タを提 供 す る こ とを 目的 と した もの であ る。本 年度調 査 にお いては、英 文 文献 を収集

して 、用語 の使用 頻度 を分 析 し、 また これ ら用語 を既存 の 電子化 英和 辞 書数種 と突 き合 わ

せて 、分野 別 の和 訳 語 を分 析 した。最 近の専 門用語 で は、 一般的 単語 を連 ねて特 定の 専門

的事 項 を表 わす 、複合 語 の比重 が増 してい る ことに鑑 み、 この種 の複 合 専 門句 の抽出 方式

につ いて も実験 に基づ い た検 討 を行 っ た。つ ぎに、専 門用 語の分 析 で は、専 門分 野別 で状

況が 大幅 に異 なる ことが予想 され る。 この点 につ い て、材 料 、エ レク トロニク ス、情 報の

3分 野 につ い て、 各 々の専 門家 に よる専 門語彙 の検 討 を行 った。

上 記 にお い て、 英 日翻 訳 のた め に専 門用 語 辞書 を整備す るため の、実 際的 な問題 点 とそ

の解 決の方向 が、 統計 的 デー タ とともに示 され た。 そ こで 、今後 さらに 日英翻 訳 のた めの

専 門 辞書 に関す る調査研 究 を実 施す る ことを 通 して、機械翻 訳 の ための専 門用 語辞書 整備

に関 する総 合 的な指 針が策 定 され る得 る もの と期待 さ れる。
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2.本 調査 研 究の概 要

2.1調 査 研 究 の 目的

コ ンピュー タに よる機 械翻訳 シス テ ムは、 ようや く実用 段 階 に到達 した もの の ご と くで

あ り、昨今 わが 国 で は、 特 にワー クス テーシ ョンやパ ソコ ンとい った小 型機 上 で稼働 す る

シス テムも製品化 され、 実用事例 も積 み重 ね られつ つあ る。 こ う した機 械翻訳 システ ムの

実用 に際 して、大 きな問 題 とな るのが 、専 門用語辞 書 であ る。す なわち 、翻訳 システ ムは

ご く一般的 な文例 の翻訳 につい て一応 の精度 を確保 す る形 で 開発 ・出荷 され る。 そ こで、

利用 者が専 門的分 野の文 書 の翻 訳 に こ う した システ ムを適 用 しよ うとす れば、 それぞ れの

分野 での専 門用 語 の翻訳 辞書 を 自ら整 備 ・蓄 積 して ゆ く必 要 があ る。 この こ とは、実 際 に

は相 当に困難 な こ とであ り、特 にシス テム使 用 の初期 にお いては 、辞書 登録 を頻繁 に行 っ

てゆ かなけ ればな らず 、 このた め実務 的な翻 訳効率 は著 しく低 下 して、結 局、 機械 翻訳 の

利用 自体 が 阻害 され る とい った事 態 が予想 され る。

こ う した状況 を回避 す るには、機械 翻訳 システム ととも に、各 専門分 野 につ いて最新 の

用語 を網羅 した翻 訳用辞 書が利 用者 に提供 される こ とが望 ま しい 。現状 では、機械 翻 訳 シ

ス テ ムの製作 者 は、基礎 的翻訳 辞書の整備 だけで精 一杯 とい うよ うな状 況 とみ られ、 専門

用語辞書 の必 要性 は十分 認識 してい る ものの 、その整備 の ための データ 、手法 等 、基 本的

な研 究 も行 われ て いない といって よい。

本 調査研 究 では、某 日 ・日英 機械 翻訳 シス テムに適用 され る電 子化専 門用語 辞書 に つい

て、 その構 築 と維 持管 理 の方法 を検 討 す るため、科 学 技術 文献 を収集 し、そ こで の専 門的

用語 の使 用 状況 に つい て 、頻度 統計 を 中心 と した統 計 的分 析 を加 える。 その結 果 を踏 まえ

て、 特定の 専 門分 野 につ いて、 専 門家 に よる検 討 を得 て、 専 門分 野 にお け る専 門用語 使用

の特 性 を明 らか にす る。 これ らに よ り、専 門用語辞 書の作 成 と経 常 的な更新 の ための基礎

的 な デー タ を提供 して 、翻訳 シ ステム の製作 者や利 用者 に おいて 、機械 翻訳 向 きの専 門用

語辞 書 を効 率 的 に整備 して ゆ くた めの指 針 を与 えるこ とを 目的 とす る。

な お、本 年度 の調 査研 究で は、其 日翻訳 を対象 と し、従 って、 英文の 先端科 学技術 文献

を収 集整理 して、 そこで の英文 専門用 語 の使 用実態 を分析 し、そ れ らに対 して 日本 語 訳 を

与 え るため の専 門 英和辞 書 の整備 につい て検討 した。

2.2調 査 研 究 の 方 法

お よそ 、 先 端 的 な科 学 技術 分 野 とは何 で あ るか 、 ま た そ れ らに お い て 公 表 さ れ 、 よ く流

通 し てい る 文 献 に は どの よ うな ものが あ るか につ い て 、 全 般 的 な 鳥 鰍 図 を描 く こ とは 必 ず

しも 容易 で は な い 。 こ の 点 、 本 調 査 研 究 の 実 施 主体 で あ る科 学 技 術 情 報 研 究所(J-TIES)

は 、 これ ま で 欧 米 の機 関 ・企 業 と提 携 した調 査 業務 を多 く行 っ て きて お り、 上 記 の よ うな
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全 般 的事情 に関す る基礎 的資料 、知 識 の集積 を得 て い る。 今般 の 調査研 究 にお いては、 こ

う した蓄積 を元 に して、 さらに関係各 方面 に ついて予備的 調査 を行 い、 必 要 な資料 の収集

を行 って、 その結 果 を専 門家に よ り構 成 され た 「評 価委員 会」 に 諮 って方針 を決定 してゆ

くとい う方 式 を採 った。 また調査 の各 段 階 に応 じて 「評価 委員 会」 で の評価 を仰 い でい る。

本 調 査 の 具体 的 手 順 は概 略 次 の とお りで あ る 。

(1)調 査 対 象分 野 の 設 定 一 一 調査 対 象 とす る先 端 技術 分 野 と し て、 材 料 、 エ レ

ク ト ロニ ク ス 、情 報 の3分 野 を選 定 し、 これ を 主軸 と して 、 こ の 他 の 分 野 に つ

い て も可 能 な範 囲 で 調査 を 実 施 した。

(2)調 査 対 象 文 献 の収 集 一 一 統 計 的 調 査 の対 象 とす る 文 献 と し て、

JACS(JournalofAmericanCeramicSociety)(材 料 分 野)、

IEEETransactiononElectronDevices(エ レク トロ ニ ク ス 分 野)、

わが 国 の代 表 的 学 会 誌 の英 文 論 文 要 旨等(情 報 分 野 お よび その 他 の分 野) 、

OpticsIndex(OpticalSocietyofAmerica)(光 学 分 野)、

な ど を用 い た。

(3)調 査 対 象 文 献 の 機 械 可 読 化(電 子 化)一 一 〇CRに よ る文 献 の読 み取 り と

ス ペ ル校 正 。

(4)英 文 文 法 語 ・常 用 語辞 書 の 作 成 一 一 専 門語 の 自動 抽 出 の 際 、 除 去 す るべ き

単 語 句 の リ ス トの 作 成 。

(5)用 語 出現 頻 度 の分 析 一 一 用 語 の 出 現 頻 度 の 統 計 、 分 野 別 の 語 彙 の 大 きさ 、

使 用 の集 中 度 等 の 測 定 、 文 法 語 ・常 用 語 の 除去 後 の専 門 的 用 語 の 頻度 統 計 等 。

(6)電 子 化英和 辞書 の収集 一 一 既存 の和 英対訳 電子化 辞書4種 を収集 した。

(7)頻 出 用語 と英和 辞 書 の突合 せ によ る和訳 可能性 の分析 一 一 多 く使 用 され る

専 門 的用 語 につい て、上記 対訳辞 書 と突 合 させ 、既 製 の辞 書 か ら漏 れ てい る重

要語 を検 出 する他 、分 野 に応 じて 、和訳 語の使 い分 け が行 われ る事例 等 を明 ら

か に した。

(8)用 語 の同時 出現頻 度 の分析 一一 同一 文章内 におい て、 同時 に用 い られる こ

との多 い単 語 の対 を検 出 して、各 分野 における専 門的用 語 を抽 出す る ための方

法 を検 討 した。

(9)用 語 出現頻 度の時系 列的変 動分析 一一 用語 の使 用 頻度 を時系 列的 に統計 し、

専 門 用語の 発生か ら死滅 に い たる状況 を実態的 に調査 した。

(10)複 合 的専門 用語の 自動抽 出 方式の検 討 一一 昨今 の 専 門用語 は、一般 的 な単

語 を連ね て合成 され るこ とが多 い 。 こ う した複 合的専 門用語 を効 率的 に検 出 す

るた めの手法 を検 討 した。

(11)既 製 機械翻 訳 シス テ ムによ る調査 対象 文 献の其 日機械 翻訳 実験 一一 一般 語

辞書 だけを 内蔵す る既 製の 翻訳 シ ステ ム を用 い て、調 査対象 文 献 の和 訳 を試 み、
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専門 語 が どの よう に 「誤訳 」 され た り、 また翻訳不 能 に陥 るか を実験 した。

(12)専 門分 野別 の専門 語彙 の特 徴分析 一一 上記 の各種 統計分析 、実験 を総括 す

るか たちで 、材料 、 エ レク トロニ クス、情報 の3分 野 について 、専 門 の立場 か

ら、 各分 野 におけ る専 門語 彙の特 徴 等 を分析 した。

(13)専 門 用語翻 訳 にお け る問題 点の解 明 一 一 先 端科 学 技術分 野 におけ る翻訳 書

の編 集 ・出版 の実 際 か らみ た、専 門用語翻訳 におけ る問題点 を整理 し、解決 の

方策 を検 討 した。

2.3調 査研 究 結 果の概 要

(1)専 門用語 の 分野別 出 現頻度 分析

主 た る調 査 分 野(材 料 、 エ レ ク トロ ニ クス 、情 報)お よ び 参 考 調査 分 野(11分 野)に

お い て、 使 用 頻 度 の 高 い 専 門 的 用 語(単 語)の 一覧 表 が得 られ た 。 さ ら に 、 上 記3分 野 に

つ い て、 使 用 語 彙 の 集 中 ・分 散 度 を調 査 し、 「情 報 〉 エ レ ク トロ ニ クス 〉材 料 」 の順 で、

用 語 の集 中 使 用 度 が 高 い こ とが 判 明 し た。 そ して、 情 報 分 野 の よ うな集 中度 の 高 い分 野 で

は、 複 合 的 な専 門 語 句 が 重 要 な 役 割 を 果 た して い る こ とに 鑑 み 、 これ ら の 効 率 的 抽 出 方 式

につ い て 、 後 記 の よ うな検 討 を行 っ た。

(2)電 子 化辞書 との照合 分析

調 査対象 文 献 に現 われ た用語 を、 「学術用 語辞書 」 お よび 「JIS用 語辞書 」 と突 合せ

て、 辞書 に未登録 の頻出 用語 の一 覧 を得 た。 つ ぎに、 これ ら電 子化辞 書 におけ る適用 分野

区分 と、 そ れ に応 じた和 訳語 の訳 し分 けの要 否 につ い て調 査 し、 適用分 野数 と和訳 語 の種

類 数 による用語数 集計表 を得 た。 これ をもとに、 「多分 野 に適用 され るが、 同 一和 訳 語が

用 い られ る用語 の例」 、 「多分 野 に適 用 され 、分野 毎の訳 し分 け が行 わ れ る用 語の例 」、

「特 定分 野 に適用 され るが 、分野 内で多 くの訳 し分 けが行 われ る用語 の例 」 を抽 出 した。

(3)同 時 出現頻 度分析

主 たる調 査3分 野 ご とに、同 一文 章 中の単 語対 につい て頻度統 計 を行 い、 同 時 に用 い ら

れ る ことが 多 い単 語 の対 を析出 した。 その結 果 を検 討 した ところ 、各分 野の特 性 を効 果的

に表 わす単 語が、 この方 法 で抽 出 され る ことが確 認 され た。す な わち、 これ に よれば 、専

門用 語辞 書 の更新 ・維 持管 理 を効 率 的に行 うための資 料 を提供 す る こ とが で きる。
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(4)出 現 頻度 の 時系列変 動分析

光 学分野 におけ る最近15年 間での 使用語 彙につ いて、5年 間つつの3期 に分 け て、時

系 列 的 な頻度 統計 を行 っ た。 この手法 に よ り、3期 ともほ ぼ同一 の頻度 順位 を維持 してい

る用 語、第1期 か ら2期 、3期 と次 第 に順位 を上 げ てい る もの、 第1期 か ら2期 へ と順位

を上 げた後 、3期 では再 び順位 を下げ て いる用 語 な ど、変動パ ター ン別 の用 語例 を示 した。

こ う した使 用頻度 の経年 的変動 を監視 す る こ とは専 門用語 辞書の 維持管 理 に とって重 要で

あ る。

(5)複 合専 門語 抽出方式 の研 究

昨 今 は、 ジ ェ ネ リ ック な単 語 を連 ね る こ と に よ っ て 、新 たな 専 門語 を 形 成 す る とい う事

例 が 多 くな っ て い る。 こ の 種 の 複 合 的 専 門 語 句 は、 単 純 な 単語 単 位 の処 理 で は 、 専 門 語 と

して 識別 ・分 離 で きない 。 そ こ で 、冠 詞 、 接続 詞 の ほ か 、"inorderto"な どの 複 合 的接 続

何 等 を手掛 か り と して、 上 記 の よ うな 複 合 的 専 門 語 句 を抽 出 す る アル ゴ リズ ム を検 討 し、

実 験 した。 この 手 法 に よ れ ば、 複 合 的 専 門 語 句 の候 補 を効 率 的 に抽 出 で き、 専 門 辞 書 の維

持 管 理 に有 効 で あ る。

(6)専 門語 彙の分 野別特 徴分析

上 記 の結 果 を踏 まえて 、材料 、エ レク トロニ クス 、情報 の3分 野 につ いて、 各 々の専 門

家が 総合的 に検討 を加 え 、その 専門語 彙 の特 性 を論 じた。 また、翻訳書 の編 集 ・出版 の実

務 的 経験 を踏 まえ て、 日英 にお ける専 門語使 用 の態 様 を比 較検 討 し、英 語 と日本 語 の専 門

語 に 関わる問題点 を指摘 した。

(7)結 論 お よび今後 の展 望

本 調査研 究全般 を通 じて、先 端 的科 学技術 分野 に おけ る専門用 語の使 用実態 を統計 的 に

把 握 す る と同時 に、 こ うした統計 分析 を反復適 用 して 、機械 翻 訳の ため の専 門用 語 辞書 の、

継 続 的 な更新 ・維 持管理 を効率 的 に実 施 で きる用語 調査 手 法 を検 討 した。 その結 果、 当面

有効 と考え られ る専門用語 抽 出方 式 が提 案 され た。

本 年度 調査研 究 は、其 日翻訳 を主題 と した もの で ある。 ここで得 られ た知見 とアイ デア

の多 くは、 日英機械 翻訳 の ため の専 門用 語辞 書の作 成 ・更 新 につ い ても拡張 して適 用 可能

と考 え られ る。従 って、 来年度 以 降は 、 日英 翻訳 を主題 と した調査研 究 を行 った上、 さら

に両 者 を統 合 的 に検討 しつ つ、 手法 を精緻化 す るこ とに よ り、 自動翻訳 に向 け た専 門 用語

辞書 整備 の ための総合 的指 針 お よびその シス テ ム化 方 式 の提 案 に至 る こ とが 期待 され る。
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3.調 査対 象分野 ・調査対 象文献 ・照合 用電子 化辞書

3.1調 査 対 象 分 野

本 調査研 究 で は、専 門用 語辞 書 の構 築 ・維 持管理 手法 が 問題 関心 の中 心 をな す。 こ こで

は、複 数の 先 端技 術分 野 につい て、そ れぞれ での専 門用語 の使用 実態 を明 らか に し、分野

相 互 間での 相 違の 比 較検 討 を行 って、 専門用 語翻訳 辞書 の有効 な編集 方 式 を検 討 しよ うと

す る もの で あ るか ら、 この 調査 の対 象分 野の選 定 には慎 重 を期 す必 要 が ある 。

機械 翻訳 用 専 門用語 辞 書 の構 築 と維 持管理 の観点 か らみ たと き、最 も大 きな問題 は 、新

たに発生 し、急激 に使 用 頻度 の高 まる ような用語へ の対応 方法 で ある。 従 って、本調 査研

究 に おいて 主 として調査対 象 とす る分 野 の選 定 にあ た って は、 この ような 「新 語」 の発 生

が著 しい分 野 を選 ぶ こ とが肝要 である。一方 、 この ように急速 に発展 しつつ あ る分 野 につ

いて は、必 要 に迫 られ て 、辞書 ・事典 ・用語 集 などの資料 類 な どが頻繁 に出版 される傾 向

にあ るか ら、調査 過程 にお ける用 語 の点 検 を効 率的 に行 い得 る といっ た利 点 もある 。

J-TIESで は、従 来 か ら先端 科 学技 術分 野 に お ける、 わが 国 の主 要 学会 誌論 文 の 収 集 ・

要約 ・英訳 等 の業務 を手 掛 けて きた。 その経 験 に即 して、 本調査 研究 の ため に最 も適 した

専 門分 野 と して、 「材料 」 、 「エ レク トロニ クス」 、 「情 報」 の3分 野 を採 りあげ る こ と

に した。 こ の3者 は、(素 材)→(素 子 ・機器 ・装置)一(応 用 シス テム)と い う ような、

技術 的関連 の段 階 性 を も踏 まえ て、先 端技術 の分野 を横断 す る とい う観 点 も包 含 して いる

ので 、調査 対象分 野 と して極 め て好適 な もの と思 われ る。

な お、 こ れ ら3分 野 と対 照 させ る意味 か ら、 この他 の専 門分 野 につい て も、 調査 対 象文

献が 収集 で きる範 囲 で調査 を行 うこと と し、<表3-1-1>に 掲 げる参考分 野11分 野

につ いて も、単語 の出現 頻度 調査 を行 った。 また、用語 の使 用頻 度の時 系列 的 変動 の調査

分析 につ い て は、 後 述の とお り、調査 資料 の利 用可 能性 を勘案 し、 「光 学」分 野 を選 定 し

た。

表3-1-1調 査 対 象 分 野

区 分 分野数 調査対 象専 門分 野

主 た る調査対象分 野

時系 列分析対 象分 野

参考 調査分 野

3

1

11

材 料 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 、 情 報

光 学

● ■ ● ● ■ ●.・
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3.2調 査 対象 文 献

本 調 査研 究 の た め に使 用 した文 献 は 、<表3-2-1>に 掲 げ る と お りで あ る 。

(1)主 た る調査 対象3分 野

材 料 分 野 に つ い て は 、 こ の 分 野 で 国 際 的 に 最 も 権 威 あ る 雑 誌 の ひ と つ で あ る

JACS(JournaloftheAmericanCeramicSociety)を 用 い た 。 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 分 野 に つ

い て は 、 や は り権 威 の あ る雑 誌 とい う こ と で 、IEEEのTransactionを 対 象 と す る こ とが 妥

当 で あ ろ う と 判 断 し た 。 た だ し、IEEETransactionの う ち 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス との 関 連 の

.強 い と み ら れ る17種 に つ い て 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 全 分 野 を 効 果 的 に カ バ ー す る よ う な

も の を選 定 す る べ く検 討 し た 結 果 、ttlEEETransactiononElectronDevices"を 調 査 文 献

とす る も の と した 。<図3-2-1>は 、 各Transactionが 対 象 と す る 分 野 を 、 文 部 省 学

術 用 語 集 の 編 別 分 類 と対 照 させ た も の で 、 この 場 合 、ttlEEETransactiononElectron

Devices"が 、 他 誌 に 比 べ て 、 最 も 多 くの 分 野 に 関 連 し て い る こ と が 了 解 さ れ よ う 。 情 報 分

野 に つ い て は 、 わ が 国 の 代 表 的 な 関 係 学 会 誌 か ら情 報 分 野 の 論 文 を採 録 して 、 調 査 対 象 と

し た く 表3-3-2>。

(2)時 系 列 変動 分析の対 象分 野

用 語使 用 の 時系 列 的 変 動分 析 の た め に は 、 長期 間 に亙 っ て 、 重 要 な用 語 が 一 定 の基 準 で

採 録 され て い る よ うな資 料 を も ちい る こ とが 望 ま しい 。 こ の観 点 か ら は 、 論 文 誌 自体 よ り

も、 収 録 論 文 の標 題 を長 期 間 に つ い て 累 積 して い る 「索 引 誌 」 の 類 の方 が 好 適 で あ る 。 こ

う した判 断 に基 づ い て検 討 した結 果 、 光 学 分 野 のTheOpticalSocietyofAmericaの

"OpticsIndex"の1980年 か ら1989年 を用 い る こ と に し た
。 な お 、1980年 以 前

の 状 況 を も把 握 す るた め 、 同学 会 の論 文 誌"AppliedOptics"とt'JournaloftheOptical

SocietyofAmerica"の1975年 ～1979年 の各 号 の 目次 ペ ー ジ を収 集 して用 い た。

(3)参 考 調査対 象分野

そ の他 、 参 考 的 調 査分 野 につ い て は 、<表3-2-1>に 掲 げ る とお り、 各 分 野 に おけ

る 、 わ が 国 の代 表 的 学 会 誌 等 か ら関 連 論 文 を採 録 し た もの を用 い たが 、 こ れ ら に含 ま れ る

資 料 の 内訳 は、<表3-2-2>の よ う で あ る 。
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表3-2-1 調 査 対象 文 献

区 分 分 野 文 献 名 年 次

IEEE(=TheInstituteofE1㏄ 垣ca1鍋dElecロonicsEngin㏄rs,Inc.)が 発 行 す

主

エ レ ク トロ ニ ク ス
るIEBETransactionsonEl㏄ ロonDevices38巻6号

1991

調

査 オペ レー シ ョ ンズ ・リサ ー チ,コ ンセ ンサス,富 士通 ジ ャー ナ ル,テ

分 情 報 シ ス テ ム レビジョン学会誌,自 動車技術,人 工知能,日 本機械学会誌,精 密工 1988～1990

野
学会 誌,エ ル ・エ ス ・テ ィ学 会 他

材 料 JoumdoftheAme亘canCeramicS㏄ietyの 論 文 誌73巻3号 1990

時系列
光 学

TheOp直calS㏄ietyofAmedcaが 発 行 す るOpdcsIndex1980～1984,

0p直csIndex1985～1989,AppliedOp6cs75,76,77,78,79,Jouma1 1975～1989
調査分野

ofdleOpdcalS㏄ie⑲ofAmerica75,76,77,78,79

低温 工 学,富 士時 報,エ ネル ギー ・資 源,冷 凍,日 本機 械 学 会 誌,精

写真及び光学技術
密工学会誌,空 気調和 ・衛生工学,熱 処理,三 菱電機校報,日 立評論,

テレビジョン学会誌,東 芝レビュー,日 本機械学会論文集,日 本冷凍

協会論文集 他

軽金属,自 動車技術,日 本機械学会誌,精 密工学会誌,ロ ボット学会

自 動 車 技 術 誌,ペ トロテ ック,三 菱電 機 技報,日 経 エ レク トロ ニ クス,沖 電 気研

究開発,電 子情 報通信学会誌,電 気学会誌 他

日本 航空 宇宙 学 会誌,EMC,石 川 島播 磨 校報,∫ITANews,防 食技 術,

航 空 ・宇 宙 技 術 自動車技術,日 本機械学会誌,三 菱電機校報,航 技研ニュース,電 子

情 報 通信 学会 誌,ワ ー プ ロフ ァ ン 他

人工臓器,日 本水産学会誌,生 化学,醗 酵工学会誌,生 体材料,応 用

生物学及び生物工学
物 理,エ ル ・エス ・テ ィ学会,OHM,医 科機 械 学 他

日本建築学会計画系論文報告集,日本応用地質学会研究発表講演論文

土 木 工 学 集,エ ネ ルギ ー ・資 源,冷 凍,コ ン フ リー ト工 学,土 木 学 会 誌,資 源

参 と素 材,雪 氷,風 工学,NIT技 術 ジ ャー ナ ル 他

考
電 中研 レ ビュー,エ ネ ルギ ー ・資 源,冷 凍,日 本 原 子力 学 会 誌,太 陽

調 エ ネ ル ギ ー エ ネル ギ ー,空 気 調和 ・衛 生工学,サ ンシ ャ イ ンジ ャー ナル,レ ーザ 1988～1990

査 一研究,日 立評論,三 菱重工校報 他

分

野
環 境

αK,電 中研 レビュー,EMC,公 害 と対策,防 食技術,水 処理技術,

全国公害研究会誌,水 質汚濁研究,NECマ ガジン,環 境科学学会誌,

用水 と廃水,電 気学会誌 他
F

ATRジ ャー ナル,EMc,Fum「su,電 子 情 報通 信 学会研 究 会報 告,情

情 報 工 学 報処 理,テ レビジ ョン学 会 誌,人 工 知 能,日 経 コ ミュニ ケ ー シ ョン,

日経エレクトロニクス,MTR&D他

オペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ,コ ンセ ンサ ス,冷 凍,自 動車 技 術,

管 理 及 び 市 場 日経 コ ミュニケ ー シ ョン,MT技 術 ジ ャーナ ル,沖 電気 研 究 開発,日

立評論,レ ーザー研究,電 子情報通信学会誌 他

冷凍及 び熱交換器
低温工学,富 士時報,冷 凍,空 気調和 ・衛生工学,熱 処理,三 菱電機

校報,東 芝レビュー,日 立評論 他

輸送及 び環境計画 日本機械学会誌,三 菱重工校報,土 木学会論文集,電 機学会誌 他
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文部省学術用語集 ・編別分野区分

統計工学 航空工学 電気工学 機械工学 物理学 分光学 統計数学

バ

イ

オ

技

術

放

送

技

術

回

路

と

シ

ス

テ

ム

通

信

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

部

計

測

技

術

情

報

技

術

IEEETransactionの 編 別 構 成

画

像

エ

ネ

ル

ギ

ー

変

換

図3-2-11EEETransactionの 対 象 分 野

表3-2-2調 査 対 象 文 献 の 資 料 種 別 内 訳

資料種別
情報分野 参考調査分野

収録論文数 調査論文数 収録論文数 調査論文数

学 会 誌 367件 57件 4,631件 1,291件

論 文 誌 1,278件 157件 3,595件 765件

研 究 会 報 告 1,145件 727件 1,051件 285件

CompanyReport 2,253件 440件 5,638件 533件

シ ンポ ジ ウム予 稿 集 28件 18件 667件 164件

国内 ・国外会議予稿集 6,331件 233件 9,199件 1,095件

合 計 11,402件 1,632件 24,781件 4,133件
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3.3照 合 用電 子化 辞書 と分 野 区分

本 調査研 究 にお い ては 、英文 専 門用 語の使 用状況 を明 らか にす る と同 時 に、 それ ら専門

的用 語 が現 時点 で利 用可 能 な電 子化 され た辞 書 と突 合 せ る こ とに よって 、 どの程 度 正 しく

日本 語 に翻訳 され るか を調査分 析す る こ とも重要な研 究項 目であ る。 この ため 、英 日電子

化辞 書 の現 状 につ い て調 査 した結果 、<表3-3-1>の ような電子化 辞 書 を入手 し、内

容 を調査 の 上、後 述 の英 日照合分 析 に用 いた。

各 辞書 に含 まれ る語 数お よび設 定 され ている分 野区分 は同表 の とお りで あ る。 この うち 、

英 文 専門用 語 との 照合分 析 に主 と して用 いた 「学術 用 語辞 書」 と 「JIS用 語 辞書 」 につ

い て、その 分野 区分 と各 分 野 に含 まれ る語数 を集計 した ものを、<表3-3-2>と く表

3-3-3>に 示 す。

これ ら辞 書 に は、専 門分 野別 の適用 和訳語 が掲載 され て お り、分 野別 に、 あ るい は文脈

に応 じて訳 し分 け る場 合 の訳語 の一覧 を与 え る とい う体 裁 にな っ てい る。後述 の 「電 子化

辞 書 との照 合分析 」 にお いて、英 文文献 に実 際に使 用 され た専門 用語 につ いて 、 これ ら辞

書 との突合 せ を行 い、分 野 別 の訳 し分 け等 の必 要性 を含 めて、 翻訳 可 能性 を検討 した。

表3-3-1照 合 用 電 子 化 辞 書 の 諸 元

辞書 分野数 語数 異な り語数

文部省学術用語辞書

(インタープレス社線

科学技術用語大事典1990年 版)

26 140,570

231,747語

JIS用 語辞書

(イ ンター プレス社編

科学技術用語大事典1990年 版)

大分類17

小分類182

61,585

科学技術用語辞書

(日刊工業新聞社編
マグローヒル科学技術用語

大事典第2版)

101 125,328

常用語辞書
一 22,190

常用語補助辞書
一 6,325
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表3-3-2

学術用語辞書 の分野区分

分 野区分

(文部省学術用語の編別)
収録語数

機械 12,307

気象 2,988

海洋 2,675

建築 6,227

計測 2,744

原子力 4,672

化学 10,981

遺伝 2,119

採鉱冶金 5,070

航空 4,244

植物 10,673

船舶 10,088

数学 1,912

歯学 799

心理学 6,634

図書館 5,306

動物 2,611

電気 11358

地震 2,656

統計数学 592

天文 2,419

土木 7,050

農学 17,414

物理 3,986

分光 2,409

論理 636

合計26分 野 140,570
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表3-3-3

JIS用 語辞書 の分 野区分

(小分野 は付属資料参照)

分野区分(大分類) 収録語数

建築 850

機械 15,847

電気 ・電子 3,035

自動車 2,481

鉄道 2,117

造船 4,559

鉄鋼 1,090

合金等 984

化学 5,368

繊維 4,810

鉱山 1,943

紙 ・パ ル プ 665

耐火物等 754

家庭用燃焼機器 618

福祉関連機器 1,192

航空 1,266

情報処理 3,578

その他 10,428

合計18分 野 61,585



4.専 門用 語 の出現 状況分 析 と電 子化辞 書 との 照合分 析

4.1調 査 方 法

本 調 査 研 究 にお い て は 、 最 近 の 先 端 的科 学 技 術 分 野 の文 献 を収 集 し、 こ れ を 電 子 化 した

上 で 、 使 用 され て い る単 語 、 用 語 を切 り出 し、 そ れ らの頻 度 統 計 、 電 子 化 英 和 辞 書 と の 照

合 等 、 一 連 の過 程 を コ ン ピ ュー タ処 理 す る。 こ う し た処 理 過程 全 体 は 、<図4-1-1>

の フ ロ ー チ ャー トに示 す と お りで あ る。 以下 、 そ の要 点 を の べ る。

(1)調 査 対象資 料 の収集

前 述 の とお り、 主 たる調査対 象3分 野(材 料、 エ レク トロニクス、情 報)の 学会 誌 等、

時系 列変動 分析(光 学分 野)の た めの索 引誌、 参考調 査11分 野の学 会誌等 を収集 した。

(2)OCRに よ る文 献 の 読 み 取 り ・電 子化

調 査 対 象 資 料 は 英 文 で あ るが 、 英 文 用 文 字 認 識 ソ フ トウ エ ア に は高 能 率 の も の が 出 回 っ

て い るの で 、 これ を用 い て資料 の 電 子 化 を図 る こ と に した 。 こ こ で は、 英 文 文 字認 識 ソ フ

トウ エ アOMNIPageを 用 い、1ペ ー ジ(800ワ ー ド)あ た り平均4分 の 読 み 取 り速 度

を得 た。読 み取 り に あ た り、 ペ ー ジ内 での読 み取 り方 向 、 レイ ア ウ トを 文 献 に あ わ せ て指

示 す る こ と に よ り、 論 文 の 標 題 、 要 旨、 本 文 の 区別 を 識別 しな が ら電 子 化 し た。

(3)ス ペ ル ・チ ェ ッ ク

電 子 化 資 料 に対 して 、 ワ ー プ ロ ・ソ フ トMSWOfdに よ りスペ ル ・チ ェ ッ ク を行 っ た 結

果 、1ペ ー ジ800ワ ーー ドあ た りで最 高5件 ほ どの 誤 読 が 発 見 さ れ た。 科 学 論 文 に よ く用

い ら れ る ギ リ シ ャ 文 字 が 、 形 状 の 似 た 英 文 字 と して 認 識 さ れ 、 ま た、 数 字 の ゼ ロ と英 文 字

の オ ー の 区 別 、 数 字1と 英 大 文 字1(ア イ)、 英 子 文 字1(エ ル)の 区 別 な ど につ い て 、

誤 りが 多 く発 見 さ れ 、 訂 正 を要 し た。

(4)単 語 切 り出 し

各 資料 に つ い て 、標 題 、 キ ー ワー ド、要 旨 、本 文 の 区 別 を行 い なが ら 、 単 語 を切 り出 し

た。 同 時 に 、複 数 単 語 か ら な る専 門用 語 につ い て も検 討 す る た め、 連 接 す る 単 語 に つ い て 、

2語 、3語 、4語 の 連 な り(連 語)を も切 り出 して 、 後 述 の頻 度 統 計 の 対 象 と した。 この

過程 で 切 り出 さ れ た 単 語 お よび 連 語 は く表4-1-1>に 示 す と お り、430万 語 に 達 し

た。
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分析する資料の →
選定

→ → ス キャナ読込 →
テキ ス ト合 体 ・→
MS-DOS変 換

コ ピ ー

修正

→(A)

(A)→

照合する辞書の

選定 → → テキス ト化 →

BackUpを

と る

数 ・容量 などの確

認
→

→ MS-DOS－ レMAC

変 換

MSFileに 読 込

→ →

インタ弓'レス社 編

学術用語辞書

dBASE

又 は

MSFilc

インターフ'レス社 編

JIS用 語 辞 書

日刊マク◆ローヒル編

科学技術 用語辞 書

科学技術情報研究所編

辞書

→ テキス ト

化
→(B)

見直 し辞書作業用
'

,
専門家による評価ナ ンバ ー付 け

プ リ ン トア ウ ト

(B)→

ゴ ミ取 り辞書

テキス ト

変換

分野別

Hitし た もの

異なり語数

(全体 分野別)

4

異なり辞書

(全体 分野別)

BackUpを

と るゴ ミ取 りソフ ト

作成

資料 ナ ンバ リング

←

BackUpを

と る

← ファイル

変換

図4-4-1調 査 分析 の作業工程
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表4-1-1調 査 対 象 資料 の調 査 項 目 と採 録 単 語 ・連 語 数

区

分
分野 学会名 語数

調査対象項目

タ イ トル キ ー ワ ー ド アブス トラク ト 本文

主

調

査

分

野

材料 TheAme亘canCemmicS㏄iety 647,256 ○ ○ ○ ○

エ レ ク トロ ニ ク ス
TheInstituteofElec垣caland

ElectmicsEngin㏄ls,lnc
727,232 ○

情報システム
電子情報通信学会

他24学 協会
891,076 ○ ○ ○ ○

時系列

調査

分野

光学 TheOpUcalSocietyofAmerica 1β07,776 ○ × × ×

参

考

調

査

分

野

写真及び光学技術
照明学会

他22学 協会
79,995 ○ ○ ○ ×

自動車技術
自動車技術会

他15学 協会
57,657 ○ ○ ○ ×

航空 ・宇宙技術
日本航空宇宙学会

他14学 協会
30,368 ○ ○ ○ ×

生物学及び生物工学
日本産業技術振興協会

他19学 協会
99,157 ○ ○ ○ ×

土木工学
日本建築学会

他16学 協会
115,700 ○ d ○ ×

エネルギー
日本原子力学会

他19学 協会
33,680 ○ ○ ○ ×

環境
腐食防食協会

他28学 協会
122,529 ○ ○ ○ ×

情報工学
電子情報通信学会

他15学 協会
56,289 ○ ○ ○ ×

経営管理及びマーケティング
日経BP社

他14学 協会
30β96 ○ ○ ○ ×

冷凍及び熱交換器
日本冷凍協会

他12学 協会
89,291 ○ ○ ○ ×

輸送及び環境計画
日本鉄道電気技術協会

他11学 協会
10,578 ○ ○ ○ ×

合計 4,298,980



(5)頻 度 統 計

主 た る調 査 対 象3分 野 お よび 参 考 分 野 につ い て、 上 記 に お い て 切 り出 され た 単 語 ・連 語

の 出 現 頻度 を集 計 し、 こ れ を頻 度 順 に ソー ト して、 基 礎 的 な頻 度 統 計 資 料 を作 成 した 。 材

料 、 エ レク トロニ クス 、 情 報 の3分 野 につ い て、 こ の統 計 表 の 先 頭 部 分 を掲 げ る と、<表

4-1-2>、<表4-1-3>、<表4-1-4>の よ うで あ る。 安 易 に無 視 語(ス ト

ッ プ ・ワー ド)を 設 定 す る こ と は、 重 要 な専 門用 語 を脱 落 させ る 危 険 が 大 きい の で 、 こ こ

の段 階 で は あ え て こ う した ス ト ップ ・ワ ー ド を用 い て い な い 。 ま た、 単 数 形 と複 数 形 の統

合 も行 って い な い。 従 って 、 当然 なが ら 、the、of、and等 々 の 冠 詞 、 接 続 詞 類 が 高頻 度 で

カ ウ ン ト され て い る が 、20位 台 あ た りか ら 、材 料 分 野 で は'℃RACK"、 エ レ ク トロ ニ ク

ス分 野 で は'℃URRENT"、 情 報 分 野 で は"COMMUNICAION"と い っ た 当 該 分 野 で 多 用 さ

れ る 専 門語 が す で に現 わ れ て くる の が 注 目 され る。

(6)専 門用語の 抽出 と頻 度分析

前 掲 の頻度 統計 表 の上位 語 に つい て、文法 語 お よび常 用 語 を省 いて、専 門用 語 た りうる

語 を 、各分 野の専 門家 に依頼 して、抽 出 して もらい 、専 門 用語 の 出現頻 度統 計 表 を得 た。

これ に よる分析結 果 は4.2に ま とめ てのべ る。

(7)電 子 化 辞 書 、との 照 合

前 記 で得 られ た 英 文 専 門 用 語 に つ い て、 こ れ を既 述 の 電 子 化 辞 書 と照 合 して 、分 野 別 の

和 訳 語 を得 た。 こ の 際 、 辞 書 未 登 録 で 和 訳 の で き な い もの や 、 分 野 別 に 和 訳 語 が分 化 して

い る もの 等 、照 合 結 果 の分 析 を行 っ て お り、 こ れ につ い て は4.3に ま とめ る 。

(8)同 時 出現頻 度 の分析

2つ の用 語が 同一 の文 章 中で 同時 に用 い られる頻 度 を統 計 す る ことに よ り、 分 野の 特性

に即 して、専 門用 語 を抽 出する ため の有効 な資料 を作 成 で きる可 能性 が ある。 こう した観

点 に立 って、用語 の 同時 出現頻度 の統計 と分析 を試 み てお り、 その結 果 を4.4に 示 す。

(9)出 現 頻度 の 時 系 列 変 動 分 析

前 述 の光 学分 野 の 索 引 誌 を用 い て、1975～1979、1980～1984、198

5～1989の3期 に分 け て 、 用 語 の 使 用 頻 度 の 時 系 列 的 変 動 を統 計 的 に検 証 した。 この

結 果 も4.5に ま とめ る。
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頻度

98

98

96
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95
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95

95

95

95

95

94

92

92

91

91

91

91

90

90

89

89

89

89

89

89

88

87

87

87

86

86

86

85

84

84

84

83

83

83

用語

t

輌㎞雛

　』　
繭竃

竃

鷲

　籔

　m

s

b

m

W

61

②
誌

⌒
nO.口a

　血n

㎝

岱

㏄

麗

㎞
H

醐
=

表4-1-2

頻度

83

82

82

82

82

81

81

80

80

80

80

80

80

80

79

79

79

79

78

78

78

78

78

78

78

77

77

77

77

77

77

77

77

76

76

76

76

76

75

75

75

基礎的頻度統計表

(続 き)

用語

姫

chemical

眠

below

姻

maxlmum

fracturetoughneSS

strengthof

solution

sampleswere

㎞her

change

ave「age

Si

thesamples

dleformation・

speclmen

配ported

well

they

thefracture

tensile

should

most

cm-1

也e㊤ ㎝adonof

thatof

para11el

method

fiber

elec{工onic

electron

Al

theband

over

much

could

BaTio3

while

showed

room

－20一

(材料分野)

頻度 用語

75

75

75

75

万

㍗

嘱

73

73

73

72

72

72

72

72

72

72

72

72

72

71

71

71

71

71

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

ω

砂

69

mullite

㎞cdonof

compos1口on

ata

S

n1ロogen

although

曲

number

nm

usedto

sin㏄

poroslty

m1αostmcture

maybe

融

9「alnslze

factOr

equil三brium

elas丘c

■

whisker

oordieri¢

con伍ct

afunction

weight

up

um

thedensiＬficaUon

substrate

m脆S

depth

areshown

alongthe

afunctionof

Table

20

(3)

wa政

system

roomtemperature



頻度

裟

㌫

撒

撒

撒

袈

裟

裟

鴇

鵬

埼
袈

裟

袈

裟

裟

㌫

㌫

驚

㌫

裟

用語

　日・mnWh

聡

y

』

哉

s

6

㎞

耐

㎞

㎜
.
血
⊇

n。
鷲

輌
㎞
K
㎞
㌧

緊

㎞
11a

O

m

m

S

.-

画ぴ

ー

m

屯

田

nO.組

藍

㎞
』
㌫

』
ご

表4-1-2

頻度

m

別

m

四

m

偽

窃

ぴ

ぴ

窃

ぴ

四

四

鵬

m

m

鵬

四

辺

辺

m

m

m

m

㎜

鵬

田

田

朋

m

m

"

踊

価

田

田

取

田

田

田

m

基礎的頻度統計表

(続 き)

用語

蜘
㌫

㍗

㎜
霊

…
監

n
忽

e
㍍

蒜

蒜
8

y

竃

㎞
7
輌
㏄
念

念

輌
m
蕊

鑑

愉 dn・10劔㎝

一21一

(材料分野)

頻度 用語

m

m

m

m

m

ゆ

鵬

皿

㎜

…
…
m

…
…
m

踊

踊

…
…
……

四

…
…
m

皿

……

皿

……

……

皿

⑭

㎜

蜘

……

99

99

99

99

。・〃
。q
〃
。・
〃
。Q
〃
。・
〃
98

98

鑑

㎞
㌘
=
籔

㎞
欝
齢

⑳
篇

二

砲

㎞

㎡

㎞
㍗

鑑

忽

㎞
㍑

ごW
W

卿

.M

m

n

l

m

㎞
ぽ

㎞
㎞
卿
h
－

e

㎝

加

口

回



頻度

7

霊

鑑

霊

㌫

別
㎜
㍑

霊

㎜
㎜
画
期
㍑

郡
㌶

2

㍑

㌫

纂

認

㍑

叢

㌫

z

表4-1-3

用語

the

of

in

崩

is

to

a

ofthe

㎞

1)y

with

inthe

血at

as

劔

趣

鵬
=
。n
輌
㎞
隠

隠

翫

-
"
。
竺

ぽ

.
x
監

輌

基礎 的頻度統計表(エ レク トロニ クス分野)

頻 度 用 語 頻 度 用 語

霧

㌶

纏

袈

裟

裟

㌶

薪

㌶

㌃

梛
叢

㌶

糞

叉

鴛

㌫

㌶

る

㌶

裟

　

M

血

恥

2

捻

≧

耐
竃

輌
i
』
竃

輌

　

臨

e

n

㎎

竺

se

輌

v

画

5

㎞

㎞

.悶

㎞

旬

伽

㎞

欝

欝

曇

竃

3

拠

拠

斑

斑

ぴ

脱

脱

⑳

四

四

獅

魏

魏

堀

梛

梛

梛

皿

⑨

別

所

切

斑

画

境

現

陶

跳

m

踊

螂

摺

贈

ぷ

,即

㎜

m

切

m

防

恥

㎜
;
{
籔

㌻

)
曇

㌫

㎞

⑩

㏄

醐

伽

曲

庇

(
s
{
竃

b
伽

⑭

銅

㌫
籔

蕊
…
緊

緊22一



頻度

01

00

00

9

8

8

8

7

7

6

6

6

6

6

5

5

5

5

3

2

2

2

2

2

2

1

0

0

0

9

9

9

9

8

8

8

7

7

6

6

6

1

1

1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

用 語

表4-1-3

SOI

profile

pape「

source

tral1Slstor

over

MOS

toa

lncreases

valuesof

usingthe

thecurrent

thechannel

mnge

vana口on

⑭

measurements

following

afunction

wa6er

Pfesent

l

lonlzatlon

design

change

boron

simulation

determined

t

total

thisis

噺

duetothe

pa㎜eter

mobility

applied

mJecUon

degradation

whenthe

verSUS

thevalue

基礎的頻度統計表(エ レク

(続 き)

頻 度 用 語

トロニ クス分 野)

頻度 用 語

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

3

3

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

themeasured

theeffective

shift

respectively

powe「

orderto

m

level

less

bya

●

tlmes

SO

q

number

new

methOd

inorder

each

camers

afunctionof

thresholdvoltage

cm-3

Clr℃Ults

ata

showsthe

ofthis

use

some

輌

j

even

CMOS

tunneling

through

theelecUic

thebase

si

penmeter

1

1

1

1

0

0

9

9

9

9

9

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

6

6

6

6

6

6

6

5

5

5

4

4

4

3

3

3

3

3

3

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

n

⑩

W

α

O

d

曲

㏄

蛤

捻

・m

㎞

e

麺
輌
鶯

漂

9・mWO

k

U

C

O

a

f

主0

剖

伽

伽

⑭
蕊
く』
竃

』
鷲

=
㌫

9

』
㎞
姻
{
　
㎞

㌧

㌫
一23一



頻度

74

㍗

74

73

71

71

71

70

70

臼

田

砧

御

66

65

苗

63

63

63

62

62

61

ω

59

58

鈎

52

51

51

51

50

50

48

47

妬

45

4

4

4

43

42

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
▲

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
且

用語

表4-1-3

㎞

㎝
㍑㎜
輌
4

　籔

9㎞

㎜
㍑

誹

e
ご

』
n

鴨

㎡
霊

㎞
㎞
正

:

怠

霊

鑑

ジ

撫

基礎的頻度統計表(エ レク

(続 き)

頻 度 用 語

トロニ ク ス分 野)

頻 度 用 語

2

9

9

7

7

7

6

6

5

5

4

4

3

2

2

0

0

0

7

7

7

6

6

4

4

3

3

3

3

2

2

1

0

0

7

7

7

6

6

6

5

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
▲

1

1

1
▲

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
▲

1

1

1

1

1

1

1

1

㎜
ご

監

c
臨

k
8
聲

㎞
6
{
。
㎏
{
n。
藍

蕊

⑪
㌶

r

皿㎜

γ

雄

蕊

㍑

ぽ

加t
㎜
㎞
蒜

…

一42一

15

15

14

14

14

14

13

13

13

13

13

12

12

H

11

11

11

10

10

09

09

08

08

08

07

の

07

06

06

06

05

05

05

04

恨

04

01

01

㎝

01

01

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
且

-

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ー
ユ

ー

1

1

1

1

唯1

1

1

1

1

1

1
且

ぱ伽

ss

m

P

co

。。

血

斑

㎞

㎝

輌

。b

恥≧

{f

蜘

こ

ご

㎞
凱
血

mU

e

輌
』

ぽ

霊

鑑

㌫
㎝㏄《
7
…
磯

ご

　

d
二
議



頻度

8

麗

篇

㌫

霊

累

加
鴛

㎜
蒜

㍑

翻

㎜
㍑

㌶

㍑

㍑

珊
叉

三

鴛

篇

廃
鴛

表4-1-4

用語 頻度

伽

㎡

加

㎞

a

⑩

.岱

㎞

㌶

こ

㎜
㎝
体
㌘

㍗

㍗

ご

…
=

㎞

　・加

g

畑

ご

輌
㎞
㌫

翻
㌫

…
蒜

㌶

慧

乏

認

裟

叉

㌶

㌶

鴛

鴛

綱
㌶

鴛

㌶

㍊

響

㌶

袈

裟

袈

裟

基礎的頻度統計表(情 報分野)

用 語 頻度 用語

㎝

曇

㎞
㎞
㎞
…
a

㎏

φ

d

也コ　

お

社

頭

O

ロ

⑩

W

C

m

nO.M.18

e

剖

m

出

町

郷

民

』㎝

dω

nO
.11

　

㎞
麗

ご

卵

篇

㌶

n

蝋

蜘

O

C

慧

牲
m

麗

㎜

d

岨
蜘

㎝

蜘
胸

声
㎜
網

綱
卿
㎞

　ou

㏄

.頷

O

V

、

斑

斑
蜘

郷

獅

鋤

拠

坦

坦

珀

珊

獅

班

脳

魏

魏

跳

魏

魏

⑨

捌

螂

捌

劫

初
郷

勿

刎

姻

施

鰯

⑳

卿

ぴ
田

田

⑳

拠

踊

拠

鍋

　血

e

鋤

e

㎞

蝿

㏄
灘

㌫

㎞
蝸

一三

㎜㎞欝

㌻

鑑

㎝

{
翻

翫

竃

瀞

曲
㎏

鵬

⑩

咀

セ

ロ　

和

訓

W

－25一



頻度

鈎

鈎

M

33

33

32

32

32

32

31

31

31

30

30

30

30

30

29

29

⑳

四

⑳

29

27

%

25

25

25

25

25

25

餌

餌

餌

餌

餌

23

23

23

23

23

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
■

1

1
』

1

1

1

1

1
■

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
■

1

1

1

1
■

1

1

1
■

1

1

1

1

1

1
■

-

用語

n

▲【蒜㎜㎞
2

曲
ご
=

隠
隠
=
蒜
=
◎
繊
㎞
罐
輌
=
↑

ピ

{
{
梁

…

c。
竃

姐
a

㎡㎝

㎞

9

表4-1-4

頻度

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

0

0

9

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

6

6

6

6

6

6

5

5

4

4

4

3

2

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
▲

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
▲

1

1

1

1

1

1

1

基礎的頻度統計表

(続 き)

用語

according

toa

they

devi㏄

whenthe

ratio

m㏄hanism

f()110wing

first

㏄ll

spa㏄

inロ"Oduced

with皿t

methodto

element・

calculation

thenumberof

shown

lines

expected

d醗rent

character

al℃hitecmre

andit

set

servlces

possibleto

ft血her

e¢

characteristic

whichcan

types

systemIS

switch

SO

even

capaClty

theo】ヴ

parallelprocessing

ona

layer

－26一

(情報分野)

頻度 用語

10

10

10

10

09

09

09

09

08

08

08

08

08

07

07

07

07

07

06

06

06

06

06

05

05

05

05

05

05

05

04

用

03

03

03

03

03

03

03

03

02

1

1

1

1

1■

-

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1■

1

1

1

thedevelopment

length

integrated

=

well

feature

exchange

delay

some

Pfog「ammmg

phase

inthefuture

description

size

simple

inference

fiber

descdbes

theother

realiZe

fora

example

andto

曲

packet

main

ispossible

higher

condition⑨

brt)adcasdng

methodis

lsnecessary

solution

lange

purpose

points

part

inthisreport

given

detection

small



頻度

斑

斑

別
別

獅

ぴ

魏

魏

捌

拠

勿

泌

泌

拠

刎

㎜

四

四

魏

魏

加

卿

川

施

ぴ

m

犯

㎜

㎜

棚

姻

姻

㎜

凹

凹
柳

防
凹

凹

⑨

囑

用語

じ㏄

⌒
…
監

蕊

≒
　㏄也加

剛㈹n

c・

㎞

血

nO.口neV

騨
{
㎞
羅

噸
ご

㎞
{
輌
欝

輌
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頻度
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田
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据

m

m
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四
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m

m

m

m
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ゆ

踊

画
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砲
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醜

醜

聞

陶

旧

ゆ

田

田

ぷ

ぷ

駈

断

基礎的頻度統計表

(続 き)
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(情報分野)

頻度 用語

田

田

堺

ぷ

斑

斑

㎜

蜘

陶

珊

珊

珊

瑚

幽

幽
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踊

踊

泌

踊
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用

斑

斑

泌

陶
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四

四

田
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m
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脱
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ぴ
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4.2専 門用語 の出現頻 度分析

(1)分 野 別 高頻度 専門語

前 出 の 「基 礎 的 頻 度 統 計 表」 にみ ら れ る と お り、 文 献 に 現 わ れ るす べ て の 用 語 の頻 度 統

計 を とれ ば、 当 然 な が らthe、of、andな ど の 文 法 語 や 、shown、usedな ど の常 用 語 が 上位

に ラ ンク さ れ る 。 こ こで 問 題 は 、 文 法 語 は と もか く と して 、 一 般 的 に用 い られ 、 常 用 語 と

称 さ れ る もの と専 門 語 の 区 分 け で あ る。 両者 の 区分 は 必 ず し も単 純 で は な い 。

こ の点 は 、 まず 第 一 に 、和 訳 語 との 対 応 関 係 で 問 題 とな る。例 え ば エ レ ク トロ ニ ク ス分

野 でFILEDと い え ば 、 これ は 野原 で は な く、 電界 、 磁 界 と訳 さ な けれ ば な らな い 。 す な わ

ち、 同 じ単 語 に 、 常 用 語 と して の和 訳 と、専 門語 と しての 分 野 別 の和 訳 語 が存 在 す る 場 合

が か な りあ る。 こ れ は 、 明 治 以 降 の 西 欧 近 代 科 学 の 摂 取 過 程 にお い て、 漢 字 の 造 語 力 を活

用 し た和 訳 専 門語 が多 数 考 案 され た結 果 で あ る 。

こ う した 状 況 を 明 らか にす る た め に 、 前 出 の よ う な基 礎 的 頻度 統 計 表 を あ え て 機 械 的 に

出 力 した上 で 、 こ れ に対 して各 分 野 の 専 門研 究者 の 協 力 を 仰 い で 、 当 該 分 野 に お け る 専 門

用 語 とす る べ き頻 出用 語 の み を 抽 出 し た。 そ の結 果 と して 得 られ た分 野 別 の高 頻 度 専 門単

語 の リス トは 、<表4-2-1>の と お りで あ る。 な お こ こで 、 常 用 語 、 文 法 語 、 記 号等

を含 む 異 な り 単 語 数 は 、 材 料 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 、 情 報 分 野 で 、 各 々161,814語 、

181,808語 、222,769語 で あ っ た 。

ま た、 参 考 調 査 分 野 に つ い て も同様 の 表 を 作成 した く 表4-2-2～12>。 これ に よ

り、 専 門 語 が 分 野 別 に い か に相 違 して お り、 ま た一 見 常 用 語 とみ な され る もの で も、 専 門

語 と して こ と さ ら登 記 して お く必 要 の あ る もの が 多 い こ とが わ か る。

つ ぎ に、 第 二 の 問題 と して、 複 数 単 語 か ら な る専 門的 語 句 の識 別 が あ る。 昨 今 の先 端 的

科 学 技 術 分 野 で は 、 常 用 の 単 語 を数 語 連 ね る こ と に よっ て 、専 門 的 な特 定 の 事 物 、概 念 を

表 わ す とい う傾 向 が 強 く な っ て い る。 この 場 合 、 単 語 単 位 で処 理 して い て は、 こ う し た語

句 の 抽 出 は 到 底 不 可 能 で あ る。 この 点 を考 慮 して 、 前 出 の 基 礎 的 頻 度 統 計 表 で は 、2～4

語 の 単 語 の 連 な り につ い て も頻 度 を統 計 して い る。 そ して 、 こ こ に現 わ れ た事 例 の分 析 を

通 じ て、 複 合 的専 門 語句 の 抽 出 方 式 につ い て、 別 項 に ま とめ る とお りの検 討 を加 え た。

(2)使 用 語 の集 中 ・分 散度

文 献 に現 わ れ る用 語 が どの程 度 集 中 して い るか 、 あ る い は分 散 して い る か と い う状 況 に

つ い て、 材 料 、 エ レ ク トロニ ク ス 、情 報 の3分 野 間 で の 相 互 比 較 を行 っ た。 す な わ ち 、語

彙 の 大 きさ が 専 門 分 野 に よ って相 当 に異 な る も の か ど うか を検 討 す る もの で あ る。 これ が 、

辞 書 の 大 き さ を決 定 す る主 な 要 因 で あ る か らで あ る 。

前 掲 の3分 野 に お け る 頻 出専 門 単語 く 表4-2-1>に おい て 、 上位100位 ま で の語
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の 累 積 頻 度 を グ ラ フ化 す る とく 図4-2-1>の よ うに な る。 こ こで 、100位 語 ま で の

累積 頻 度 を100%と した と きの 、50%点 は 、 材 料 、 エ レ ク トロニ クス 、 情 報 の 分 野 で 、

各 々 頻 度 順 位26位 、23位 、17位 あ た りに な る 。 つ ま り、 頻 出100語 に 関す る 限 り

「情 報 〉 エ レク ト ロニ ク ス 〉材 料 」 の順 で 、用 語 の 集 中度 が 高 い 。

つ ぎ に、 各 分 野 の す べ て の専 門語 に つ い て 累積 頻 度 を得 れ ば 、3分 野 の相 互 比 較 が 可 能

な 完 全 な 頻 度 グ ラ フ を描 く こ と が で き る。 しか し、 た とえ ば材 料 分 野 の 全 単 語161,814種

につ い て 、 その す べ て を 点 検 し て常 用 語 等 を 削 除 し、 専 門 的 用 語 の み を抽 出 す る の は 容 易

で は な い。 そ こで 、 〈 図4-2-2>で は 、 各分 野 の 異 な り語 数 が 、 同 一 寸法 に な る よ う

にY軸 の縮 尺 を調 整 して プ ロ ッ トして み た。 これ は 、 各分 野 で の 全 異 な り語 数 中 で専 門用

語 の 占 め る 割合 が 、3分 野 と も共 通 で あ る との仮 定 をお い た計 算 に な る。 この グ ラ フ を比

較 す る と、 先 に100位 語 ま で の 範 囲 でみ た 、 「情 報 〉エ レ ク ト ロニ ク ス 〉材 料 」 と い う

3分 野 間 で の集 中 度 順 位 が 、 さ らに強 調 さ れ た格 好 の もの が 得 ら れ る の で 、 こ れ は ほ ぼ実

態 を 表 わ して い る とみ て よ い よ う に思 わ れ る。

す な わ ち 、材 料 分 野 で は多種 の 専 門 語 が 平 均 して 用 い ら れ る傾 向 が 強 い が 、 他 方 、 情 報

分 野 で は、 比 較 的 限 られ た用 語 が 集 中 的 に用 い られ る傾 向 が 強 い とい っ て よい で あ ろ う。

確 か に、 情 報 分 野 で は 、 化 合 物 名 な どの 明 白 な専 門 語 は あ ま り用 い られ ず 、 む しろ、 ジ ェ

ネ リ ック な 単 語 を 連 ね て 複 合 的 専 門 語 句 を形 成 す る とい う傾 向 は 、 日頃 実 感 さ れ る と ころ

で あ る。 こ う した 分 野 で は、複 合 専 門 語 句 を どの よ う に識 別 ・分 離 す る か とい うの が 大 き

な問 題 に な り、 こ の 点 につ い て は 、後 に 章 をあ らた め て検 討 し て い る 。
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表4-2-1 材料、エ レク トロニクス、情報分野での頻出専門単語

:

材 料 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 情 報

'

×

用 語 頻 度 用 語 頻度 用 語 頻度

crack 632 current 729 system 2264

SU㎡ace 404 voltage 453
・

P「㏄eSSIng 874

streSS 390 gate 429 data 788

phase
「

268 field 399
..

commumcatlon 684

・
reac口on 238 inte血ce 365 control 599

Sic 232 devi㏄s 311
.

mlage 583

powder 194 surface 304 infb㎝ation 566

Si3N4 193 model 274 optical 509

・

straln 189 density 269
●.

仕ansmlSSlon 494

glaSS 189 structure 257 fUnction 452

・
ceram1C 184 oxide 255 applicadon 388

inte㎡a㏄ 178 charge 252 systems 381

cracks 172
.

em1庶 三r 250 computer ・371

stmcture 171 electmn 238
・

operatlon 325

band 170 substrate 235 ㎞ ・wledge 322

materialS 167 channel 219 speed 320

healing 162 base 219 problem 319

・
compOSIte 154

守.

junctlon 196 perfbmance 280

.

9「alns 146 ene「gy 184 1earning 266

P「essu「e 145 廿equency 180
・.

reoogmtlon 255

.

matnx

、

145 potential 177 digital 250

oxygen 144 r㏄ombination 174 analysis 244

diffusion 139
・

con㏄ntra口on 174 problems 233
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表4-2-1 材 料 、 エ レ ク トロニ ク ス、

(続 き)

情報分野での頻出専門単語

材 料 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 情 報

用 語 頻 度 用 語 頻度 用 語 頻度

toughness 136 characteristics 173 evalua直on 219

fibers 135 el㏄trons 171 func直ons 217

・
composltes 135 buU( 168 quaUty 212

density 124 effbctive 163
●

mput 207

densification 123
.

equatlon 151 ATM 204

residual 121 drain 151 algorithm 199

surfaces 117 silicon 150 softwa佗 197

growth 115
・

carrler 142 P「og「am 195

whiskers 112
・

sectlon 139
・

senes 191

fi㎞ 110 bias 139 memo「y 183

m㏄hanical 108 effects 137 signa1S 181

particles 107 breakdown 136 satelUte 180

,addition 102 thickness 134 switching 178

sintered 101 parameters 130 1evel 177

gas 101 threshold 127 丘equency 176

alumina 101 back 126 pattem 171

Al203 101
・

generaロon 124
■
1mages 171

indentation 100 doping 123 coding' 166

silicon 99 diffUsion 123 P「㏄esso「 164

㏄ment 99 ve1㏄ity 117 Oelephone 162

carbon 96 depledon 116
・

envlronment 159

glasses 95 P「ocess 114 disロibuted 151

powders 92 distribution 114 basic 149
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表4-2-1 材 料 、 エ レク トロ ニ ク ス、

(続 き)

情報分野での頻出専門単語

:

材 料 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 情 報

用 語 頻 度 用語 頻度 用 語 頻度

domain 89
.■

CII℃Ult ll3 personal 148

・
㏄ram1CS 89 beam 113 distribution 148

phases 86
・

maXlmum llO interfa㏄ 143

particle 86 1洗time 108 neural 142

heating 86 GaAs 108 logic 142

.
COn㏄ntrat10n 85

.

galn 107 ISDN 139

solid 83
.

口anslstors 101 powe「 136

content 83
.

capaCltan㏄ 101 efnciency 134

chemica1 82 SOI 101 video 133

solution 80 profile 100
・

ex㏄utlon 133

Si 80 source 99 concept 132

tensile 78
,

translstor 98 prot㏄01 130

fiber 77 MOS 98
・

Plcture 130

AI 77 rate 95 output 130

BaTio3 76 wafer 92 code 130

mullite 75
■ ■ ●

10nlzatlon 92 simulation 129

.'

oomposltlon 75 design 92 filter 129

1
1

・
nltrogen 74 boron 91 computers 129

■

poroslty 72 simulation 90 standard 125

■
mlCrOStrUCtUre 72 mobility 88 networks 125

equilibrium 72 applied 88 high-sp㏄d 125

elastic 72
● ● ・

Huectlon 87 display 124

whisker 71 degradation 87 configuradon 124
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表4-2-1 材 料 、 エ レク トロニ クス、

(続 き)

情報分野での頻出専門単語

材 料 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 情 報

用 語 頻 度 用 語 頻度 用 語 頻度

ZrO2 60
.

emltters 68
・
equlpment 97

modulus 59 GHz 68
・ ・

examlnatlon 92

indenter 59 system 67
・

automat1C 92

.

tlp 58 SimUlatiOnS 67 antenna 92

1atd㏄ 58 diode 67 scale 90

C・nducti・ity 58 anode 67 traffic 89

layers 57
・ ・

POSItlve 66 mobile 89

zone 56 mode 66
・

extractlon 89

transfbrmation 56 ion 66 database 88

10SS 56 boundary 66 鵡trieval 87

inclusion 56 t㏄hnique 65 reliabUity 85

dissolution 56 control 65 human 83

・
reactlons 55 linear 64 codes 83

release 54 vertica1 63
・

S白tlon 80

・
comp「esslve 54 民laxation 63 business 80

sp㏄tra 53 signal 62 realization 79

siUca 53 holes 62 source 78

X-ray 53 simulated 61 pattems 78

AE 53 「esponse 61 in促lligen㏄ 78

crystalS 52 el㏄trode 61 LAN 77

crystalline^ 52 Sio2 61 logical 75

vapo「 51 transport 60
・

converSlon 75

liquid 51 fields' 60 producdon 74
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表4-2-1 材 料 、 エ レク トロニ ク ス、

(続 き)

情報分野での頻出専門単語

材 料 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 情 報

用 語 頻 度 用 語 頻度 用 語 頻度

cor(五erite 71 shift 86 devi㏄ 122

substrate 70 powe「 86 mechanism 121

depth 70
・

carners 85 element 118

water 69
・ ・

ClrCUlts 84 calculation 118

peak 68 (〕>IOS 82 architectu鵡 117

.

expanslon 68 tunneling 81
・

servlces 116

・ ・

transltlon 66 si 81 switch 114

TiN 66
・

penmeter 81
・

capaclty 112

・

Plpe 66 hole 81 integrated 110

bulk 65 currents 80 acceSS 110

wt% 64 ㏄u 79
・

P「09「ammlng 108

CsI 64 pe㎡bman㏄ 77 phase 108

po「e 63 charges 77 desc叩tion 108

diameter 63
.

reslstance 76 inferen㏄ 107

distribution 62 front 75 fiber 107

flexural 61 doped 75 broadcasdng 105

・
extenSlon 61

・ ・

lnverslon 73 detecdon 103

difffaction 61 damage 72 hardware 102

◆
comp「esslon 61 bipolar 71 LSI 102

amount 61 modes 70 voice 99

product 60 band 70 management 99

inte㎡acial 60 col1㏄tor 69 noise 98

.●

contalnlng 60 analysis 69 temina1 97
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頻度

脳

脳

斑

斑

嬬

m

m

撚

堺

田

ゆ

皿

ぴ

脳

m

m

皿

m

97

男

88

87

部

別

83

刀

69

66

臼

留

臼

め

め

め

銘

銘

銘

卸

葡

萄

56
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頻度 用 語 頻度 用語

54

53

52

52

51

49

48

48

48

48

48

47

47

47

46

45

45

45

μ

4

44

43

43

43

42

42

42

41

41

41

41

40

39

38

37

37

37

36

36

36

36

d

d

ハじ

　

加

㎞

W

ロ

飽

㎞

nO.81

S

.岱

比

m

に

S

h

㎝

　

g

㎏

㌘

ご
⑭

　

ロ

　

エロ

　

輌
鷲

蜘
蒜
ジ

㎜㎞
鷲

驚

{
}
竃

㌫
慧
㌫

6

4

4

4

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

1

0

0

9

9

9

8

8

7

7

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

5

5

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

{却撫

㌘

曇

⑭難
　宮㎝ss

11

a
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D
r

L
O

㎞

・㎜

d

㎞
㌻

蕊

輌
y

e

・"

V

V

,U

a

C

C

a

Se　エ9

e

む

　

耐

㏄

㎞

曲

旧

地

臨

e

U

C

t

d

r

r
・

n

鋼

∩

廿

c

c

司

P

m

Se.聡

㎜

㎝

㎝
㎞
麗

y

　㏄

r

9

ω

一37一



表4-2-3

頻度 用語

14

12

・
81

68

55

51

4

4

29

26

26

23

19

17

16

15

10

08

05

4

1

0

7

7

6

3

2

2

1

9

8

8

8

4

3

1

0

0

0

9

9

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

9

9

8

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

6

6

　

芸

蒜

鵬

創

面

.㎝

㏄

劔

m

　

m
民
意

a
。
。
隠

㌫

㌫

P
麗

ご

㎞

.

㎞
鷲

㎜
卿
㎜

e

erUt

nO.白
－
a

迦

㎞

㎞

蜘

d

b㎜繋

念

㌧

竃

参考分野における頻出専門単語(生 物学及 び生物工学分野)

頻度 用語 頻度 用語

69

68

67

65

63

63

63

62

61

ω

57

54

53

53

52

52

52

51

50

47

47

46

45

4

43

43

35

35

34

34

34

34

33

33

33

32

32

32

31

31

30

こ

泣

㎏

㎝

㍑

蕊

㌫

鋤

b

P

P

V

}h

e

d

S

監

碩

D
ふ

U

田

竃

灘

m
㏄
蕾

㌫

輌
竃

撒

卿
剛
議

卿
籔

三

訂

m.mdem

9㎞

しn

に

SmSdC

n・10

nO.U

沮止9

0

0

9

9

9

9

9

9

9

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

6

6

6

6

6

6

6

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

㎞

㏄

㎡

、
掘

鶯

㌫

㎞
』
蹴

㎜
⌒

　

d

b

.
O

ss

　

ロ
　

S

恰

O

m

㎞

綱

.㎜

㎜

蒜

驚

M
㎞
㎞

m

nO.U.ほ

nO.Una

・獣

欝

器

≧

総
総
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頻度

㎜

醜

皿

94

67

66

60

ρ

43

43

Ω

Ω

Ω

38

38

37

36

35

35

35

M

34

3-

3-

30

30

29

29

29

29

28

28

28

27

茄

%

26

25

万

お

24

表4-2-4

用語

ぱ㎝

y

卿
㌶

曲
ご

㎜
ぽ

愁

卿
ぴ

n

S

O

蒜
㌻

麗

三

二
翻

麟

　㎞蒜
蕊

⑪
ご

㎝

!

㎜

㎞

㎞

㎞

参考分野における頻出専 門単語(航 空 ・宇宙分野)

頻 度 用 語 頻度 用 語

4

4

3

2

2

2

2

1

1

1

0

0

0

0

0

9

9

9

9

8

8

8

8

7

7

7

5

5

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

に蒜㎜蜘

㎜

訓

皿

舵

h

m

悦

9n
.h
－
ae

㎞
翫

麗
6　民

撒

㎞

Snむ

玉

総

㎞…ギ

辮

㌧

㌫
輌難

㎞
一93一

14

14

14

14

14

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

12

12

12

12

12

12

12

12

11

11

11

11

11

H

m

10

10

10

ω

輌
』
籔

ジ
シObOr

　W

㎞

Z

「
」

nO.Ua

X

㎜
蕊

蒜

.罵

㌶

霊

鷲

隠

・

町

㎝

㎎

㎝

巧

ω

.甜

頷

け

㎞

g

g

㎞

㎎

加

ω

に
㎜
二

㎞

㎝

w

㎝

.鵬

nO
.Ua

・
mdm

忙nO聡

ツ

n

書

卿
㌔

罐

謝

蒜

輌
㎜

㎝.加

㏄

山

a

ヒ㎝m

t

h

n

k

e

　訂

に900
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頻度

01

00

85

ω

22

18

17

80

78

76

75

68

68

47

4

39

32

30

29

27

20

10

09

06

06

05

9

9

6

5

5

2

1

9

7

6

4

3

3

2

0

3

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

9

9

9

9

9

9

8

8

8

8

8

8

8

8

表4-2-5

用 語

n鋤

㎝

蜘

M

n
S
C
蒜

工

蒜

:
SC

e

n

.ロ

ー

輌
輌
麗

ご

㌫
撚

=

㌶

㎞

㎡釦

B

n

a

.10

輌
裟

ご

㎜
輌

　

口
螂
瓢

蜘
階

隠

励 じ㎝

e{
⌒
=

参考分野における頻出専門単語(土 木工学分野)

頻度 用 語 頻度 用 語

80

79

79

79

78

78

76

76

75

75

73

72

71

71

70

.69

69

69

68

倒

留

62

62

ω

59

58

58

57

56

56

55

54

54

53

53

52

51

51

51

51

50

n

t

O

㍍
㌘

竃
芸

濃

腱
蒜

,輌
蒜

曲
㍑

㍑

w
郷
愁

㎝
㌶

罫

c。
‡

快

:

"
ご

伽
輌
-
輌
⑭
忽

　

㎝

血

眼

m

m

庇

㏄

m

⑮

水

"

19

α

㎞

.㎜

㌫

鵬

y

SC.U

Sし

n

n

e

O

C

罵

㍍

濃

b

9

8

8

8

7

7

7

7

6

6

6

6

6

5

5

5

4

4

3

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

9

9

9

9

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
.
4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

胸

竺

翻

鷲

禁

㌧

蒜

㏄

y

加

y

π

m

m

蒜

霊

卿
蒜

三

ご

欝

㌧

P
ー

蒜

㎜
㌻

㎝
㍑
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頻度

鰯

㎜

㎜

㎜

%

%

舛

80

η

68

駆

"

臼

硯

め

卸

託

斜

位

臼

⇔

⇔

ρ

特

4

娼

明

但

38

鋸

託

額

鈎

位

田

30

⑳

魏

田

刀

"

表4-2-6

用 語

powe「

system

nuclear

operat「on

fuel

control

plant

malntenance

systems

wa止r

reaCk)r

plants

current

technologies

eqUlpment

turbine

supply

output

efficiency

generatOr

reliability

analysis

performance

constructlon

eqUlpments

temperature

voltage

oil

transmlSSIon

cost

stability

solar

distribution

fusion

underground

laser

flOW

devices

air

test

monltonng

参考分野における頻出専 門単語(エ ネルギー分野)

頻 度 用 語 頻度 用 語

・

27

27

27

26

26

26

25

25

25

25

餌

勿

23

23

23

23

22

22

22

22

22

21

21

21

21

21

20

20

20

20

20

19

19

19

19

19

19

18

18

18

18

diagnosis

device

design

process

materials

6equcncy

stordge

simulation

insulation

information

hydrogen

dcsigning

wind

source

cvaluation

BWR

supcrconductive

sca

light

enVlronmcnt

cclls

pressu「e

linCS

core

cooling

ClrCUIt

technique

scale

phcnomena

mspcctlon

br㏄dcr

rcaCUon

P「og「am

occan

gcothermal

cablc

battery

vcrificatio∫1

stcam

modcl

linC

18

18

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

16

16

16

16

16

16

16

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

14

14

14

14

14

14

14

13

13

13

13

13

function

class

safety

reSOU】 ℃es

Plan

loss

demand

computer

cell

capaclty

basic

a㏄U「acy

rCSIstance

plasma

material

liquid

installed

hydraulic

dctcrioration

radiation

protectlon

mctal

machine

lnput

lmp「ove

elcctricity

convcrslon

a1「ca

a㏄idcnt

tcsts

solid

MON∫U

gencrators

fluctuation

converter

communlcatlon

wmg

statlons

modcls

gencmtcd

cconomy

一41一



頻度

-

,

`

恥

祖

加

施

初

犯

㎜

㎜

出

面

m

"

m

聯

醜

㎜

皿

W

随

鴎

皿

m

ぴ

ぴ

ぷ

四

m

極

m

田

……

踊

田

……

m

m

m

……

㎜

踊

ぴ

用語

表4-2二7'

㎞㎜

㎝

隠

隠

w
d
c
蒜

㍑

灘
9n.M

ω㎝㎜㎞

姫

㎝

舐

㎝

㎝

㎜

.U

O

U

r

l

.-

l

V

O

n

D
r

e

岨

卿

m

紅

迫

㈹

.m

a・

c・

.卵

加

獺

m

叩

㏄

01けn

　

熱

㌫

隠

n
su

s

。
㌫

鶯

㎜
㌘

麗

㍑

㌫

輌

セn　mpe

SUrO

参考分野における頻出専門単語(環 境分野〉

頻度

5m

%

舛

餌

93

の

別

路

額

M

田

78

㎎

殆

㎎

η

η

η

万

力

乃

η

刀

刃

m

m

69

69

㊦

66

"

衡

砧

砧

砧

留

臼

田

臼

田

63

用 語

n

S

O

㎞

M

㎜

㍑

㎞
慧

ご

㍑

h

nO.h
M
aU

ro3

副

a

C

W

91

y

鷲

隠

¢

m

m

伍

伍

n

こ

㎞
㌘

Sdn

S

㎞

r

S

輌

劇

e

㌶

㌫

㎜
蒜

C

e
鵬
㎜
㍗

㌶

㎞
㎜
㎞

n.-o

e

㍗

㎞
皿

㌧

㎞

蒜

蒜

蒜

惣

頻度

63

62

硯

62

62

62

61

61

61

ω

60

59

59

57

57

56

55

55

55

55

54

54

54

54

53

53

53

「

52

52

52

51

50

50

50

50

50

49

49

49

49

48

用 語

⑭㌻

欝

㌧

⊇

一
　㎞㌫

⌒≧

　⑭㎞籔

鶯

㎞ご
一42一



頻度

田

㎜

㎜

m

飽

田

価

ぴ

脳

m

辺

m

m

脳

血

㎜

別

別

90

88

田

部

田

田

η

η

78

鴨

鷲

73

乃

刀

砂

砂

68

σ

留

臼

田

Ω

60

表4-2-8

用 語

㎎

㎝

.悶

W

匹

シ

=
靴

≧

総

竃

麟
一難

輌卿⌒

べ

⌒鷺

㌧

㎞
㎞

参考分野における頻出専門単語(情 報工学分野)'

頻 度 用 語 頻 度 用 語

ω

59

58

57

57

56

56

55

53

53

52

52

51

48

47

47

46

46

妬

46

46

糾

43

43

43

43

43

41

41

41

40

40

39

39

38

38

38

38

38

38

37

communlca口on

imerfa㏄

㎜ge

methods

leaming

signal

・1nput

digital

pattern

computatlon

machine

base

memo「y

work

disロibuted

charac給ristics

simulation

personal

management

generaロon

elements

basic

solution

perfbmance

linear

dimensional

character

ohj㏄ 岱

line

f{)ml

level

9「oup

血ree-dimensional

space

口ansm1SSlon

frequency

element

dis血dbution

constructlon

condition

unit

-43一

37

37

36

35

35

35

35

34

M

34

鈎

鈎

33

33

33

33

32

32

32

32

32

32

30

30

30

30

30

30

30

29

29

29

⑳

29

29

29

29

29

29

28

28

㎝

⑭
巖

一
二
蹴

㎜⌒
鷲

㌘

㌫

㌧

一
語
ジ

卿輌
…
≧

鑑
㈱

斑



表4-2-9 参考分野における頻出専門単語(経 営管理及びマーケティング分野)

頻度 用語 頻度 用語 頻度 用語

06

05

83

23

06

01

8

6

1

0

9

8

・7

4

6

6

4

4

1

7

6

5

5

1

0

5

5

3

8

8

6

5

5

5

5

4

3

2

1

0

0

2

2

1

1

1

1

9

9

9

9

8

8

8

8

7

7

7

7

7

6

6

6

6

6

6

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

　㎞蝋

≧

雲

　

⊇

㌶

㎞
輌㌫

　

㎝

s

.

s

蜘

㌶

㌫
㌘

一
業

竃

鶯

鷲

麟
{⌒鶯

0

8

8

8

7

7

7

7

7

6

5

5

5

4

4

4

2

2

2

1

1

1

1

0

0

0

9

8

8

8

8

7

7

6

6

6

5

5

5

5

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

・3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

㌧

『セ　㎜㎝
f

㎞

㎞

　

晦
卿
鑑

㎞
鑑

蕊

ご

⊇
念

嶽

欝

㌫
驚

鷲

餌

餌

23

23

23

2

22

22

21

20

20

20

20

20

20

19

19

19

19

19

19

19

19

19

19

19

18
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表4-2-10

頻度 用語

20

31

11

99

46

45

32

恨

82

78

71

倒

59

52

43

38

36

34

34

μ

12

12

H

O7

03

00

8

4

2

2

2

9

8

6

5

5

4

4

2

1

1

8

4

4

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

9

9

9

9

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

　㎜

竃

{
竃

㎞

血

co

紅

由

由

W

m

画仙

㎝皿㎝

助

㏄

e

田

印

.w

卵

セ㎝m佗　爺e

　

t

⑩

w
羅

{
卿
《
㎞
⌒
聾

麗
≧

㎜
ご

血

㍗
三

蓋

参考分野における頻出専門単語(写 真及び光学技術分野)

頻度 用語 頻度 用 語

74

74

73

73

73

73

72

72

70

69

68

68

67

67

衡

66

倒

63

62

硯

Ω

61

ω

60

59

59

59

59

59

56

56

55

55

55

55

54

54

53

52

52

51

systems

phase

information

element

(B

cument

frequency

(mmera

layer

lmages

lightsource

control

wavelength

efficiency

semiconductorlaser

LD

noise

crystal

performance

function

communlca口on

distribution

switch

detection

wid由

reflection

P「ocess

highspeed

aCC肛acy

oscillation

amplifier

sensltlvlty

resolution

magne血C

TV

line

hologram

expenment

level

elements

panel

50

50

50

50

50

49

49

48

47

妬

46

妬

45

45

45

45

45

45

45

4

4

4

娼

43

43

42

42

41

41

40

40

40

39

39

39

39

39

39

38

38

38

operatlon

Uquid

interferometer

interference

eXCltatlon

mode

capaclty

index

materials

switching

reduction

polarized

x-「ay

pnntlng

polarizadon

modulation

digital

degr㏄es

comp田er

substrate

shape

pattem

analysis

el㏄ 加de

coefficient

scannlng

reactlon

lasers

ClrCUlt

model

gas

amplifiers

voltage

solid

module

m∬ror

integrated

constant

Video

血r㏄ 一dimensional

memo「y
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表4-2-11

頻度 用 語

　茄

79

40

93

51

ぽ

93

91

06

95

94

82

肌

80

ω

48

47

38

28

25

25

22

20

19

19

06

06

9

8

7

5

2

2

1

1

0

0

7

3

0

6

1

5

5

4

4

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

8

8

8

7

㎞
{欝

欝

≧

㌫

　
}㈱
難

聾

㎜
{
　
　
㌧

　
㌫

㎞

参考分野における頻出専門単語(冷 凍及び熱交換器分野)

頻度 用語 頻度 用語

嘱

万

73

72

72

71

70

臼

67

67

67

〃oo

衡

65

倒

63

硯

硯

61

・61

ω

59

57

56

55

54

54

53

53

53

52

52

51

51

51

51

51

50

49

49

48

に}
三

竃

㌘

⊇s-
吐

霊

㎞

輌

認

.蒜

㎞
9
・
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迦.㎜
.
㎝

蒜

緬
隠

隠

:

卿

限
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㏄ 　血

㎞

㎞

項

m

吻㏄

σ
◎

y

y

平鵬
㎞
㌫

蒜

ご

伽
{
⑭
三

47

47

妬

45

45

43

42

41

41

41

ω

⑩

39

39

38

38

38

38

38

38

37

37

37

36

36

36

35

鈎

鈎

33

33

32

32

31

31

⑳

⑳

⑳

⑳

28

SUPPly

cooled

melting

device

血 一condiUoning

phenomenon

coil

saving

consuMption

㏄iling

solid

installed

turbulen㏄

steam

vapor

1工ansporta口on

refrigerating

mlxture

materials

element

soludon

rethgeratOr

pipes

contact

combustor

C口culadon

conducdon

pumps

convectlve

sp「ay

flame

wave

optlmum

lnJ㏄tlon

exchangers

'pardcles

k-epsilon

channe1

城

transport

reduction
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表4-2-12

頻度 用語

1

6

8

9

8

6

5

4

4

4

3

2

1

1

1

1

0

0

0

9

9

9

8

7

7

5

5

4

4

4

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

8

7

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

㎞

⌒
凱

{
蜘
輌
三

欝

ご
眠。b

水
㎜
㈱
…
蒜

㎜
㌫

w
㎜

㎝

㎝

㎜

血

鷲

　㎞齢

蒜
芸

　㍗

d

輌

9・

㎝

惣

輌
③

㎝

参考分野における頻出専門単語(輸 送及び環境計画分野)

頻度 用 語 頻度 用 語

1

1

1

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

6

6

6

6

6

6

6

6

6

蹴
愁
竃

鷲

㎜
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鵠
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6

6

6

6

6

6

6

6

6

6
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5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4
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4.3電 子化辞 書 との照 合分析

本 調 査 研 究 にお い て入 手 した 電 子 化 辞 書 は 前 述 の と お り で あ る 。 そ こ で、 こ れ ら を 用 い

て 、 調 査 対 象 文 献 に現 わ れ た用 語 の和 訳 の 可 能 性 を 調 査 した。 実 際 に は 、「学 術 用 語 辞 書 」

お よ び 「JIS用 語 辞 書 」 を主 と して 用 い 、 これ を 補 う意 味 で 常 用 語 辞 書 との 突 合 せ も行

っ た 。 そ の 結 果 と して 、 これ ら辞 書 に 登 記 さ れ て い な い頻 出 用 語 の リス トを得 て 、 そ の原

因等 を検 討 した。 ま た、 既 登録 の 語 に つ い て は、 そ れ に対 す る和 訳 語 の 分 化 の 状 況 、 つ ま

り分 野 別 、 文 脈 別 の訳 し分 けの必 要 性 を 調 査 し た。

(1)既 存 電子化 辞書 での不突合 用 語

「学 術 用 語 辞 書 」 、 「JIS用 語 辞 書 」 と の突 合 せ の結 果 、 文 献 上頻 出 す る に も関 わ ら

ず 、 そ れ ら辞 書 に 未 登 記 で あ っ た用 語 は、<表4-3-1>の と お りで あ る。 エ レ ク トロ

ニ ク ス、 情 報 の分 野 で は 、 略語 お よび 化 学 記 号 が 頻 出 未登 録 語 と して現 わ れ て お り、 通常

の英 単 語 の形 の もの はsubthresholdの み で あ る。 一 方 、材 料 分 野 をみ る と、 略 語 、 記号 の

他 に 、英 単 語 も多 く現 わ れ てい る。 こ れ ら3分 野 は い ず れ も急 速 な進 歩 を遂 げ て い る 分 野

な の で あ る が 、 エ レ ク ト ロニ ク ス や 情 報 分 野 で は、 と くに新 た な 単語 を使 わ ず に 、既 成 用

語 の 組 合 せ で対 処 して お り、材 料 分 野 で は、 専 門 語 彙 に新 た に組 み入 れ られ る 単 語 が 多 い

とい っ た状 況 が 背 景 に あ る もの と考 え る こ と もで き る。 翻 訳 の 立 場 か ら は、 略 語 は そ の ま

ま で 通 用 す るの で 、 あ え て専 門 辞 書 へ の 登 録 を要 し な い と もい え るが 、 材 料 分 野 の例 にみ

られ る よう な新 出 の単 語 につ い て は 、 専 門 辞 書 の 頻 繁 な更 新 に よ って 、 これ ら の 翻 訳 を可

能 に してお く必 要 が あ ろ う。

(2)和 訳 語の分 野別分化 ・訳 し分 け

電 子 化 辞 書 に登 録 さ れ て い る 用 語 を 、 当 該 辞 書 の 訳 語 の 分 野 区 分 に注 目 して 、 分 野 ・文

脈 に 応 じた訳 し分 け の必 要 性 に つ い て 検 討 し た。 こ の 調 査 の た め に、<表4-3-2>の

よ う な和 訳 語 整 理 表 を各 用 語 に つ い て 作 成 し た。 こ の 整 理 表 を も と に、 適 用 分 野 の数 と和

訳 語 の種 類 数 を縦 横 両 軸 に とっ て、 用 語 数 を 集計 す る と、<表4-3-3>と く 表4-3

-2>の 和 訳 語 の 分 野 別 分 化 の 集 計 表 を得 る 。前 者 は学 術 用 語 の 分 野 区 分 に よ る もの で あ

り、 後 者 はJIS用 語 の 分 野 区 分 に よ る もの で あ る。

全 体 的 に は、1分 野 に の み 適 用 さ れ 、 か つ そ の和 訳 語 も1種 類 の み とい う 単 純 な 用 語 が 、

圧 倒 的 に多 い 。 しか し、 た とえ ば学 術 用語 辞 書 で の 集 計 で は 、12分 野 で学 術 用 語 と して

登 記 され て お り、和 訳 語 の種 類 と して は9種 あ る もの(CLASSIFICATION)、 分 野 数9

で和 訳 が15種 あ る もの(CHANNEL)と い っ た 特 異 な 事 例 も あ る。 同様 に 、JIS用 語

辞 書 で は 、11分 野 でJIS用 語 と し て規 定 され 、7種 の 和 訳 を持 つ もの(AGEING)な
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どが 特 異 事 例 で あ る 。 以 下 こ う した特 異 な用 語 の事 例 を、 「多 分 野 に適 用 され るが 、 同一

和 訳 語 が 用 い られ る例 」<表4-3-5>、 「多 分 野 に適 用 さ れ 、分 野 毎 の 訳 し分 け が行

わ れ る例 」<表4-3-6>、 「特 定 分 野 に 適 用 さ れ るが 、 分 野 内 で多 くの 訳 し分 け が行

わ れ る例 」<表4-3-7>に 分 け て掲 げ る。

と もあ れ 、分 野 別 で の 訳 し分 け は 、 先 端 科 学 技術 文 献 の 翻 訳 に あ た っ て、 強 く望 ま れ る

と こ ろ で あ るか ら、 辞 書 に お け る適 用 分 野 別 の訳 語 の 充 実 は重 要 な条 件 で あ り、 同時 に機

械 翻 訳 シ ス テ ムの 方 で も、 こ う した適 用 分 野 別 訳 語 へ の 適 確 な対 応 処 理 が さ ら に研 究 され

るべ きで あ ろ う。
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表4-3-1 電子 化 辞 書 未 登 録 の頻 出専 門単 語

材料 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 情 報

Sic 232 doping 123 ISDN 139

Si3N4 193 GaAs 108 high-speed 125

・
ceram1C 184、 si 81 LAN 77

.

composlte 184 doped 75 TV 74

dens近cation 123 ㎜ 68 GHz 70

sintered 101 Sio2 61

Al203 101 MOSFET 56

Si 80 subthreshold 55

tensile 78

Al 77

BaTio3 76

CsI 64

flexural 61

interfacial 61

..

contalnlng 60

indenter 59 一

・
comp「esslve 54

spectra 53

AE 53
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表4-3-2 和 訳語整理 表 の例

chart 圏
JIS用 語 分類

ー

㎝
」
ー

訳 な し

Genera1

32004165DIC

訳なし

㎜GENE

32004166DIC

記録紙

言則

31008836DIC

海図

造船船体

31008837DIC

学術用語分類

チ ャ ー ト

械

33020482DIC

チ ャー ト紙

自動車

31008838DIC

記録紙 線図 海図 チ ャー ト

計測 計測 船舶 船舶

33020483DIC 33020484DIC 33020485DIC 33020486DIC

図

理

33020487DIC

図 図紙

物理 物理

33020488DIC 33020489DIC

理

33020490DIC

図

33020491DIC

記録紙 図 図表

地震 地震 地震

33020492DIC 33020493DIC 33020494DIC

海図

天

33020495DIC

星図

天

33020496DIC

記録紙

電気

33020497DIC

海図

海洋

33020479DIC

チ ャー ト

ヒ

33020480DIC

線図

機械

33020481DIC



一

日

ー

表4-3-3 和訳語の分野別分化の集計表(学 術用語辞書 の分野区分 による)

(調査対象5,330語)

適用

訳語 野

の数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

1 4,080 359 125 49 11 11 3 1 3

2 211 203 63 17 10 3 2 5 1

3 14 30 30 16 11 9 1 4

4 6 3 3 9 6 3 2 1

5 2 1 5 3 1

6 1 1 1 1

7 1 1 1

8 1 1

9 1 1

10 1

11

12 1

13

14

15 1

16



ー

㎝
ω
ー

表4-3-4 和訳語の分野別分化の集計表(JIS用 語辞書の分野区分 による)

(調査対象3,095語)

適用

訳語

の数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

1 2,565 129 22 2 3

2 158 95 19 4 3 1 1

3 15 11 22 7 4 1 1 1

4 2 3 1 7 5 1 2 1

5 2 1 1

6 1 1

7 1 1 1

8

9

10

11

12

13 1

14

15

16



表4-3-5 多 分 野 に適 用 され る が 同 一和 訳 語 が用 い られ る例

anode

匿ヨ圏
JIS用 語分類

アノー ド ア ノー ド 艦橋

電子管 エネ管理 電子管

陽極 陽極(ア ノー ド) 陽極(コ ンデ ンサの)

アル ミ 医放射線 電子受動

.

め っ

学術用語分類

アノー ド ア ノー ド(電 池 ・腐 食)

電気 化学

anemometer

間圏

－

JIS用 語分類

学術用語分類

風速計

農学気象
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表4-3-5

anlsotropy

多 分 野 に適 用 され るが 同一和 訳 語 が 用 い られ る例(続 き)

匿ヨ日1
JIS用 語分 類

学術用語分類

characteristic curve

ピヨ質
JIS用 語分 類

基礎曲線

分析化学

特性曲線(写 真感光材料の)

グラフィ

ン

学術用語分類

特性曲線 (微分方程式の〉

数学
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表4-3-6

classification

多 分 野 に適 用 され、 分 野 ご との 訳 し分 けが行 わ れ る例(続 き)

巴屑
JIS用 語分 類

ケ

'

分級 分類

や金 ドキ ュ

学術用語分類

channel

仕訳(貨車の)

土木

芒ヨ巴

船級(船舶)

機械

分類

図書館

分類体系

図書館

川S用語分類

(縁海)チ ヤ(ン)ネル

医放射線

デー タ伝送路 (線 源)導 管

情報処理 医放射線

1

学術用語分類

水路 着水路(水上飛行場) チ ャネル チ ャネル
、

チ ャネル

機械 航空 原子力 電気 機械

チャネル材 チャ ンネル 通信路 通話路 通話路(電 話)

機械 物理 電気 電気 物理

溝(み そう ミゾ形鋼 みぞ形材 ミゾ形材 流路

機械 土木 船舶 土木 、 機械
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表4-3-6 多分 野 に適 用 され、 分 野 ご との訳 し分 け が行 わ れ る例

accumulator

ピヨ図
川S用語分類

ア キ ュー ム レ一 夕 ア キ ュム レー タ ア キ ュム レー タ ア キ ュ ム レ ー タ ア キ ュ ム レー タ

製織機械 シ ヨペル プレス ポンプ 油圧空圧

アキ ュム レー タ アキ ュム レー タ 圧縮空気 タンク 蓄圧器 蓄圧式

航空油圧 情報処理 水車 油圧空圧 内燃機関

学術用語分類

アキュムレー タ アキ ュム レー タ ア キ ュ ム レ ー タ ー

船舶 機械 化学

agelng

ピヨ圏
JIS用 語分類

エージ ング エー ジング エージ ング 枯 ら し 時効

繊維染色 紙パルプ 照明 加工記号 加]二記 号

時効 時効 熟成 臨極酸化皮膜の熟成 養生

圧力容器 鉄鋼 せっこう アル ミ 耐火物

学術用語分類

エージ ング エー ジング(電 子管 ・ラ ンプ

化学 電気

ねか し(窯)

化学
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表4-3-6

anlsotropy

多 分 野 に適 用 され 、 分 野 ご との訳 し分 けが 行 わ れ る例(続 き)

芒ヨ図
JIS用 語分 類

一

フ

学術用語分類

異方性

地産

ピヨ巴
claSS

JIS用 語分類

学術用語分類

鋼(分類の) 鋼(分 類の) 集合

農学 植物 論理

類 類 煩(分類上の)

数学 分光 図書館

、
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表4-3-7

chlorosis

少 数 .分野 に 適 用 され 、 多 く訳 仕 分 け が 行 わ れ る例

匿ヨ質
JIS用 語分 類

学術用語分類

ク 口口シス

農学

chemicalcontrol

ピヨ質
JIS用 語分 類

学術用語分類

科学的防除

植物
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表4-3-7 少 数 分 野 に適 用 され ・ 多 く訳仕 分 け が行 わ れ る例(続 き)

apPliancegovernor

ピヨ圏
JIS用 語分 類

器具ガパナ(減 圧装置、 ガ:

燃焼

学術用語分類

apPlianceregulator

圏 圏
JIS用 語分類

学術用語分類
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4.4同 時出現 頻度分析

(1)は じめ に

先 端 的 な 科 学 技 術 分 野 で はそ の 急 速 な発 展 に伴 っ て 、 どん ど ん新 しい術 語 が 作 られ て い

る の が 現 状 で あ る 。 そ の な かで新 しい 単 語 が作 られ る 場 合 も多 い が 、 そ れ に も増 し て多 く

み ら れ るの が 、2語 以 上 か ら な る複 合 語 の 新 造 で あ る。 こ の よ う な複 合 語 と して は、 ま ず

第 一 に核 とな る 語(た と え ば、system)に 、 形容 詞 的 に 修 飾 す る 語 が 付 加 した もの

(distributedsystemな ど)が あ げ られ る。 ま た 第二 に 、 最 近 の英 語 に よ くみ られ る よ う

に、 名 詞 の 羅 列(datacommunicationsystemな ど)に 過 ぎな い もの も多 く見 ら れ る。 こ

の よ う な複 合 語 は 、和 訳 さ れ る場 合 に は 漢 字 の 羅列 に な っ た り、和 訳 が 定 着 しな い 間 は カ

タ カ ナ を用 い た り して い る 。

こ れ らの 複 合 語 あ る い は 句 は そ の専 門 分 野 で の新 しい考 え 方 を象 徴 す る ジ ャー ゴ ンで あ

り、 文 章 を 翻 訳 す る上 で キ ー とな る場 合 が多 い 。 専 門 家 の 間 で は ホ ッ トな話 題 で あ る が た

め に 、 翻 訳 時 に こ れ に対 し適 切 な 訳 語 を 選択 で きなか った場 合 に は、 専 門家 に と っ て 意 味

の と りに くい 奇 妙 な翻 訳 に な っ て しまっ た り、 初 歩 的 な知 識不 足 と し て失 笑 を買 う例 が多

いo

逆 に、 こ の よ う な句 を翻 訳 の初 期 段 階 に摘 出 す る こ とが で き れ ば 、 処 理 量 が少 な くで き

る可 能 性 が あ る ば か りか 、 そ の翻 訳 結 果 も きれ い に な る と期 待 され る 。

本 プ ロ ジ ェ ク トの な か で も、複 合 語 の 専 門用 語 の抽 出 が 重 要 な位 置 づ け に あ る。 本 節 で

は 、 こ の プ ロ ジ ェ ク トの 最 初 の試 み と して行 っ た、 二 つ の 単 語 の対 の 出現 頻 度 分 析 につ い

て の べ る。

(2)処 理 の概 要

複 合 語 の 出 現 を分 析 す る 端 緒 と して、 今 年度 は 同一 文 内 で の 用 語 の 同 時 出 現 頻 度 を調 べ

る こ と に し た。 そ の処 理 フ ロー は く 図4-4-1>に 示 す 通 りで あ る 。

ま ず 言 葉 の定 義 を行 な う 。 「重 要 語」 とは、 た とえ ばsystemの よ う に、 複 合 語 の 中核

とな っ て句 を構 成 す る語 の こ と を 意 味 す る。本 節 で述 べ る処 理 で は 、 外 部 か ら 「重 要語 」

を与 え てや り、 こ の 語 と一 緒 に よ く使 わ れ る他 の語 を効 果 的 に探 す 手 法 に つ い て 述 べ る こ

と に な る。

今 まで に 論 じて きた よ う に、 各 専 門分 野 ご と に文書 中 に出現 す る 単 語 の頻 度 分 析 を行 う

こ と に よ っ て 、 当 該分 野 で 用 語 と して重 要 な語 を抽 出 す る こ と は そ れ ほ どむ ず か しい こ と

で は な く、 本 プ ロ ジ ェ ク トに お い て も こ の こと はす で に実証 済 で あ る 。

こ の 重 要 語 を キ ー と して 、 こ れ を含 む 文 の な か に同 時 に出現 す る他 の語 と の 間 で 単語 対

を作 り、 こ の対 の 頻 度 を分 析 す る こ とに よ り、 専 門複 合 語 を効 果 的 に 抽 出 し よ う とす るの
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が こ の節 で 述 べ る 手 法 の 主 眼 で あ る。

処 理 の流 れ を く 図4-4-1>の 上 か ら順 に 説 明 す る 。 まず 、分 野 ご との テ キ ス トには

前 処 理 を ほ ど こ し、文 単位 に分 解 してお く。 ま た 同 時 に大 文 字 小 文字 の 区 別 を な く して お

く(す べ て小 文 字 にす る)。

一 般 に
、 重 要 語 は複 数与 え られ る こ と に な る が 、 処 理 の流 れ の説 明 の た め に 、 こ こで は

一 つ だ け与 え られ た と して 説 明 す る
。 ま ず 、与 え られ た 重 要 語Xに 対 し、 こ れ を含 む 文 だ

け を摘 出す る。 次 に 、 この 文 の 中 の各 単 語 につ い て 、 重複 を除 く。 た とえ ば 文 中 の 語 をA

とす る時 、 同一 文 中 に二 つ 以 上 のAと い う語 が 出 現 して も、 一 つ と数 え るの で あ る 。 さ て 、

次'に 重要 語 に対 して 文 中 の 語 に対 し、

[重 要 語(X),文 中 の語(A)]

とい う対 を 作 成 す る。 この と き、XとAは 同 じ文 中 の異 な る語 で あ る。 た と え ば 、異 な り

語10語 か らな る 文 の 中 の 単語 の 一 つ が 重 要 語Xの 場 合 、他 の9個 の 語 に対 し9の 語 対 が作 ら

れ る 。

こ こ で 、 一 つ の文 中 に重 要 語 が ふ たつ存 在 す る 場 合 に は 、 重 要 語 ど う しの対 は 一 つ しか作

られ な い。 た とえ ば 、異 な り語10語 か ら な る 文 に重 要 語XとYの2語 が 含 まれ て い る 場 合 、

aを 非 重 要語 と して 、

[X,a]8種

[Y,a]8種

[X,Y】1種

の計17の 対 が 作 ら れ る。(後 述 す る処 理 結 果 の な か で は 、XとYの 対 に関 し て は 、XとYの

うち ソー ト順 で若 い 単語 が 左 にな る よ う な対 の み が 生 成 され る)

こ れ は、 一 つ の 重 要語Xに の み注 目 して 集 計 す る場 合 には 、 上例 で は9種 の 対([X,a]と

[x,Y])を 作 る のが 妥 当 と考 え られ る。集 計結 果 の 多 目 的利 用 を配慮 し てい る こ とか らこの

よ う な方 針 とな っ た。 す な わ ち 、 た くさ んの 重 要 語 に つ い ての リス トを あ ら か じめ 作 っ て

お い て、 注 目 した い重 要語 に関 す る集 計 を取 り た い場 合 な どの 個 別 要 求 に容 易 に対 応 で き

る よ うにす る た め で あ る。

重 要 語 が 名 詞 の 場 合 には 、 文 章 中 で は 単 数 で も複 数 で も現 れ る こ と に な る 。 そ こ で重 要

語 の 探 索 は 単 数 で も複 数 で も同 時 に行 う こ とに した 。 そ して、 出 現 頻 度 の 統 計 処 理 をす る

場 合 に は 、 単 数 と複 数 の相 違 を吸 収 し、 同 一 語 と して 計 数 す る 方針 を 採 っ た 。

以 上 の よ う に、 単 数複 数 の相 違 を吸 収 し、 語 対 を作 成 した あ とで 、 不 要 語 の 除 去 を行 う。

まず 、 い わ ゆ る ス トッ プ ワ ー ドを含 む対 を取 り除 くわ け で あ る 。 この ス トッ プ ワ ー ドの リ
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ス トに は 、aやtheな ど の冠 詞 や 前 置 詞 な どが 含 まれ て い る 。 この 処 理 を 前 の 段 階 で行 な わ

な か っ た理 由 は、 ス トッ プ ワー ドを一 概 に決 め て しま う こ とが で きな い か ら で あ る 。 例 え

ば、 情 報 処 理 分 野 に は 、 「AND回 路 」 な ど とい う 用 語 が あ る。 し た が っ て、処 理 の始 め

の 段 階 でANDは ス トッ プ ワ ー ドで あ る か ら、 と の理 由 で 除 去 して し ま うの は得 策 で は な

い。 語 対 リ ス トの 多 目的利 用 の た め に は 、 ここ で も ま た、 ベ ー ス とな る リス トに は な る べ

く多 様 な語 対 を含 ま せ てお く とい う方 針 が 取 ら れ てい る。

一 方 、数 字 だ け か ら な る 語 な ど、 処 理 中 に ど う して も発 生 し て しま う もの が あ る 。 この

よ う に 明 ら か に ゴ ミ と判 断 で きる 語 を含 む 対 を 取 り除 く処 理 も こ こで 行 な っ て い る 。 これ

は全 体 の処 理 の 流 れ を簡 単 にす る た め に 採 っ た 策 で あ り、本 来 は な る べ くは じめ の 段 階 で

行 な うべ き もの で あ ろ う。.

こ う して 作 られ た語 対 を ソー ト し、 対 ご との 出 現 数 を最 終 的 に カ ウ ン トす る こ と にな る 。

(3)処 理結 果

材 料 、 エ レク トロ ニ ク ス 、 情 報 の3分 野 で行 っ た結 果 の 計 数 の概 要 を く 表4-4-1>

の(1)か ら(3)に 示 す 。 対 象 と な る英 語 文 書 の 規 模(単 語 数)、 ス トップ ワー ド数(3分 野 で共

通 の リス トを使 用)、 重 要 語 数 を上 側 に示 し、 そ の 下 に結 果 の 計 数 を示 した 。 「重 要 を含 .

む 同 時 出現 語対 の 総 数」 と は、 同 じパ タ ー ンの 対 の 出 現 を重 複 して数 え て い る もの で あ る 。

一 方
、 「語 対 の 異 な り数 」 とは、 同 じ対 のパ タ ー ン ご と に集 計 した も の で あ る。1回 しか

出 現 しな い 語対 は 、 あ ま り意 味 の な い も の と考 え られ る。 この 数 を最 下 に示 した。2回 以

上 の もの の 数 字 は 参 考 ま で に示 し た もの で あ る 。

<表4-4-、2>は3分 野 で 共 通 に使 用 した ス トッ プ ワー ドの リス トの 冒 頭 部 分 を示 し

た も の で あ る。3分 野 の 重 要 語 の リス トは、 表4-2-1を 参 照 さ れ た い。

ま た 、<表4-4-3>は 、 情 報 分 野 で20回 以 上 出現 した語 対 を、 与 え た124語 の 重 要

語 ご と に頻 度 順 で 並 べ た もの の 冒 頭 部 分 で あ る 。 この 表 で は、 語 頭 に*を 付 け る こ とに よ

っ て 重 要 語 で あ る こ と を表 してい る。

一 方
、<表4-4-4>は 重 要 語 ご と に分類 しない 場 合 の 頻 度 順 に よる リ ス トの 先 頭 部

分 で あ る 。

(4)考 察

以 上 に述 べ て き た手 法 の 有効 性 につ い て検 討 してい きた い 。 こ こ で は、3分 野 の うち 、

情 報 の 例 を 取 り上 げ て や や 詳細 に検 討 す る。

<図4-4-2>は 語対 の頻 度 の 分 布 を プ ロ ッ トし た一例 で あ る。 こ れ は 異 な り数 を計

数 し た もの で 、1回 しか 出 現 しな い もの か ら何 十 回 も 出 現 す る もの ま で の頻 度 の 変 化 を直

観 的 に汲 み 取 る た め に作 っ てみ た もの で あ る。 一 方 、 これ を表 に した もの が く 表4-4一
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5>で あ る 。 この 表 の真 中 の欄 「語 対 の 数(異 な り)」 が く 図4-4-2>に 対 応 して い る。

<図4-4-2>か ら、 頻 度 の 少 な い ものの 出 現 が 圧 倒 的 に 多 く、 頻 度 の 高 い も の の 出

現 だ け を選 べ ば、 候 補 の数 を容 易 に絞 る こ とが で きる こ と を示 して い る。 一 方 、 こ れ を く

表4-4-4>で 具 体 的 に見 て い くと、 頻 度 の 高 い順 に並 べ て 、 上 か ら見 て い け ば 、 そ の

中 に 有 力 な候 補 が 容 易 に見 つ か る こ と を 示 して い る。 ま た、 特 定 の 重 要 語 の 使 わ れ 方 を見

たい 場 合 に は、 表4-4-3の よ うな ソ ー トが 有 効 で あ る と考 え られ る。 こ れ らの 結 果 か

ら、 複 合 語 の 選 択 は、 頻 度 の多 い 順 に並 べ て、 そ の後 専 門 家 に よ る チ ェ ック を行 な うこ と

に よ り、極 め て容 易 に複 合 語 の候 補 を選 択 す る こ とが で き る と い え よ う。 す な わ ち 、本 節

で 述 べ た手 法 は基 本 的 に用 語 選 択 に有 効 で あ る とい う こ とが で きる。 ま た、 この 二 つ の 表

か ら は、 重 要 語 ど う しの組 み合 わ せ が 多 い こ とが 指 摘 され る。 す な わ ち、 単 純 頻 度 分 布 に

よ っ て、 特 定分 野 で よ く使 わ れ る 語 を選 ぶ と、 こ れ ら の 間 で の 組 合 せ の 同時 出現 確 率 が 高

い とい うこ とが 推 察 さ れ る 。 これ は 、 複 合 語 選 定 を行 な う範 囲 を限 定 す る の に も有 効 な手

段 と な ろ う 。 ま た 、 当然 の こ とな が ら、2語 の 同時 出 現 を調 べ る こ と に よ り、3語 以 上 の

語 か らな る複 合 語 の 選 択 に も利 用 で き る 。

・一 方 、 ス トップ ワ ー ドの 選択 に考 慮 す べ き点 が 多 い こ とが 問 題 点 と して指 摘 で き る。 特

に、 科 学 技 術 論 文 で よ く使 う語 法 を どの よ うに 扱 うか も問題 で あ る。 た とえ ば 、based、

conventionalな ど の使 い 方 で あ る。 こ れ らは ス トッ プ ワー ド と して 取 り除 き た い 場 合 と、

複 合 語 の構 成 要 素 と して残 して お き たい 場 合 が 相 半 ば す る よ う な単 語 で あ る 。 ス ト ップ ワ

ー ドを さ ら に広 範 囲 に考 え る と
、 一般 語 の取 り扱 い の 問題 に な る。 例 え ば 、largescale

integrationの よ うな複 合 語 も あ る。 つ ま りい たず ら に形 容 詞 の"largeを 取 り除 く こ とは

で き ない 場 合 の 典 型 で あ る 。

こ の よ う な場 合 に も、本 手法 の 有 効 性 は 、integrationと の 同 時 出 現 を み る こ と に よ り

scaleと の 組 合 せ が 多 い こ とが判 明 し、 そ の結 果 、 専 門 家 の チ ェ ック に よ り1arge

scaleintegrationが 選 択 さ れ る とい う順 に選 択 過 程 を 進 め てい く こ とが 可 能 で あ り、 次 善

の 方 策 に な っ てい る とい う こ と も で き よ う。

一 層 積 極 的 ま た 現 実 的 に は、既 存 の 複 合 語 辞 書 の な か にあ る 既 定 の 複 合 語 をあ ら か じめ

除外 す る な どの ふ る い操 作 をか け て や る こ とに よ り、 さ ら に候 補 数 を 削 減 す る こ と もで き

る。 系 統 的 、段 階 的 な用 語 選定 手 順 の 策 定 を図 る こ と が肝 要 で あ っ て 、 この よ う な 手 順 に

よ っ て、 選 択 作 業 が 大 幅 に簡 略 化 で き、 軽 負 荷 にす る こ とが 可 能 で あ る と期 待 さ れ る。 今

後 の 検 討事 項 と し て は 、 ま ず 同一 文 とい う区切 りの 中 で の 同 時 出 現 か ら、 フ レー ズ 内 で の

同 時 出 現 を 考 え る よ うに す べ きで あ ろ う 。 こ の よ う に す る こ と で、 計 数 す べ き対 の数 を

大 き く減 ら す こ とが で きる と期 待 され る 。 た だ し、 フ レー ズ の 区 切 りを どの よ うに す る か

につ い て は検 討 の 余 地 が大 きい。 そ の た め の有 効 な手 法 の 開 発 が 必 要 で あ ろ う。 ま た、 今

回 は 単 数 、 複 数 の 扱 い を便 宜 的 に 行 な っ て い た が 、今 後 は辞 書 を整 備 して統 一 的 に 行 う こ

とが 望 まれ る。
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専門分 野別 文献 テキス ト

↓

文、単位 に分解

↓

重要語を含む文のみ抽出→

↓

重 要語 に対 して同一文内の各語 を対 にす る

↓

不 要語の対 を除去

↓

出現頻度 数分析

図4-4-1同 時 出 現 頻 度 の 分 析 処 理
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表4-4-1(1)材 料 分野 の同時出現頻度数分析結果

兀 のテキス トフ ァイル

重 要語数

STOPワ ー ド尊

重要語を含む

同時出現語対の総数

語対の異な り数

2回 以上出現する語対の総数

2回 以上出現する語対の異な り数

158,109吾 吾

168語

283語

170,410ヌ 寸

85,454ヌ 寸

113,338対

28β82文 寸

表4-4-1(2)エ レク トロニ クス分 野 の同 時 出現 頻 度 数分 析 結 果

兀 のテ キス トフ ァイ ル

重要語数

重要語を含む

同時出現語対の総数

語対 の異な り数

2回 以上出現する語対の総数

2回 以上出現する語対の異な り数

(一回 しか出現 しない語数)

161,241語

127語

194,831ヌ 寸

91,560ヌ 寸

134,900ヌ 寸

31,629ヌ 寸

59,931S寸

表4-4-1(3)情 報分 野の同時出現頻度数分析結 果

兀 のテキス トフ ァイル

重要語数

STOPワ ー ド.

重要語を含む

同時出現語対の総数

語対の異な り数

2回 以上出現する語対の総数

2回 以上出現する語対の異な り数

(一 回 しか出現 しない語数)

216,276言 替

124語

283語

232,378ヌ 寸

103,140ヌ 寸

167,414ヌ 寸

38,176ヌt

59,931ヌ 寸
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表4-4-2 ス トップ ワー ド(一 部)

acrOSS

affect

after

agalnst

allow

allOWS

almost

along

already

alSO

am

among

and

another

any

anybody

anyone

apProximately

鵬

around

as

at

be

b㏄ause

before

behind

being

belong

beside

between

both

but

by

can

cannot

oentral

closely
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表4-4-5語 対 の 出 現 頻 度 分 布

出現頻度 語対 の数 対の総数

1回 64,964 232,378

2回 17,571 35,142

3回 7,437 22,311

4回 3,915 15,660

5回
2,349 11,745

6回 1,534 9,204

7回
1,067 7,469

8回
829 6,632

9回
600 5,400

10回
455 4,550

11回
322 3,652

12回
243
'

2,916

13回
245 3,185

14回
168. 2,352

15回
150 2,250

16回
131 2,096

17回
106 1,802

18回
78 1,404

19回 81 1,539

20～24回
614(平 均)

25～29回
34.8(平 均)

30～34回
15.4(平 均)

35～39回
12.8(平 均)

40回 以上
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4.5出 現頻度 の時系列 変動分 析

科 学 技 術 の各 分 野 は 、 程 度 の 差 こそ あ れ 、 日進 月 歩 の発 展 を遂 げ て い る。 こ れ は 、 い い

か え れ ば 、 科 学 技 術 各分 野 にお け る当 面 の 課 題 、 ホ ッ トな トピ ッ クが 逐 次 的 に入 れ替 わ っ

て ゆ くとい う こ と で もあ る が 、 主題 の こ う し た時代 的 推 移 は、 各 時期 の 論 文 に現 わ れ る語

彙 の 推 移 と して も観 察 さ れ る は ず で あ る。 こ の よ う な専 門 用 語 の 「は や り ・廃 り」 現 象 の

把 握 には 、 使 用 語 彙 の か な り長 期 間 に亙 る 集積 が 必 要 で あ る。

そ こで 、 本 調 査 研 究 で は 、米 国 光 学 会 の 累積 索 引 誌"OpticsIndexttに 収 載 され た論 文 標

題 中 の用 語 の使 用 頻 度 の 時 系 列 的 変 動 を、1975年 ～1989年 の15年 間 を5年 ず つ

の3期 に分 け て 、 統 計 す る こ と に した 。 これ は 、 こ の研 究 分 野 で 最 も権 威 あ る 雑 誌 に掲 載

さ れ た論 文 の標 題 の用 語 を調 査 対 象 に す る こ と に な り、斯 界 の 中 心 テ ー マ の 時 期 的 な 推 移

を効 果 的 に 反 映 した統 計 が 、得 られ る もの と考 え られ る(な お、 第1期(1975～19

79)に つ い て は 、 累積 索 引 誌 に依 らず 、 原 学 会 誌 で あ る"AppliedOpticsttと"Journalof

theOpticalSocietyofAmerica"各 号 の 目次 か ら、 直接 論 文 標 題 を 入 力 し て 、調 査 対 象 と

した)。

(1)専 門用語 の期別 出現 頻度統 計

第1期(1975～79)、 第2期(1980～85)、 第3期(1985～89)の

3期 各 々 に お け る 頻 出 用 語 は 、<表4-5-1>に 掲 げ る と お りで あ っ た 。

(2)時 系 列変動 分析

前 掲 表 に み られ る各 用 語 につ い て 、 各 期 に お け る 頻 度 順 位 の 推 移 を ト レー ス す る こ とに

よ り、 この15年 間 に お い て、 次 第 に 、 あ る い は急 速 に使 用 率 の 高 ま っ て きた もの、 逆 に

あ ま り使 わ れ な く な っ て きた も の な ど 、 使 用 度 合 変 動 のパ ター ン を描 く こ とが で きる 。3

期 の 区分 で 統 計 し て い るの で、 原 則 的 に は 、

1)3期 と もほ ぼ 同一 の 頻度 順 位 を 維 持 して い る用 語(定 常 型)、

2)第1期 か ら2期 、3期 と次 第 に順 位 を上 げ て い る もの(増 加 型)、

3)そ の 逆 に順 位 を下 げ て き て い る も の(減 少 型)、

4)第1期 か ら2期 へ と順 位 を 上 げ た 後 、3期 で は 再 び順 位 を下 げ て い る もの(山 型)、

5)こ の 逆 に第1期 か ら2期 へ の 落 込 み を3期 で 回 復 して い る もの(谷 型)、

とい っ た変 動 パ タ ー ンが想 定 され る。

そ こ で、 前 表 か ら上 述 の よ う な5種 類 の 順 位 変 動 パ ター ン に合 致 す る とみ ら れ る用 語 の

例 を 抜 きだ して、 リス ト した も の が く 表4-5-2>で あ る。 こ う した 変 動 の 実 態 的 な意

味 解 釈 につ い て は 、 光 学 分 野専 門 家 に よ る 、 光 学 研 究 の こ こ15年 間 の 歩 み を 背 景 と した
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期(1975-1979)

用 語 頻 度 数
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laser
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infrared
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light

scattenng

fiber

effects

waveguides

atmospheric

beam
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lens
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apPlications
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0
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0
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0
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9
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表4-5-1専 門 用 語 の 期 別 出 現 頻 度 統 計(続 き)

第1期(1975-1979)第2期(1980-84)第3期(1985-89)

用 語 頻 度 数 用 語 頻 度 数 用 語 頻 度 数

mode

detection

crystalS

source

Fourier

data'

color

refractive

University

temperature

mlrrors

Raman

Reported

spatial

ene「gy

holograms

filter

fUnction

polarizaUon

propagatlon

ultraviolet

dist亘bution

holography

interferometer

particle

field

spectra

device

wavelength

pulse

profile

tranSm1SSIOn

lines

spectrum

pattems

thin

atmosphere

dielectric

X-「ay

i・t・g・ated
.

plasma

麹

㌶

霧

翼

翼

㌶

粥

認

識

㌃

皿
霧

㌶

別
業

課

霊

念

禦

㌶

捌
き

sp㏄kle

filter

function

interferometer

polarization

nonlinear

devi㏄

spectra

Udar

diffraction

spatial

P「ocesslng

source

sp㏄tral

temperature

aerosol

determina口on

color

data

tranSm1SSIOn

index

thin

distribution

line

丘equency

crystalS

interferometry

materialS

elements

reflection

pattem

aberration

propagatlon

佗mote

signal

mode

馳i
ntensity

characteristics

91ass

m1×1ng

Fourier
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鴛

霊

㌶

⑩
獅
型

魏

㌶

㌶

霧

翌

拠
獅
魏

㌶

㌶

犯
欝

霧

叢

幾

㌃

㌶

modulation

semiconductor

interferometer

sensor

mlxmg

modulator

model

a「「ay

tranSmlSSIOn

propagaロon

diode

function

design

waveleng也

photorefractive

radiation

temperature

fiber-optic

(liffraction

sp㏄tral

coupler

index

noise

atmospheric

wave

hne

source

mlrror

interferometry

thin

P「ocesslng

coupling

X'「ay
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stmcture

dynamic

materialS

media

91ass

fluorescence

characteristics
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0
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0
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9
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3

0
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3

2

8

4

4

3

2

1

0

0

9

8

8

8

7

6

6

6

4

3

3

0

9

8

8

7

6

6

6

5

4

3

3

3

2

2

2

1

1

1

0

0

0

9

7

7

7

7

7

7

7
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6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

5

5
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5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5
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表4-5

第1

用 語

telescope

resolution

remote

coatlngS

gas

model

aperture

Information

powe「

glaSS

communlcatton

detector

stlcture

transform

water

reflection

characteristics

CO2

coefficients

tunable

Symposium

lidar

liquid

pe㎡formance

visual

objects

vapo「

frequency

measunng

display

nonlinear
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㏄u

m㏄ ロng

Vision
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signal
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Elecピonic

a「「ay

－1
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頻 度 数
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の期 別 出現 頻 度 統 計(続 き)

第2期(1980-84)

頻 度 数

286

285

284

283

276

275

275

274

274

269

266

265

262

257

256

256

255

253

252

245

244

242

240

238

235

233

232

229

229

228

228

226

226

226

223

222

222

222

221

220

216

第3期(1985-89)

用 語

liquid

refl㏄tion

signal

quantum

dye・

resonator

spectra

lntenslty

pattem

ring

tunable

speckle

lidar

f()ur-wave

dielectric

integrated

multiple

powe「

dispersion

COrrelatiOn

waves

scannlng

interferometric

based

elements

profiles

solution

medium

detector

deterrnination

particle

transform

distribution

heterodyne

picosecond

single

holograms

digitaI

stimulated

expenment

Experimental

頻度数

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

9

7

4

0

8

8

8

7

6

5

3

3

2

1

9

3

3

2

0

8

8

3

2

1

0

9

9

8

5

5

3

2

0

9

7

7

6

5

5

3

3

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

9

9

9

9

9

9

8

8

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

0

4

2

1

8

7

7

4

2

1

9

8

2

6

6

6

5

3

3

1

6

3

5

5

5

8

7

6

4

2

9

6

6

5

2

2

1

0

9

7

9

9

7

7

7

6

6

6

6

5

5

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

1

1

0

0

0

9

9

9

9

9

8

8

8

8

8

8

8

8

7

7

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3



詳 細 な分 析 を待 つ 必 要 が あ るが 、 と も あ れ 、 相 当 な順 位 の 変 動 が 観 察 さ れ る こ とは確 か で

あ る 。

新 語 の 出 現 とい っ た、 い わば 「質 的 変 動 」 の み な らず 、 こ こ に み られ る よ う な使 用 頻 度

の変 化 とい う 「量 的 変動 」 も、 辞 書 の 維 持 管 理 に と っ て は 重 要 な 事 象 と考 え る 必 要 が あ ろ

う。 この場 合 、英 文 単語 と して は従 来 か ら常 用 語 と して従 来 か ら用 い ら れ て お り、 従 っ て

常 用 語 と して の 一 応 の和 訳 が与 え られ て い る 語 で あ っ て も、 に わ か に専 門用 語 と して の用

法 が 現 れ 、 こ れ に対 して は 、常 用 語訳 と は別 種 の訳 語 を当 て な け れ ば な らな い とい っ た事

例 も多 い と考 え ら れ るか らで あ る 。 こ の よ う な と き 、 昨今 で は、 漢 訳 造 語 が考 案 さ れ る こ

とは 少 な く、 多 く の場 合 、 単 に 原 語 の カ タ カ ナ で の 読 み 下 しに な ろ うが 、 そ れ に して も、

専 門 辞 書 側 の 対 応 は必 要 にな る わ け で あ る。 従 っ て 、 こ こ で の 使 用頻 度 の 時 系 列 調査 は、

使 用 頻 度 の 経 常 的 な監 視 が 、専 門辞 書 の維 持 管 理 に と って 重 要 で あ る と い う点 につ い て、

具 体 的 事 例 を与 え る もの と み る こ とが で き るで あ ろ う。

表4-5-2時 系 列 変 動 分 析 パ タ ー ン 別 用 語 例

変動パ ター ン 用語の例(第1期 順位、第2期 順位、第3期 順位)

定常型
opUca1(1,1,1)laser(2,2,2)

s曲ce(16,15,15)

増加型
fiber(11,4,3)nonlinear(113,47,14)

anay(123,112,49)

減少型
radiation(20,27,57)opdcs(5,14,37)

atmospheric(14,26,65)

山 型
scaロering(10,6,8)lens(18,12,17)

absorption(19,10,28)

谷 型
mode(42,77,22)waveguide⑨(13,18,10)

image(6,13,11)
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5.複 合専 門語抽 出方 式の研 究

5.1は じ め に

学術用語 は絶 えず変化 す る。時 代 の変 遷 とと もに、研 究分野 自体 も変わ る し、 ま た分野

内の研 究の 進展 に よ り絶 えず新 しい用語 が作 られる。 それに合 わせて 専門用 語辞書 もメイ

ンテナ ンス の努力 を続 けな い と、 その有 効性 は時 間 と ともに減 少 す る こ とに なる。

新 しい学術 用語 は まず研 究論文 の中に現 れる。用語 辞書 の保 守の ため には、絶 えず 関連

分 野 の論 文 に 目を光 らせ 、新語 と して定 着 した ものが あった らそれ を辞書 に加 えて行 けば

よい 。

しか し、 生 の論 文 を読 む のでは 、用語 の抽 出方法 と してはい か に も効 率が 悪 い。 また、

新 しい用語 が論文 の中 に出 現 した場合 、 その前 後 の分 脈 に埋 没 し、 そ れが新 語 であ ること

を見 過 ご して しま う危 険 もあ る。 そ こで論 文 を計算機 処理 して 、 まず 新語 の候補 の リス ト

を作 成 し、 それ を専 門 家の チ ェッ クにゆ だね る方式 を とれれば 望 ま しい。

5.2チ ェ ッ ク リ ス ト生 成 プ ロ グ ラ ム

上 記 の よ うな 目標 か ら は 、次 の よ う な機 能 を持 つ コ ン ピ ュー タ プ ロ グ ラ ム を作 成 す る こ

とが 目標 に な る。 論 文(印 刷 物 な ら、 そ れ を光 学 文 字 読 み 取 り機 で機 械 可読 に した もの)

を入 力 す る と、新 しい 専 門 用 語 ら し き もの の候 補 リス トを出 力 す る プ ロ グ ラ ムで あ る。 つ

ま り 、一 般 用 語(も しそ の よ う な 定 義 が で きれ ば)は 通 過 を阻 止 し、専 門 用 語(学 術 用 語)

ら し き もの だ け 通 過 させ る よ う な 飾(フ ィル タ)を 作 る こ と と等 しい 。 この フ ィル タ は次

の よ うな特 性 を もつ 必 要 が あ る。

1)一 般 用 語 は 阻 止 し、 学 術 用 語 だ け を 通 過 さ せ る。

2)学 術 用 語 は な るべ く100%近 く通 過 さ せ る。

3)学 術 用 語 は 一 語 の単 語 か らな る とは 限 らず 、 通 常 は連 語 で あ る。 こ の連 語

単 位 の 用 語 を 抽 出 で き る 。

1)の 性 質 は 目 的 の フ ィ ル タ プ ログ ラ ムの い ち ば ん 重 要 な性 質 で あ る。 し か し、 そ れ に

もか か わ ら ず 、 出 力 に は 最 終 的 に非 専 門 用 語 と分 類 さ れ る よ う な用 語 が 混 じ る こ と も避 け

られ ない 。 こ れ は 信 号 理 論 で い う と ころ の雑 音 で あ る 。 フ ィル タ プ ロ グ ラ ム は な る べ く雑

音 の 通 過 を 阻止 す る 。 しか る に、 や む を え ず 出 力 に雑 音 が混 じ って し ま う こ と を、 この フ

ィル タ プ ロ グ ラム の 「第1種 の 過 誤 」 と呼 ぶ。

第1種 の 過 誤 を 少 な くす る た め 、 フ ィ ル タの 通 過 性 を絞 る と 、 学術 用 語 と認 め られ る も

の ま で阻 止 す る よ う に な っ て しま う。 こ れ はチ ェ ッ ク リス トを作 成 す る プ ロ グ ラ ム と して
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は別 の 意 味 で 具 合 が 悪 い。 そ こ で 、 本 来 の 学術 用 語 を 、 フ ィル タ で 阻 止 して しま う不 具合

を 、 「第2種 の 過 誤」 と呼 ぶ こ と にす る 。 第1種 と2種 の 過 誤 は一 般 に トレ ー ドオ フの 関

係 に な り、 フ ィル タの 設 計 は注 意 して行 わ なけ れ ば な ら ない 。

学 術 用 語 は 一般 に連 語 で あ る。 した が っ て フ ィル タ も、基 本 的 に、 原 論 文 か ら連 語 を抽

出 す る よ う な構 造 に な っ て い な け れ ば な ら ない 。 しか し、 文 章 の 中 の 単 語 の 連 糸 か ら、用

語 と して 意 味 を も ち う る単 位 を切 り出 す こ とは 、(文 章 の 意 味 に立 ち 入 らな い よ う な プ ロ

グ ラ ム に し よ う と考 え る と)困 難 な 目標 で あ る 。

こ こで作 成 しよ う と して い る フ ィ ル タ プ ログ ラ ムは 、 文 章 の 意 味 に は立 ち 入 ら な い プ ロ

グ ラ ム で あ りたい 。 目的 は低 コス トで新 専 門用 語 を抽 出 す る こ とで あ り、 機 械 翻訳 プ ログ

ラ ム を作 成 す る こ とで は な い か ら で あ る 。 そ の 意 味 で は 、 この フ ィル タ プ ロ グ ラ ム は、第

1種 や2種 の 過誤 を回 避 し なが ら も、 簡 便 に、 そ して 効 率 よ く作 成 す る の が 目標 で あ る。

混 乱 を避 け る ため に次 の こ とに注 意 して お く。 この プ ロ グ ラ ム は専 門 用 語 を 抽 出 す る機 能

を も つ が 、 一 方 で 既 知 の 専 門 用 語 は抽 出 して は い け な い 。既 存 の もの は新 用 語 と し ての チ

ェ ッ ク リス トに入 れ る必 要 はな く、 通 過 を阻止 しな け れ ば なけ れ ば な らな い 。 既存 の用 語

に つ い て は 、 一般 用 語 と と も に辞 書 が で きて い る の が 普 通 で あ る。 こ の プ ロ グ ラ ム で は辞

書 を 活 用 し、既 知 用 語 の 通 過 を阻 止 す る と と も に 、 そ の 出現 を 文 章 の 区 切 り単位 と して活

用 で きる よ う にす る。

5.3フ ィル タ プ ログ ラ ムの構 造

学 術 用 語 は一 般 に連語 と な る が 、 無 条 件 で長 い連 語 を抽 出 す る こ と もで き な い 。 そ こで 、

今 回 は便 宜 的 に4語 まで の 連語 か ら、 用 語 を抽 出 す る こ と にす る。 文 章 を任 意 の位 置 で 区

切 り、 そ こ か ら1語 、2語 、3語 、及 び4語 を 取 り出 して新 専 門用 語 の 候 補 とす る。 これ

が チ ェ ック リス ト作 成 の プ ログ ラ ム と し て最 も簡 便 な 方 式 だ が 、 一 方 で 各 単 語 を重 複 して

リス トす る た め 、 リス トの 総 語 数 は原 論 文 よ り増 え て しま う。

倍 率 は 、

1+2+3+4=10

で 、 約10倍 に な る。(同 一 の用 語 の 出 現 を削 除 す る 、 ま た論 文 の末 尾 で は と り出 せ る連

語 が 減 る、 な どの ため 、 一 般 に は10倍 よ りや や 少 な くな る。)単 語 連 結 で 増 加 した リス

トの エン ト リー が 、 最 終 的 に雑 音 とな る もの で 、 第1種 の 過 誤 を減 少 させ る た め に は不 必

要 な 連結 は な るべ く避 け な け れ ば な らな い 。 た と え ば 次 の よ う な文 章 を考 え て み る 。

Asanalternativemodeltosimulatethestaticbehaviorofquantumtransport,

thetransmissionprobabilitymethodisknownwell.Becauseofthisspreadof

thedistributionfunction,theaverageenergyofelectronsbecomeshigher.
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全 部 で34語 か ら な る。 こ こか ら 無 条件 に4語 まで の 連 結 を作 成 す る と、

function

funcitontheaverage

functiontheaverageenergy

higher

is

isknown

isknownwell

isknownwellBecause

の よ うに な り、 リ ス トは124エ ン トリー 、 全314語 と い う量 に な る 。 ほ とん どが 専 門 用 語

と し て は雑 音 な の は言 う ま で もな い。 し か し、 もとの 文 章 の構 造 に着 目す れ ば不 必 要 な 単

語 連 結 は か な り減 らす こ とが で き る。 ま ず 、文 章 に は ピ リオ ドや コ ン マ とい っ たパ ンク チ

ュエ ー シ ョ ンが あ る。 一 つ の 専 門 用 語 が 、 パ ン クチ ュ エ ー シ ョ ンを ま た い で 存 在 す る こ と

は な い 。 そ こで 、 パ ン クチ ュエ ー シ ョン に着 目 し、 そ れ に遭 遇 した ら 連 語 作 成 を停 止 す れ

ば 、 雑 音 を 減 らす こ とが で き る。 ま た、"becauseof"な ど の 慣 用 句 は 通 常 一 つ の 単位 と し

て 文 章 中 に 存 在 す る。 ま た これ が 専 門 用 語 とな っ た り、 そ の 一 部 を形 成 す る こ と は ない 。

だ か ら慣 用 句 の 一 覧 表 が あ れ ば 、 それ に 注 目 し て精 度 の 高 い 文 章 区 切 りが で き、不 必 要 な

連 語 作 成 を 避 け ら れ る。"staticbehavior"と い うの は 専 門 用 語 か も しれ な い が 、"static

behaviorof"と い う用 語 は存 在 しな い。 それ は"of"は 前 置 詞 と い う文 法 上 の 役 割 を も ち、

後 続 の名 詞(句)と 連 結 して初 め て意 味 を持 つ ため だ 。 も し上 記 の よ う な文 法 知 識 をえ ら

れ れ ば 、 そ れ だ け 連 語 作 成 の精 度 は向 上 す る。"distributionfunction"(分 布 関数)は 専

門用 語 で は あ る が 、 お そ ら く既 知 の もの で 、新 リス ト に載 せ る 必 要 は な い 。 リス トを作 る

と き は これ は既 知 語 の 辞 書 に照 ら して削 除 す る よ うに す べ き だ が 、そ れ に と ど ま らず 、(文

章 は こ こで 切 れ る わ け だ か ら)連 語 生成 の 区 切 りと して も活 用 され な け れ ば な らな い 。 も

し一 般 用 語 の 辞 書 も得 られ れ ば 、 そ れ も 上 記 と 同様 に 利 用 す る こ とが で き る 。 以 上 の よ う

な考 察 を も と に 、 複 合 専 門 用 語 リ ス ト作 成 の フ ィル タ プ ログ ラ ム と し て 、<図5-1>の

よ う な ス テ ッ プ を 提 案 す る 。
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パ ンクチ ュエー シ ョン切 断

↓

切 断 処 理

↓

文 法 切 断 処 理

↓

連 ネ

↓

位 置依 存 ス トップ ワー ド処 理

↓

辞 書 語 消 去処 理

↓

図5-1

平 文 照 合 処 理

フ ィ ル タ プ ロ グ ラ ム の 構 造

altemativemodel

altemativemOdeltosimulate

averageenergyofelectrons

becomes

behaviorofquantum

behaviorofquantumtransport

electrons

electronsbecomes

energyofelec1エons

energyofelectronsbecomes

図5-2
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staticbehaviorofquantum
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専 門 用 語 候 補 リ ス ト

ー80一



5.4各 ス テ ッ プ の機 能

(1)パ ン ク チ ュ エ ー シ ョ ン 切 断

ピ リオ ドや セ ミ コ ロ ンは 強 い 区 切 りで あ り、 それ を ま たい で 用 語 が 存 在 す る こ と はな い 。

しか しコ ンマ は少 し弱 い 意 味 に な る。 ま た、 文 章 の 中 で 突然 キ ャ ピ タ ライ ズ され た(大 文

字 に な っ た)用 語 が 出 て き て も、 弱 い な が らそ こで 文 章 は切 れ て い る もの と 考 え られ る。

パ ン クチ ュ エ ー シ ョ ン切 断 は そ の よ うな こ とに 配慮 し、 文 章 の 各 部 に(等 級 入 りで)区 切

り記 号 を入 れ る。 ま た この ス テ ッ プを通 過 す る と、 い わ ゆ る記 号 文 字 は(等 級 つ き 区切 り

記 号 に変 換 され)テ キ ス トか ら削 除 され る。

(2)専 門用 語切 断処 理

既 知 の専 門 用 語(最 終 的 に は出 力 リス トか ら 削 除す る)は 、 テキ ス トの 区 切 りと して も

貴 重 な情 報 で あ る 。 そ こで 与 え ら れ た専 門 用語 辞書 を も と に、 テキ ス トを切 断 す る 。 た だ 、

1ワ ー ドの 用 語 ま で テ キス ト区 切 り とす る と、 そ れ を 要 素 と し て含 む 専 門用 語 が分 解 され

て しま う。 実 験 の 結 果 、2ワ ー ド以 上 の 長 さの 専 門用 語 が更 に複 合 し て 、別 の 専 門 用語 と

な る こ と は な い、 との経 験 則 を得 、 切 断 の ため の既 知 専 門用 語 は2ワ ー ド以 上 か ら な る も

の に 限 っ て い る。

(3)文 法 切断処 理

限 られ た もの な が ら、 英 文 の 品 詞 お よ び文 法 の 知 識 を も とに テ キ ス トを分 割 す る 。 品 詞

と し て は冠 詞 、前 置 詞 、 接 続 詞 、 代 名 詞 、be動 詞 、助 動 詞 、 お よび 一般 動 詞 を 登 録 し、 簡

単 な 文 法 を 与 え て 、 テ キ ス ト中 に そ れ に該 当す るパ タ ー ンが 現 れ た ら 文 章 を 切 断 し、 かつ

そ の パ タ ー ン を テ キ ス トか ら削 除 す る。 前 置 詞 と して はin,out,onな ど20種 、接 続 詞 に

はor,but,thusな ど22種 を登 録 して あ る。andも 接 続 詞 で あ る が 、 これ を 成 分 と して含

む 用 語 は多 く、 切 断 の き っ か け と して は不 適 当 な の で こ この接 続 詞 リ ス トに は入 れ てい な

い 。 こ の よ う に、 品 詞 の リ ス トは 文 法 的 な網 羅 性 よ り 、専 門用 語 の 切 断 処 理 とい う こ こで

の 目 的 に照 ら して作 成 しな け れ ば な らな い 。特 に難 し い の は 一 般 動 詞 で あ る 。 動 詞 に は活

用 が あ り、 そ の 変 化 を考 慮 した パ ター ン マ ッチ は で き な い の で 、原 形 、3人 称 形 、 過 去 形

をす べ て登 録 して い る 。 す べ て の 動 詞 は尽 くせ な い の で 、take,give,getな ど論 文 に よ く

現 れ る もの を選 ん で い る。 しか しgrow,centerな ど は名 詞 と して 専 門用 語 に含 ま れ る こ と

もあ る の で 、外 し て お か ね ば な ら ない 。 切 断(そ して 削 除)の ため の 文 法 は 、 次 の よ うな

パ タ ー ンで あ る。
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〈be動 詞 〉

〈be動 詞 〉〈一 般 動 詞 〉

〈代 名 詞 〉

〈一 般 動 詞〉 〈前 置 詞 〉

〈接 続 詞 〉

〈接 続 詞 〉 〈前 置 詞 〉

〈助 動 詞 〉

〈冠 詞 〉

〈助 動 詞〉〈動 詞〉

〈助 動 詞〉〈動 詞〉〈前 置 詞 〉

〈前 置 詞 〉〈冠 詞〉

〈前 置 詞 〉〈任 意 の 一 語〉 〈前 置 詞〉

〈前 置 詞 〉 〈冠 詞 〉 〈任 意 の 一 語 〉 〈前 置 詞 〉

な お、"insteadof"な ど の慣 用 句 の 区 切 り、削 除 も同 様 の処 理 で で き るの で 、 本 処 理 の

中 で 行 っ て い る。'

(4)4語 連結処 理

以 上の処 理(前 処理)を 済 ませ たあ と、1語 、2語 、3語 、4語 の連結 をすべ て の位 置

で作 成 す る。 ただ し、前処 理 で区 切 りと判断 され た位 置 を またいでの 単語連 結 は行 わない 。

前処 理で多 くの雑 音 は除去 されて い るが 、 なお 精度 を上 げ るため以下 の ような後処 理 を行

う。

(5)位 置 依 存 ス トッ プ ワ ー ド処 理

た とえ ば 形 容 詞 や前 置 詞 で 終 わ る学 術 用 語 は な い 。 そ こ で、 上 記 の 連結 処 理 で得 られ た

用 語 候 補 の うち か ら、 この よ う な もの 、 つ ま り特 定 の 単 語 を特 定 の位 置 に含 む もの を消 去

す る 。 た だ し、 こ れ は文 法 知 識 の 形 式 で は指 示 しな い 。 約300語 ほ どの 、 い わ ゆ る ス トッ

プ ワ ー ドの リス ト と、 連 結 処 理 の 結 果 、 そ の ワ ー ドが 語 頭 、 語 中、 語 尾 の い ず れ の 位 置 に

来 た と き(連 語 全 体 を)消 去 すべ きか の 知 識 の 形 式 で 指 示 す る 。

(6)辞 書 語消去処 理

連 語処理 の結 果 が既知の ことば、す な わち一般 語辞 書 や専 門 語辞書 に一 致 してい る もの

を消 去 する。
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(7)平 文 照合処 理

上 記 の処 理 の う ち ほ と ん どは与 え られ た文法 知 識 に よ る もの で、 プ ロ グ ラ マ が努 力 して

プ ロ グ ラ ム の 改 良 を行 わ な い と能 力 は向 上 しな い。 辞 書 語 消 去 につ い て は将 来辞 書 が 拡 充

され れ ば精 度 は上 が る が 、 それ に はや は り多 くの コス トが か か る。 そ こで 、 よ り簡 便 な学

習 の 結 果 、 プ ロ グ ラ ム の精 度 を上 げ る よ う な も の と し て本 処 理 が あ る 。 す な わ ち英 文 プ レ

イ ボ ー イ誌 の よ う な 、 お そ ら く文 章 中 に 専 門用 語 を含 ま な い で あ ろ う と思 わ れ る文 章 を、

上 記 の す べ ての 処 理 を 通 し て、 そ こか ら 用 語 リ ス トを作 っ て お く。 そ して 、 論 文 に つ い て

専 門 用 語 抽 出 処 理 を行 っ た 時 、 、 最 後 に プ レイ ボ ー イ の用 語 リ ス トと照 合 し、 一 致 す る も

の を 削 除 す れ ば、 さ ら に精 度 を あ げ る こ とが期 待 で き る。 これ は あ ま り効 率 の よい フ ィ ル

タ リ ン グで は な い が 、機 械 的 な学 習 だ け で 精度 の向 上 を は か れ るの が 利 点 で あ る。

5.5処 理 結 果

3で 例 に 挙 げ た 文 章 を以 上 の フ ィル タ を通 過 させ る と、 次 の よ うな 専 門用 語候 補 リス ト

を得 る。20エ ン トリ、53ワ ・一一ドで あ り、機 械 的 に 作 っ た連 語 リス トに比 べ る と雑 音 は

語 数 で約1!6に 減 っ て い る(<図5-2>参 照)。 も し電 気 の フ ィ ル タ に た と え て 、 そ の

能 力 を一2010glOxで 表 現 で き る とす る と、 全 体 で15.3dBの 減 衰 率 の フ ィル タ に な っ て い る 。

よ り現 実 的 な文 章 と して 、 太 陽 電 池 の 材 質 に つ い て の論 文 を 光 学 文 字 読 み 取 り機 で機 械

可 読 に した もの を処 理 して み る。 これ は 読 み 取 り誤 り もそ の ま ま で 、 特 に訂 正処 理 を して

い な い もの で あ り、 も と も と性 質 の悪 い 雑 音 を多 く含 ん で い る 。 原 文 は15,780ワ ー ドか

らな る。(そ の 一部 は 、読 み 取 りの 際 の誤 りに起 因 す る雑 音 を ワ ー ドと数 え た もの で あ る。)

こ れ を無 条 件 に連 結 処 理 す る と110,206ワ ー ドの リ ス ト(37,969エ ン トリ)に な るが 、 これ

が フ ィル タ の性 能 を見 る う え で の 基 準 と な る。 結 果 は23,687ワ ー ド(9,7928エ ン トリ)と

な り、13.3dBの 能 力 を もつ 。 な お 、処 理 の各 ス テ ッ プ はく 図5-3>の よ う な効 果 を発

揮 し て い る 。 一 連 の 動 作 の 中 で各 ス テ ッ プは特 定 の機 能 を持 つ た め 、 単 純 な 比 較 は で きな

い が 、文 法 切 断処 理 の 効 果 が大 き い。

5.6第2種 の 過 誤

こ れ ま で は フ ィ ル タ の特 性 と して 第1種 の過 誤 、 す な わ ち ど れだ け 雑 音 を 除 去 で きる か

に注 目 して 論 じて きた。 しか し第2種 の 過 誤 に つ い て も考 察 して お か な け れ ば な ら な い 。

そ こで 、 既 知 の 専 門 用 語 辞 書 を テ キス ト入 力 と して 文 法 切 断 処 理 を 通 過 さ せ 、 そ の何 割

が 切 断(な い し消 去)さ れ て しま うか で 、 第2種 の 過 誤 の 大 ま か な 割 合 を調 べ て お く。

こ こで サ ン プル に使 用 し た辞 書 は、 文 部 省 の 各分 野 の 学 術 用 語 辞 書 を 中心 に 、す べ て で

118,538エ ン トリの 用 語 を もつ もの であ る。 これ に文法 切 断 を 行 う と、 そ の う ち812エ ン
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トリ が切 断 ない し完 全 消 去 の影 響 を うけ た。約0.68%で あ る。 こ の 結 果 か ら第2種 の 過 誤

の 割 合 につ い て は 、 サ ンプ ルの 英 文 論 文 を与 え て そ の 中 の 新 専 門用 語 を見 過 ごす危 険 率 は

1%弱 で あ る と推 定 で き る。

<図5-4>に 影 響 され た用 語 の リス ト(部 分)を 示 す 。〈〉の 中 が 、 フ ィル タ プ ロ グ

ラ ム に よ っ て専 門 用 語 ら しか らぬ 言 い 回 しと判 定 され た位 置 で あ る。 も と も と これ らは専

門用 語 と して の適 合 性 に問 題 の あ る もの が多 い 。 な お 、完 全 に 消去 さ れ る用 語 は次 の4語

で あ る。

can

comealong

onsaleat

showthrough

缶

カ ムアロ ング

発売 中

透 き通 し

本 方式 は第2種 の過誤 に対 して 十分 に よい特 性 を持 つ もので ある。

5.7新 専 門 用 語 の抽 出

こ れ まで の 方 法 で は、 用 語 の 出 現 頻 度 や そ の パ ター ンな ど の 情 報 は 使 用 し て こ な か っ た 。

これ は単純 に字 面 だ けの処 理 で ど れ だ け の精 度 を得 ら れ る か、 調 べ た か っ た か ら で 、結 果

と し て各処 理 ス テ ッ プ ご と に フ ィ ル タ と み な した場 合 の 減 衰 率 を得 る こ とが で き た 。 しか

し、 最 終 的 には他 の 手法 、 す な わ ち用 語 の共 出 現 頻 度 や 時系 列 を考慮 した 出 現 パ タ ー ン と

も組 み合 わ せ て使 用 す る こ とで 、 よ り精 度 の向 上 を 図 れ る と考 え る。
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図5-3フ ィル タ各 ステップの効 果
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Committee<ontheSafetyof>NuclearInstallations原 子 力 施 設 安 全 委 員 会

limits<ofErroron>MaterialUnaccountedFor不 明 物 質 量 の 誤 差 限 界

P(rrmeasurement〈onthe>virginmetalcondition活 性 化 前 原 点 紡

ProperWater<inthe>JapanSea日 本 海 固 有 冷 水

Rules<ofthe>Roads.海 上 衝 突 予 防 紡
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acceleration<ofmeltingof>snow融 雪 促 進

activation<ofa>cathOde陰 極 の 活 性 化
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adhesivetransfer<wh㎝>unwindingの り は が れ

adjustment〈ofcurveby>stringrnethOd糸 張 式 曲 線 整 正 紡

afterglow<ofa>lurninescentscreen .け い 光 面 の 残 光

age<ofthe>mo・n月 齢

ageing<can>老 成 缶

aids<forthe>handicappedH3111773

airlayernear<the>gmund接 地 気 層

aisle<ofthe>stack・room書 庫 内 通 路,

aU<or>noneprinciple全 か 無 か の 紡 則

a11ぐhaじ 》hasappeared既 刊 分

dl<that><hasbeen>published既 刊 分

a】10tぐhe>callnumber請 求 番 号 を 配 当 す る 『

allot〈the>press-mark書 架 記 号 を 配 当 す る

allotting〈the>callnumber請 求 番 号 配 当

allotting<the>press-mark ,書 架 記 号 配 当

allowable■mits<ofvibrationto>humanbody人 体 振 動 許 容 限 界
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allowance<forexpansionof><the>library図 書 館 拡 張 敷 地
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図5-4 既存 専 門用 語 辞書 の文 法 切 断結 果
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6.専 門語 彙 の分 野別 特徴 分析

6.1材 料 分 野

専 門辞 書 化 に関 し、専 門分野 におけ る専 門用語の分析 を行 った 。以下 に1順を追 って その

結 果 を報告 す る。

(1)数 字 を含 ん だ専 門用 語 につ いて

技 術 論 文 で あ る か ら数 字 が 数 多 く出 現 す る 。 これ らの う ち一 般 的 な数 字 ま た は数 値(個

数 、 温度 、 圧 力 な ど物 理 量 の値)に つ い て は と くに 問題 は な い。 しか し数 字 を 含 ん だ 専 門

語 が あ り、 これ ら は辞 書 と して 登 録 して お か ない と正 しい 訳 語 が 与 え られ ない 。 例 え ば結

晶 の 方位 を 表 す(100)、(111)、(1120)ま た は<100>、<111>、[100]、[111]の よ うな

もの や 、 原 子 軌 道 、分 子 軌 道 な ど を表 す1s、2s、3pな ど で あ る 。特 殊 な もの で は半 導 体

そ の 他 材 料 の製 造 の 場 と し て の ク リー ン ・ル ー ムの清 浄度 を表 す ク ラ ス10、100な ど が

あ る 。 ま た 化 合 物 の 混 合 材 料 の組 成 比(BaTiO(C204)24H20な ど)を 示 す 数 字 は こ

れ ら の化 合 物 の記 号 と と も に複 合 語 と して の取 り扱 い が必 要 で あ る。 ま たCa2+な ど の

イ オ ンの価 数 を示 す 数 字 もあ り、 これ は添 字 と して の扱 い を ど う す るか の 問 題 が あ る 。 同

時 に 各種 の 括 弧(()、[]、)な ど も注 意 す る 必 要 が あ る。 こ の よ うな記 号 は

単独 の 場 合 は よい が 、 と く に他 の 語 句 や 数 字 と結合 して い る場 合 に は 登 録 す るべ き で あ る 。

(2)単 独 の英文 字 または記号 に ついて

単 独 の 文 字 は小 文 字 、 大 文 字 と も よ く用 い られ る が 、 こ れ に は た ま た ま た そ の と き あ る

量 を 表 わす の に用 い る 場 合 と決 ま っ た 意 味 の あ る場 合(例 え ば材 料 分 野 で は元 素 や物 質 の

化 学 記号 な ど)と が あ る 。 前 者 に お い て は そ の著者 の語 意 に よっ て その 場 合 だ け あ る 量 を

表 わ す の に 用 い ら れ た 場 合 と比 較 的 常 用 的 に あ る物 理 量 を 表 わ す の に用 い られ る場 合 とが

あ る 。 後 者 の例 で は た とえ ば圧 力 は よ くPで 、 温度(絶 対 温 度)はTで 表 わ され る こ と

が多 い 。 こ れ らは しか し比 較 的 問 題 は な い 。問 題 は化 学 記 号(1字 の もの と して はP(リ

ン)、C(炭 素)、O(酸 素)、W(タ ング ス テ ン)な ど、2字 の もの と して はBa(バ リ

ウ ム)、Ca(カ ル シ ウ ム)、Ti(チ タ ン)な ど多 数)な ど の決 ま っ た も の を き ち ん と し

て お くこ と で あ ろ う。化 合 物(Si3N4、BaTiO3な ど)の 記 号 もす べ て登 録 して お く必 要

が あ ろ う。 化 学 記 号 そ の も の を用 い る の が よい が 、 日本 訳 の あ る もの は そ れ も必 要 で あ る 。

あ る 物 理 量 の単 位 を 表 わす 量 、 例 え ば圧 力 の単 位 で あ るbarやmbar、 真 空 度 の 単 位 で あ

るTorr.やPaな ど は辞 書 と して 必 要 で あ る。 ま た特 殊 な もの と して は α(α 相)、 β(β

相)な どの ギ リ シ ャ文 字 は 材料 分 野 で は よ く用 い る。
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(3)略 語 につ い て

材 料 分 野 に 限 ら ず 、 技 術 論 文 に は 略 語 の 使 用 が 多 い 。 材 料 分 野 に お い て は 、 材 料 の 評 価

分 析 方 法 に は 略 語 が 多 く、 例 え ばXPS(X-rayPhotoelectronSpectroscopy;X線

光 電 子 分 光 分 析)、UPS(UltravioletPhotoelectronSpectroscopy;紫 外 線 光 電 子 分 光

分 析)、XRD(X-RayDiffraction;X線 回 折)、NMR(NuclearMagnetic

Resonance;核 磁 気 共 鳴)、RBS(RutherfordBackScattering;ラ ザ フ ォ ー ド後 方

散 乱 法)、RHEED(ReflectionHighEnergyRefraction;反 射 高 速 電 子 線 回 折)、

TEM(TransmissionElectronMicroscope;透 過 形 電 子 顕 微 鏡)、AE(Acoustic

Emission;ア コ ー ス テ ィ ッ ク ・エ ミ ッ シ ョ ン(音 波 放 出))FT-IR(フ ー リ エ 変 換

赤 外 吸 収)な ど き わ め て 多 岐 に 及 ん で い る 。 い ず れ も か な りの 高 頻 度 で 使 用 さ れ る も の と

思 わ れ る 。 ま た こ れ ら の 略 語 はanalysis、data、pattern、spectrum、profileな ど の 語 句

と の 複 合 語 と して 用 い る こ と も 多 い 。 例 え ばXPSspectrum(X線 光 電 子 分 光 分 析 ス ペ

ク ト ル)、XRDpattern(X線 回 折 パ タ ー ン)な ど が そ の 例 で あ る 。 そ の 他 に も材 料 の

形 成 方 法 に もCVD(化 学 気 相 堆 積 法)、MOCVD(有 機 金 属 化 学 気 相 堆 積 法)な ど の 略

語 が 多 い 。 ま た 例 え ばcvD法 で 形 成 し たSi3N4をCvD-si3N4と 略 し て記 述 す る 場 合 も

あ り 、 上 の 場 合 と あ わ せ て 略 語 を含 ん だ 複 合 語 も多 く使 用 さ れ る 。 ま た 材 料 名 そ の も の に

つ い て もPZT(チ タ ン酸 ジ ル コ ン酸 鉛)な ど の 略 語 が と く に セ ラ ミ ッ ク材 料 関 連 に は 多

い 。 こ れ ら に つ い て は き ち ん と した フ ル ・ネ ー ム で の 訳 語 が 登 録 さ れ て い る こ と が 必 要 で

あ ろ う。

(4)材 料分 野 にお ける特 殊 な物 質 ・鉱 石 の名 称 につ いて

材 料 分 野 の う ち 、 と く に セ ラ ミ ッ ク ス の 分 野 に お い て は 基 本 と な る 材 料 物 質 や 鉱 石 に は

特 殊 な 呼 び 名 の も の が 多 い 。 例 え ば 最 近 話 題 に な っ て い るcordierite(コ ー ジ ェ ラ イ ト)、

forsterite(フ ォ ル ス テ ラ イ ト)な ど の ニ ュ ー セ ラ ミ ッ ク ス を 始 め と し てbauxite(ボ ー キ

サ イ ト;鉄 磐 土)、bayerite(バ イ ヤ ラ イ ト)、bohmite(ベ ー マ イ ト;ベ ー ム 石)、

mullite(ム ラ イ ト)、gibbsite(ギ ブ ス 石)、kaolinite(カ オ リ ナ イ ト;高 陵 石)、

zirconia(ジ ル コ ニ ア;酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム)、yttria(イ ッ ト リ ァ;酸 化 イ ッ ト リ ウ ム)

な ど な ど き わ め て 特 殊 な も の が 多 く、 こ れ ら は 辞 書 化 の 必 要 性 を 示 唆 し て い る 。

(5)材 料 分野 に おける専 門語及 び準 専 門語一般 につ いて

専 門語 の 定 義 は か な らず しも一 義 的 で はな い。 本 来 の 専 門語(術 語)と い え ば 、 そ れ ぞ

れ の 学 問 分 野 にお い て だ れが 用 い て も常 に同 一 の 意 味 を持 つ よ う な言 葉 と言 っ て も よ い か

も知 れ ない 。例 え ばdielectricconstant(誘 電 定 数)、refractiveindex(屈 折 率)、
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shearmodulus(剛 性 率)、valenceband(価 電子 帯)な ど が そ の例 で あ る 。 これ らは例

え ば 理化 学 辞 典 な ど に載 って い る よ う な語 句 で もあ る。 しか し一 方 で は 語 句 の 配 列 や 意味

が 上 の例 の よ う に 一 義 的 に決 っ て い な くて も 、 同 じ分 野 の 研 究 者 が読 め ば意 味 の分 か る よ

う な 表 現 も あ る 。 例 え ばstrainedinterface(歪 み の 加 わ っ て い る界 面)、thermal

instability(熱 的 不 安 定 性)な ど 、 そ の 場 その 場 で 意 味 が や や異 な る こ と もあ り、 そ の語

句 の 配 列 や 用 い る 個 々 の 語 句 の 選 択 な ど に記 述 者 の 任 意性 が あ る よ う な もの で あ る。 これ

は準 専 門語 と言 っ て も よ い か も知 れ な い 。 専 門辞 書 と して は この 準 専 門 語 も当 然 、 含 め て

お い た ほ う が よ い と考 え る 。 以 下 で は こ の 区 別 は特 に行 わ な い 。

材 料 分 野 に お い て は前 節((4))で 述 べ た物 質 や鉱 石 の 名称 以 外 に も、材 料 の特 性 ・

性 質 や そ の 評価 方 法 、 評 価 項 目 及 び加 工 ・製 造 方 法 な ど に は専 門 的 に特 別 の 意 味 を も っ て

用 い られ る もの が 多 い。 例 え ば材 料 の破 壊 強度 は きわ め て重 要 な材 料 の特 性 の1つ で あ る 。

専 門 語 と して は 「fracture」 が 材 料 の破 壊 と い う意 味 で用 い ら れ る が 、 こ の 言 葉 は 通 常 は

骨 折 、挫 傷 とい う 意 味 で あ る。 「quench」 と い う言 葉 は普 通 、 「い や す」 、 「消 す」 と い

う意 味 で あ る が 、 材 料 分 野 で は 材 料 を 加 熱 した状 態 か ら急 速 に 冷 却 す る こ と(急 冷)を 指

す 。 ま た 「bond」 は 一 般 辞 書 で は 「契 約 」 、 「債 券 」 とい う意 味 で あ る が 、 専 門 語 と し

て は 原 子 や 分 子 の 間 の 「結 合 」 を表 して い る 。 一般 には 「い う こ と を聞 か な い 」 、 「手 に

負 え ない 」 とい う意 味 の 「refractory」 は 「耐 火 物」 を表 す 。 ま た 「domain」 は 一 般 的 に

は領 域 、 領 土 な ど の 意 味 で 用 い られ る が 、材 料 分 野 で用 い る と、 強磁 性 体 の 「磁 区 」 又 は

強 誘 電体 の 「誘 電 分 域 」 を 表 す 言 葉 で あ る。

一 方
、 一 般 に は あ ま り用 い ら れ ず 、 も っ ぱ ら専 門 語 と して使 用 され て い る言 葉 も多 い 。

例 え ばwhisker(髭 状 結 晶)、substrate(基 板)な どが そ の例 で あ り、substrateは 一 般 辞

書 に は載 っ て い な い 場 合 もあ る 。 こ れ らの 専 門 語 又 は準 専 門語 は 専 門辞 書 化 す る こ と に よ

っ て 適 切 な 翻 訳 が で きる こ とは明 白 で あ る。

ま た 同 じ語 句 で も専 門分 野 に よ っ て訳 し方 の 異 な る もの もあ る。 例 え ばfiberは 情 報

通 信 の分 野 で は光 通 信 の 情 報 伝 達 媒 体 と して の 「光 フ ァイ バ 」 を 表 す が 、材 料 分 野 で は む

しろ 諸 材 料 の 強化 材 と して の 「繊 維 」 とい う訳 が適 切 で あ る。 こ の こ と は専 門 辞 書 に お い

て も分 野 ご との訳 語 を持 つ 必 要 性 の あ る こ とを 示 して い る。

専 門語 及 び準 専 門語 に は上述 の よ う に名 詞 が 圧倒 的 に多 い と思 わ れ る が 、動 詞 に もか な

り専 門 的 な意 味 合 で 用 い られ る もの が多 い 。 例 えば 「treat]は 普 通 、 「取 り扱 う」「扱 う 」

とい う意 味 で 多 く用 い るが 、 専 門 語 と して は各 種 の 「処 理 を す る(熱 処 理 、化 学 処 理 な ど)」

の 意 で 使 用 され る こ とが 多 い 。 ま た 「prepare」 は 「準 備 す る 」 の 意 で あ る が 、 材料 分 野

で は何 か あ る実 験 に用 い る 試料 の 「試 作 をす る」 とい う 意味 で 使 わ れ る。 「attack」 は「攻

撃 す る」 「襲 う」 で あ る が 、 こ れ は専 門 語 と して は化 学 反 応 な ど に よ っ て あ る 物 質 を 「侵

す」 こ と を 表 して い る 。 「distribute」 は ま た 普 通 は 「分 配 す る 」 、 「配 布 す る」 と言 う

こ と で あ る が 、 こ れ を技 術 論 文 で 用 い る と、 む しろ 「分 布 す る」 との 意 で あ る 。 そ の 他 に

もpress(プ レス す る)、mill(材 料 な どを 粉 砕 す る)、corrode(腐 食 さ せ る)、purify
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(精 製 す る)、reinforce(強 化 す る)、co'ntain(含 有 す る)な ど は一 般 に は あ ま り使 用

され ず 、 専 門 語 と して も っ ぱ ら用 い ら れ る例 で あ る 。 これ らの動 詞 につ い て も しか る べ き

訳 語 を準備 す る必 要 が あ る と思 わ れ る 。 動 詞 を用 い た 表 現 で は(材 料 分 野 に限 らず)、as

isshown(示 され た よ う に)、asisdescribed(述 べ られ た よ う に)、ascanbe

seenin(… … に見 られ る よ う に)と い う 表 現 が 一 般 の 文 章 よ り も多 い の が技 術 論 文 の特

徴 で あ る。

動 詞 の み な らず 形 容 詞 、 副 詞 で もか な り専 門 的 な意 味 で 用 い られ る もの も多 い 。

(6)複 合 語 につ い て

以 上(5)で は 主 に単 独 語 に つ い て述 べ た 。 しか し専 門語 には き わ め て多 くの複 合 語

が あ る。 単 独 語 で も上 述 の よ うに 専 門 分 野 に固 有 の 意 味 を持 つ もの が 多 い が 、 複 合 語 で は

特 に そ れ が 顕 著 で あ る。 む しろ純 粋 な専 門語(上 で 例 を挙 げ た よ うな もの)は 複 合 語 が 多

い 。 材 料 の 場 合 、 物 質 名 に は複 合 語 が き わ め て 多 く、 こ れ は材 料 の多 様 性 、 複 雑 性 を よ く

表 す もの で あ る。aluminosilicatecement(ア ル ミナ ・ケ イ酸 塩 セ メ ン ト)、sodium

hydrogensulfide(硫 化 水 素 ナ トリ ウ ム)、ammoniumpyrrolidinedithiocarbamate(ピ ロ

リ ジ ン ・ジ チ オ カ ル バ ミ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム)な どな ど枚 挙 に暇 が な い 。 物 質 名 以 外 に も材

料 の 特 性 、 評 価 方 法 、加 工 ・製 造 方法 な どで も2語 ま た は3語 以 上 の 複 合 語 は きわ め て多

いo

例 え ば 、bendingtest(曲 げ 試 験)、corrosionresistantalloy(耐 食 合 金)、

reinforcedplastic(強 化 プ ラ ス テ ィ ッ ク)、domainswitching(誘 電 分 域 ス イ ッ チ ン グ)、

fiberreinforcedcement(繊 維 強 化 セ メ ン ト)、crackextensionforce(亀 裂 進 展 力)、

stresscorrosioncracking(応 力 腐 食 割 れ)な どい ず れ も 一 般 的 な 訳 語 に 比 較 す る と き わ

め て 特 殊 な 訳 語 が 多 く、 一 般 辞 書 で は 到 底 、 訳 し き れ な い 。

材 料 分 野 で 特 に 目 立 つ の は 上 で も一 部 述 べ た よ う に3語 又 は4語 以 上 の 複 合 語 が よ く使

用 さ れ る こ と で あ る 。 と く に 、 で し た 材 料 と い う 表

現 が き わ め て 多 く 用 い ら れ て い る 。 こ れ は 材 料 の 種 類 の 多 様 性 に 加 え て 、 複 雑 で 多 様 な 各

種 の 処 理 ・強 化 ・加 工 ・合 成 が 行 わ れ る 場 合 の 多 い こ と を反 映 して い る と考 え ら れ る 。

以 下 に い く つ か の 例 を 挙 げ て み る 。 例 え ばwhiskerreinforcedaluminacomposite(髭

結 晶(ま た は フ ィ ス カ)・ 強 化 ア ル ミ ナ 複 合 材 料)、whiskerceramicmatrix

composite(髭 結 晶(フ ィ ス カ)・ セ ラ ミ ッ ク 母 体 複 合 材 料)、yttriapartially

stabilizedzirconiafibers(イ ッ ト リ ア で 部 分 的 に 安 定 し た ジ ル コ ニ ァ 繊 維)、

cordieritedispersedmullitecomposite(コ ー ジ ェ ラ イ ト分 散 ム ラ イ ト複 合 材)、

cordierite-richglasspowders(コ ー ジ ェ ラ イ ト過 剰 ガ ラ ス 粉 末)な ど な ど で あ る 。 こ れ

ら は 各 単 語 を 別 々 に 訳 して 繋 ぎ合 わ せ て も お そ ら く適 切 な 訳 語 と は な り得 な い と 思 わ れ る 。

さ ら に こ の 複 合 語 に 他 の 言 葉 、 と く に 形 容 詞 が 付 い た も の も多 用 さ れ る 。 例 を 挙 げ る と
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continuousaluminosilicateglassceramic(連 続 的 な ア ル ミ ノ ・ケ イ 酸 塩 ガ ラ ス ・セ ラ

ミ ッ ク ス)、as-receivednovoloid-derivedactuatedcarbon(手 に い れ た ま ま の ノ ボ ロ イ

ド誘 導 活 性 炭)、controlled-pore-sizecompositeNickeloxide(孔 径 を 制 御 し た 複 合 酸

化 ニ ッケ ル 材 料)な ど で あ る 。 ま たcontinuous-SiC-reinforcedgla⑨sceramicmatrix

composite(連 続 シ リ コ ン ・カ ー バ イ ト強 化 ガ ラ ス ・セ ラ ミ ッ ク 母 体 複 合 材 料)と い う(ハ

イ フ ォ ン ー は 入 っ て い る が)な ん と7つ の 単 語 が 連 ね ら れ て い る よ う な 複 合 語 も 用 い ら れ

て い る 。 こ の よ う に 長 い 多 字 数 の 複 合 語 は 材 料 分 野 に お い て 特 徴 的 な も の で あ り、 他 の 専

門 分 野 で は あ ま り 類 を み な い も の と思 わ れ る 。 な お 複 合 語 で は な い が 、as-received(手 に

い れ た ま ま の 、 受 け 入 れ た ま ま の)、as-polished(研 磨 し た ま ま の)、as-etched(エ ッ

チ ン グ し た ま ま の)、as-deposited(堆 積 し た ま ま の)、as-annealed(ア ニ ー ル し た ま ま

の)、as-sintered(シ ン タ し た ま ま の)な ど と い う表 現 も き わ め て よ く(と く に 材 料 関 連

で は)用 い ら れ る 。

(7)固 有 名 詞(固 有名詞 を含 ん だ複合 語)に ついて

最 後 に 固 有 名 詞 に つ い て 述 べ る 。 固 有 名 詞 に は 論 文 の 発 表 者 の 氏 名 、 引 用 さ れ る 論 文 の

著 者 名 や そ れ ら の 研 究 の 行 わ れ た 研 究 機 関 の 名 称 な ど が あ る 。 こ れ ら に つ い て は あ ま り問

題 は な い が 、 と く に 有 名 な 人 物 や 研 究 機 関 の 名 前 及 び 特 に こ れ ら の 有 名 な 研 究 者 の 名 前 の

つ い た 理 論 、 モ デ ル 、 定 数 ・係 数 、 因 子 、 公 式 、 方 程 式 、 解 析 方 法 、 分 析 法 な ど は 登 録 し

て 辞 書 化 の 対 象 と な り得 る 。 例 え ば 材 料 の 分 野 で はDebye-Huckeltheory(デ バ イ ー ヒ

ュ ッ ケ ル 理 論)、Sherrer'stheory(シ ェ ラ ー の 理 論)ま た は 、Sherrer'smodel(シ ェ

ラ ー の モ デ ル)や 、Ramanspectroscopicanalysis(ラ マ ン分 光 分 析 法)、Auger

electronspectroscopy(オ ー ジ ェ 電 子 分 光 分 析)、Rutherfordbackscattering(ラ ザ フ

ォ ー ド後 方 散 乱 法)、Debye-Sherrermethod(デ バ イ ー・シ ェ ラ ー 法)、Debye-Waller

factor(デ バ イ ー ウ ォ ー ラ 因 子)、 な ど で あ る 。 材 料 分 野 の み で な く か な りの 分 野 で 共 通

に 用 い ら れ る もの に はSchroedingereqUation(シ ェ レ ー デ ィ ン ガ ー 方 程 式)、Einstein

relation(ア イ ン シ,iー タ イ ン の 関 係)、Nagaoka-Bohrmodel(長 岡 一 ボ ー ア模 型)な ど が

あ る 。 こ れ ら は 辞 書 化 の 際 に は 考 慮 して お く必 要 が あ ろ う。

以 上 に 述 べ た よ う に ま だ か な り大 雑 把 な 分 析 で は あ る が 、 専 門 辞 書 の 必 要 性 を 充 分 に 理

解 で き る と 思 わ れ る 。
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6.2エ レ ク ト ロ ニ ク ス 分 野

専 門辞 書 の 作 成 に 関 連 して 、 エ レ ク トロ ニ ク ス分 野 にお け る 専 門用 語 の分 析 を行 っ た。

エ レ ク トロ ニ ク ス 分 野 が カバ ー す る領 域 は き わ め て 広 い。 例 え ば アメ リ カの 電 気 電 子 技術

者 協 会(lnstituteofElectricalandElectronicEngineers;IEEEと 略 称)で 取 り扱 わ れ て

い る 分 野 に お い て も、広 く電子 材 料(半 導 体 な ど)の 製 造 法 、 物 性 や そ れ らの 評 価 法 、各

種 素 子(デ バ イ ス)の 製 造 方法 、特 性 な どの 分 野 か ら回路 応 用 、 集積 回 路 な ど の部 品 、 超

音 波 技 術 、 磁 気 技 術 、 マ イ ク ロ波 技 術 、 通 信 技術 、 各 種 電 気 ・電 子機 器 や シ ス テ ム技 術 な

どに 及 ん で い る。 そ の た め この 分 野 で 用 い ら れ て い る専 門 語 は き わめ て 多 数 に お よび 、 一

部 は 前 に述 べ た材 料 分 野 や次 の 情 報 の 分 野 と も重 複 す る。 ま た以 下 に述 べ る よ う に こ の分

野 で は か な り独 自 の 意味 を持 っ た語 句 や 専 門 語 と して の み 使 用 す る よ う な言 葉 が非 常 に多

い の が特徴 で あ る 。

以 下 、分 析 ・調 査 の結 果 を順 を 追 っ て 報 告 す る。

(1)数 字 、単独 の英文 字及 び記 号 につ いて

数 字 を含 ん だ専 門用 語 に 関 して は(100)、(110)な ど の 結 晶 方位 、1s、2s、3pな ど 原 子

及 び 分 子 軌 道 を表 わ す記 号 な ど材 料 分 野 と共 通 の も の が多 い 。 ク リー ン ・ル ー ムの 清 浄度

を表 す クラ ス10、100な ど も よ く用 い ら れ る。 そ の他 に も2-dimensiona1(2次 元)、3-

dimensional(3次 元)と い う語句 は最 近 の 新 しい 半 導体 素 子 に 関 連 し て盛 ん に用 い られ る

よ う にな っ た。 ま たIII-Vcompoundsemiconductor(III-V族 化 合 物 半 導 体)、II-VI

compoundsemiconductor(II-VI族 化 合 物 半 導 体)等 の よ う に ロー マ 数 字 、II、III、IV、

V、VIな どが 複 合 語 の 一 部 と して多 用 さ れ て い る。 こ れ らは 辞 書化 に 際 して は複 合 語 と

して 取 り扱 う必 要 が あ る と 思 わ れ る。

エ レ ク トロ ニ ク ス 関 連 の 技術 論 文 に は理 論 計 算 の 論 文 も 多 く、 その 場 合 に は い ろい ろ な

物 理 量 や 回 路 定 数 を 表 わ す 単独(ま た は幾 つ か組 に な っ た)英 文 字 を記 号 と して 非 常 に多

く用 い る。 物 理 量 や 回路 定 数 を 表 わ す 英 字 記 号 の み な らず 、微 分 、積 分 の 記 号 、 虚 数 単位

(i)、 ギ リシ ャ文 字 、 添 字 な ど きわ め て多 様 で あ る が 、 しか しこ れ らにつ い て は 調査 の 結

果 で は ほ とん ど問 題 は な い と 考 え ら れ る 。 し か し論 理演 算 回 路 の 基本 で あ るAND、OR、

NAND、NOR、NOTな ど は登 録 が 必 要 で あ ろ う。

英 字 記 号 の うち 、化 学 記 号 に 関 す る もの は 材 料 の 場 合 と同 じで 登 録 の 必 要 あ り と思 わ れ

る。 化 学 記 号 とそ れ 以外 の 一般 的 な も の(上 の よ う な)と の 見 分 け を ど うす る か とい う問

題 が あ るか も知 れ な い。
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(2)略 語 につ い て

材 料 分 野 につ い て も述 べ た ご と ぐ、 学 術 論 文 に は 略 語 が きわ め て多 く用 い ら れ る。 エ レ

ク トロ ニ ク ス分 野 にお い て も、 そ の分 野 の広 範 さ、 扱 う各 サ ブ分 野 の多 さな ど か ら種 々 多

様 な 略 語 が 使 用 さ れ て い る。 そ の数 は お そ ら く、 材 料 分 野 や そ の ほ か の 分 野 を 上 回 る こ と

と思 わ れ る 。 以 下 少 し実 例 を上 げ な が ら 、分 析 を進 め てい くこ とにす る。

半 導 体 の 材 料 の 評 価 方 法 につ い て は 材 料 分 野 とほ とん ど同 じ も のが 用 い られ てい る 。 し

たが っ て こ れ ら評 価 方 法 に 関す る 略語(XPS、XRD、RBS、RHEEDな ど)は ほ ぼ材

料 と共 通 で あ る。 ま た材 料 の形 成 方法 に つ い て もCVD、MOCVDな ど やMBE

(MolecularBeamEpitaxy)等 、 材 料 分 野 と共 通 の もの が 多 い 。 一方 、各 種 素子(デ バ イ

ス)の 名 称 に は略 語 が よ く用 い られ る。 例 え ば今 日、 集積 回路 で 主 流 と な っ て い る電 界 効

果 ト ラ ン ジ ス タ(FieldEffectTransistor)は 通 常 「FET」 と略 称 さ れ る が 、FETに も 幾

つ か の種 類 が あ り、 現 在 最 も中心 とな っ て い るMOS(MetalOxideSemiconductor;金

属 一 酸 化 物 一半 導 体 ま た は シ リ コ ン)型 のFETは 「MOSFET」 と 略記 さ れ る。 ま た 中 間

の絶 縁 膜 が か な ら ず し も酸 化 膜 で な い場 合 には 「MISFET」(Meta1-Insulator-

Semiconductor;金 属 一絶 縁 体 一 半 導体 電 界 効 果 トラ ンジ ス タ)と な る 。 さ ら に化 合 物

半 導 体 の よ うに ゲ ー トが金 属 一 半 導体(シ ョッ トキー)型 構 造 に な っ て い るFETは

「MESFET」(Metal-Semiconductor;金 属 一半 導 体 電 界 効 果 トラ ン ジス タ)と 略 称

され る。 ま た ゲ ー トにpn接 合 を用 い た もの は 「JFET」(JunctionFET;接 合 電 界 効

果 ト ラ ン ジ ス タ)と して 表 わ され る。 こ の よ う に 電界 効 果 トラ ンジ ス タの 名 称 だ け で も

多 種 の 略 語 が 用 い られ て い る こ とが分 か る 。 さ らに新 しい デバ イ ス構 造 が考 案 され る とそ

れ が ま た略 語 で 呼 ば れ る よ う に な る。HEMT(HighElectronMobilityTransistor;高

電 子 移 動 度 トラ ン ジ ス タ)、HBT(HeteroBipolarTransistor;ヘ テ ロ ・バ イ ポ ー ラ ・

トラ ン ジス タ)、RHET(ResonantTunnelingHotElectronTransistor;共 鳴 トン ネ

ル効 果 ホ ッ ト ・エ レク トロ ン ・ トラ ン ジ ス タ)な どが そ の例 で あ る。

さ ら に こ れ ら の 素 子 を 用 い た 集 積 回 路 に 関 して も多 く の 略 語 が あ る 。 ま ず 集 積 回 路

(lntegratedCircuit)そ の もの もIC、 規 模 の大 きい も の はLSIか らVLSIと 略 称 さ れ る の が

普 通 で あ る 。 集 積 回路 に もい ろ い ろの 種 類 が あ るが 、 そ の 最 も中 心 とな る メ モ リ集 積 回路

の名 称 もDRAM(DynamicRandomAccessMemory;ダ イ ナ ミ ッ ク ・ラ ンダ ム ・ア ク

セ ス ・メ モ リ)、SRAM(StaticRandomAccessMemory;ス タテ ィ ック ・ラ ン ダム ・

ア ク セ ス ・メ モ リ)、ROM(ReadOnlyMemory;リ ー ド ・オ ン リ ・メ モ リ)な ど ほ

とん どが 略 語 で 表 わ され 、 フル に 表 記 さ れ る こ との方 が 少 な い 。 またASIC

(ApplicationSpecificIC;特 定 用 途 向 け 集 積 回路)と い う特 殊 な 略 語 も あ る。

回 路 に関 して も 略 語 は き わめ て 多 く、 簡 単 な例 でAM(AmplitudeModulation;振

幅変 調)、FM(FrequencyModulation;周 波 数 変 調)な どか ら、D/Aま た はA/D

converter(デ ィ ジ タ ル ー ア ナ ロ グ ま た は ア ナ ロ グ ー デ ィ ジ タル 変 換)、PLL(Phase
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LockedLoop;と く に 日 本 訳 が な くPLLと 呼 ん で い る)、VCO(VoltageControlled

Oscillator;電 圧 制 御 型 発 振 器)、LPF(LowPassFilter;低 域 フ ィ ル タ)、TTL

(Transistor-TransistorLogic;ト ラ ン ジ ス タ ー ド ラ ン ジ ス タ論 理)、ECL(Emitter

-CoupledLogic;エ ミ ッ タ結 合 論 理)な ど枚 挙 に 暇 が な い
。

こ の よう に エ レ ク トロ ニ クス 分 野 は 略 語 を 用 い る 回 数 が お そ ら くす べ ての 分 野 で 最 も多

い の で は な い か と考 え ら れ る。 した が っ て専 門辞 書 を作 成 す る場 合 、 こ れ らの 略 語 に対 し

て フ ル ・ネ ー ムの 訳 語(適 切 な 訳 語 の な い場 合 は英 語 の 読 み 方 そ の ま ま で 可)を 登 録 す る

こ とが 望 ま しい と思 わ れ る 。

(3)エ レ ク トロ ニ クス分 野 に お け る 専 門 語 お よび準 専 門 語 一 般 に つ い て

エ レク トロ ニ ク ス分 野 に お け る専 門 語 の 数 は お そ ら く各 分 野 を 通 じて 最 大 の もの で は な

い か と思 わ れ る。 しか も一 般 に 用 い る 意 味 と は か な り異 な っ た訳 語 を持 つ もの や 、 こ の分

野 の み にて 使 用 さ れ る よ う な語 句 もか な り多 い 。 以 下 例 を挙 げ なが ら報 告 を 進 め る 。

ま ず材 料 の名 称 に関 し て は使 用 さ れ る材 料 が 比 較 的 限 ら れ て お り、 し か も多 く論 文 の対

象 に な る材 料 は半 導体 を中 心 と し た あ る 範 囲 に 限 定 さ れ る の で 、 前 の 材 料 分 野 の 場 合 ほ ど、

複 雑 ・多 様 か つ特 殊 で は な い 。 材 料 名 の 多 くはSi、SiGe、GaAs、InAs、AIGaAs、

InGaAsな ど の よ う に化 学 記号 で表 わ さ れ る 場 合 が ほ と ん どで あ る。

しか しそ れ 以外 で は一般 に使 用 す る場 合 と は 意 味 、 訳 語 の 異 な っ た 語 句 は き わ め て多 い 。

簡 単 な例 を 挙 げ る と、 「field」 は 一 般 に は 「野 原 」 や 「畑 」 で あ るが 、 エ レ ク トロ ニ ク ス

で はElectricfield、Magneticfieldの よ う に 「電 界 」 お よび 「磁 界 」 で あ る 。 「current」

は通 常 は 「流 れ」 とい う 意 味 の 名 詞 ま た は 「流 れ る 」 、 「現 在 の 」 とい う意 味 の 形 容 詞 で

あ る が、 エ レ ク ト ロニ ク ス で は 「電 流 」 とな る。 普 通 で は 「頻 発 」 又 は 「頻 繁 さ」 の 意 で

あ る 「frequency」 は こ の分 野 で は 「周 波 数 」 を表 わす 。 「carrier」 は一 般 的 に は 「運 搬

人 」 ま た は 「運 送 会 社 」 とい う 意 味 で 使 用 さ れ るが 、 半 導 体 で は 電流 を 運 ぶ 電 子 や 正 孔 を

ま と め て表 わ し、 「キ ャ リア 」 の 字 は 「担 体 」 と訳 され る。 ま た この 「carrier」 は 半 導体

の 製 造 プ ロ セ ス分 野 で は 液 体 原 料 を含 ん で反 応 炉 内 へ 搬 送 す る た め の 運 び手(キ ャ リ ア ・

ガ ス)と い う意 味 で用 い ら れ る。 ま た 「channe1」 は 通 常 、 「海 峡 」 で あ り、 「水 路 」 で

あ る が 、 通 信 分 野 で は 「送 信 路 」 ま た は 「通 信 路 」 を、 半 導 体 素 子 で は 電 流 の 流 れ る 道筋

(「 チ ャ ネ ル」)を 表 わ す 。 こ れ らの 例 は 同 じエ レ ク トロ ニ クス の分 野 内 に お い て も その

サ ブ分 野 が 異 な る と、 訳 語 も異 な る例 で もあ る。 し たが っ て専 門 辞 書 に お い て も各分 野 ま

た は サ ブ分 野 ご との 訳 語 を 持 つ 必 要 の あ る こ とが 分 か る。

さ ら に例 を続 け る と、例 え ば 「breakdown」 と い う 言 葉 が あ る 。 普 通 「事 故 」 「崩 壊 」

と訳 され る が 、 エ レク トロ ニ ク ス で は 「絶縁 破 壊 」 ま た はbreakdownvoltageと い う複'

合 語 とな っ て 「耐 圧 」 と い う 意 味 と な る 。 「characteristics」 と い う語 句 は この 分 野 で は
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きわ め て よ く用 い られ 、 例 え ばcurrent-voltagecharacteristics、capacitance-

voltagecharacteristicsの よ う に複 合 語 が 多 い。 こ れ ら は そ れ ぞ れ 「流 れ 一電 圧 特 徴 」 又

は 「電気 容 量 一電 圧 特 徴 」 で は な くて 「電流 一電 圧 特 性 」 お よび 「電 気 容 量 一 電 圧 特 性」

で あ る。 「hole」 は 一 般 の 訳 で は 「穴 」 で あ る が、 こ れ は半 導体 中 で正 に 帯 電 した 「正 孔 」

を 表 わ す 。 また 「deplete」 は 「枯 渇 す る 」 と い う意 味 の 動 詞 で あ るが 、 こ れ を エ レ ク ト

ロ ニ ク ス で 用 い る と、 電 子 な ど の キ ャ リア が あ る半 導体 内 の 領 域 か らい な くな る(「 空 乏

化 す る 」)と い う意 味 に な る 。 す で に こ れ を 名 詞 化 し た 「depletion」(空 乏化)と い う

言 葉 は一 般 辞 書 に は見 当 た らな い が 、 半 導体 で は きわ め て多 く使 用 さ れ る。

こ の よ う にエ レ ク トロ ニ クス の分 野 で は 専 門語 と して の み 使 用 され る 特 別 な 語 句 が きわ

め て 多 い。 上 の例 以 外 に も例 え ば 、 「mobility」 は 電 子 な どの キ ャ リ ア の 電 界 中 で の 動 き

や す さを表 わ す 量 を表 わ し、 「移 動度 」 と訳 さ れ る。 ま た 「conductactivity」 は物 質 の 電

流 の 流 れ や す さ を 表 わ す 「導電 率」 が そ の訳 で あ る 。 これ らの 単 語 は一 般 辞 書 に は無 い 場

合 が 多 い 。 「inverter」 と い う 単 語 も一 般辞 書 には 存 在 しな い 。 しか し 回路 で は 電 気信 号

を正 負 反 転 して出 力 す る 「反転 回路 」 ま た は 「イ ンバ ー タ 回路 」 を表 わ す 言 葉 と して よ く

用 い ら れ る。 そ の 他 、klystron(ク ラ イ ス ト ロ ン;マ イ ク ロ 波 を発 生 す る 電 子 管)、

magnetron(マ グ ネ ト ロ ン;同)、holography(ホ ロ グ ラ フ ィ;光 の 干 渉 性 を用 い て物

体 の3次 元 像 を得 る た め の 原 理)、gyrotron(ジ ャ イ ロ トロ ン)、piniotron(ピ 二 才 ト

ロ ン)、lithography(リ ソ グ ラ フ ィ;写 真 食 刻技 術)な ど に至 っ て は ま っ た く普 通 に

は用 い な い 用 語 で 一 般 辞 書 に は ま ず 見 られ ない 。

以 上 の多 くの 例 に よ り、 エ レ ク トロ ニ ク ス分 野 で は きわ め て多 くの特 別 な 意 味 の術 語 、

専 門 語 が使 用 さ れ る こ と が 分 か る。 これ らに対 して適 切 な 訳 語 を 準備 して お く必 要 が あ る

と思 わ れ る 。

(4)複 合 語 に つ い て

上 の例 で も幾つ かの複 合語が 出 て きたが 、 とくに この節 で もう少 しま とめ て述べ る。 こ

の分 野 にお い て も材料 分 野 と同様 、専 門語 はむ しろ複合 語 が圧倒 的に多 く、 ま た多種 多様

な意 味合 い を持つ 。 ただ し、材 料分野 ほ ど多 数 の単語 か らなる複 合語 は あ ま り見 当た らな

いo

半 導 体 デ バ イ ス の 種 類 に お い て も そ の 多 様 性 は 目 を見 張 る ば か りで 、 す で に あ げ た 例 を

除 い て も 、ballistictransistor(弾 道 ト ラ ン ジ ス タ)、permiablebasetransistor(パ

ー ミ ア ブ ル ・ベ ー ス ・ トラ ン ジ ス タ) 、staticinductiontransistor(静 電 誘 導 ト ラ ン

ジ ス タ)、hetero-junctiontransistor(ヘ テ ロ 接 合 ト ラ ン ジ ス タ)、avalanche

photodiode(ア バ ラ ン シ ェ ・ フ ォ ト ダ イ オ ー ド)な ど な ど枚 挙 して い る 暇 が な い 。 ま た 最

近 各 種 の 半 導 体 素 子 や 材 料 の 観 測 ・測 定 手 段 が 次 々 と 開 発 さ れ 、 そ の 中 に はelectronic-

beamacousticmicroscope(電 子 線 超 音 波 顕 微 鏡)、scanningtunnelingmicroscope
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(走 査 型 ト ン ネ ル 顕 微 鏡)、scanninglasermicroscope(走 査 型 レ ー ザ 顕 微 鏡)な ど'

が あ る 。electromagneticcompatibility(電 磁 環 境 両 立 性)、modulationdoping(変

調 ド ー ピ ン グ)、surfacemounttechnology(面 実 装 技 術)な ど に 至 っ て は 、 一 般 訳 で

は ま っ た く 意 味 が 通 じ な い で あ ろ う。

ま た 新 し い エ レ ク トロ ニ ク ス と して 電 子 の 波 動 性 を利 用 す る 今 ま で と は 概 念 の 異 な っ た

素 子 が 研 究 さ れ る よ う に な っ た の を は じめ と して 種 々 の 新 しい 微 細 デ バ イ ス が 研 究 開 発 さ

れ て い る 。 そ の た め 従 来 は な か っ た よ う な 新 しい 術 語 が 続 々 と 誕 生 し て い る の も こ の 分 野

の 大 き な特 徴 で あ ろ う 。 例 え ばmesoscopicdevices(メ ソ ス コ ピ ッ ク ・デ バ イ ス)、

quantizedconductance(量 子 化 コ ン ダ ク タ ン ス)、polaritondevice(ポ ラ リ ト ン素 子)、

quantuminterferencedevices(電 子 波 干 渉 素 子)、single-electrontunneling

junction(単 一 電 子 トン ネ ル 接 合)、atomicmanipulation(ア ト ミ ッ ク ・マ ニ ュ ピ レ ー

シ ョ ン)、 な ど そ れ ら の 例 で あ る 。 こ れ ら の 言 葉 は 一 般 辞 書 に は も ち ろ ん の こ と、 数 年 前

に は 専 門 語 と して も存 在 し な か っ た ま っ た く新 しい 複 合 語 で あ る 。 さ ら に こ の 分 野 の 学 問

は 進 展 を続 け て い る の で 、 今 後 と も こ の 様 な 新 しい 術 語 が 続 々 出 現 す る こ と が 予 想 さ れ る 。

こ れ ら の 事 柄 よ り 、 専 門 辞 書 も 絶 え ず 新 し い 語 句 を 取 り入 れ て 進 展 さ せ る必 要 が あ る こ と

が 分 か る 。

(5)人 名 な どの 固有 名 詞 につ い て

人 名 な ど、 固 有 名 詞 に つ い て も材 料 分 野 と ま っ た く同 じ こ とが い え る 。 有 名 な研 究 者 の

名 前 をつ け た理 論 、 モ デ ル 、公 式 、 方 程 式 、 定 数及 び係 数 、 解 析 又 は分 析 方 法 な ど は 辞 書

化 の 必 要 が あ ろ う。 デバ イ ス の 名 称 に お い て も例 え ばEsakidiode(エ サ キ ダ イ オ ー ド)、

Josephsonjunction(ジ ョセ ブ ソ ン接 合)、Gunndiode(ガ ン ・ダ イ オ ー ド)な ど の例

が あ る 。 ま たSchroedingerequation(シ ュ レ ー デ ィ ン が 方 程 式)、Boltzmann

distribution(ボ ル ツマ ン分布)な ど と 共 に例 え ば 、horizontalBridgemanmethod(水 平

ブ リ ッジマ ン法;1種 の 単 結 晶 製 造 方 法)な ど、3つ の 単 語 の 中 央 に人 名 が 入 る よ う な も

の も あ る。

エ レク ト ロニ ク ス分 野 で は こ の よ う な発 明 者 ・考 案 者 の 名 前 の つ い た 複 合 語 が 比 較 的 に

多 い 。 いず れ も複 合 語 と し て登 録 す べ き思 わ れ る。

以 上 に よ り専 門 辞 書 化 の 必 要 性 と意 義 は この 分 野 で も大 きい 。
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6 ..3情 報 分 野

(1)現 状 の其 日 翻 訳 シス テ ムの 品 質 に つ い て

現 状 の某 日翻 訳 シ ス テ ムの性 能 を把 握 す る ため 、 情 報 シ ス テ ム 分 野 の 論 文 の ア ブ ス トラ

ク トか らt'systeM"と い う単 語 を含 む 文 章 を選 び 、 既 存 の 某 日翻 訳 シ ス テ ム に よ って 日本

語 へ の翻 訳 を行 っ て み た。(<表6.3.1>)

ま ず 第 一 に、例 題 の 英 文 文 章 が や や長 い ため もあ り、構 文 解 析 が正 し く行 わ れ て お らず 、

意 味 の通 じ る 日本 語 に な っ て い な い点 が 問 題 で あ る 。 この 程 度(20～40words)の 長 さの

一 文 は論 文 で 普 通 に使 用 さ れ て い る の で、 正 し く構 文解 析 で きる よ う に性 能 を 向 上 さ せ る

こ とが まず 必 要 で あ る 。 通 常 文 の 文 法 に加 え て論 文 特 有 の 文 法 を補 強 、 強化 して対 処 す る

必 要 が あ る 。(も しそ れ で も不 能 の よ うな ら、 人 間 に よ るpre・・editで 短 文 に 分 け る な ど し

て対 応 す る必 要 が あ るが 、 自動 化 は 当分 の 間諦 め る こ とに な る 。)

第 二 に、 本 調 査 研 究 で 中心 的 に検 討 した専 門用 語 の 辞 書 の充 実 の 問題 が あ る 。 例 題 の其

日翻 訳 か ら 一 般 辞 書 に よ る翻 訳 で は不 十 分(あ る い は誤 訳)で 、 専 門用 語 にす べ き例 を以

下 に 挙 げ る 。

(ll内 が 既存 の 其 日翻 訳 シ ス テ ム に よる一 般 辞 書 を使 用 して の 翻訳 で 、 → の 右 側 が 正 し

い専 門用 語)

・relationaldatabase{関 係 が あ る デ ー タ ベ ー ス}

→ 関 係 デ ー タ ベ ー ス

・⑨tructuralobject-orientedsystem{構 造 上 で あ るobject-orientedシ ス テ ム}

→ 構 造 的 オ ブ ジ ェ ク ト指 向

(又 はobject-oriented)シ ス テ ム

・datapath{デ ー タ 小 道}

・verificationsystem{証 明 シ ス テ ム}

・tools{道 具}

・supporttools{サ ポ ー ト 道 具}

・editor{編 集 者}

・forthgenerationlanguage{前 方 へ 世 代 言 語}

・secondarymemorysystem{2番 目 の 記 憶 シ ス テ ム}

・high-definition{高 所 一 定 義}

・high-precision{高 所 一 精 度}

・fields{タ 田}

→ デ ー タパ ス

→ 検 証 シス テ ム

→ ツ ー ル

→ サ ポ ー トツー ル 、 支 援 ツ ー ル

→ エ デ ィ タ

→ 第4世 代 言 語

一2次 記 憶 シ ス テ ム

ー 高 解 像 度

一 高 精 度

→ 分 野
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専 門 用 語 の 不 十分 な訳 を見 る と、 大 別 し て次 の2種 類 の ケ ー ス が あ る と言 え る。

1)単 語 が 一 般訳 で な く専 門分 野 の用 語 訳 とす べ き場 合

tools/ツ ー ル 、editor/エ デ ィ タ、fields/分 野 等 が そ の例 で あ る 。 一 般 に こ れ らの 用 語 は 、

専 門 文 書 翻 訳 用 の 辞 書 で は一 般 訳 よ り優 先 し て専 門 分 野 の 用 語 訳 が 選 択 さ れ る よ う に す る

必 要 が あ る。editorな ど は計 算 ソ フ トウ ェ ア 関係 の論 文 で は"エ デ ィ タ"が 正 しい が 、他

の 場 合 に は

"編 集 者"の こ と もあ る の で
、 正 確 に は文 脈 を理 解 して訳 語 を選 択 す る必 要 が あ る。 また

上 記 に は記 さ な か っ た がTheTranslatorで はInthispaperの"paper"を"ペ ー パ ー・ と

訳 し てい る が こ れ は"論 文"が 正 しい 。 しか し これ も"紙"の こ と もあ る の で 正確 に は分

脈 に よ り選 択 す る 必 要 が あ る の だ が 、Thispaperpresents....,Inthispaper ,の と きは ほ

ぼ"論 文"で あ る 。 後 に 述 べ る よ うに 、 多 少 の翻 訳 の 品 の 低 下 を 許 容 す る な ら 、 す べ て"

ペ ー パ ー"と 訳 し て しま う の も、 この 問 題 に対 す る一 つ の対 処 法 で あ ろ う。

2)複 合 語 で専 門 用 語 と な る場 合

relationaldatabase/関 係 デー タ ベ ー ス 、datapath/デ ー タパ ス 、secondarymemory/

2次 記 憶 な どが そ の例 で あ る。 例 え ば 、"関 係 が あ るデ ー タベ ー ス"、"2番 目 の記 憶"

の よ うに一 般 語 と して訳 して も意 味 す る と こ ろ は必 ず しも 誤 りで な い が 、訳 語 の 品 を 向 上

させ る ため に は専 門用 語 を 選択 す る よ う にす る 必 要 が あ る。 こ の様 な 複 合 語 の 専 門 用 語 は 、

本 委 員 会 の 検 討 し た方 法 で 辞 書 の 充 実 が 図 れ る と思 わ れ る 。

(2)専 門 用語訳 の充実 に向 けて

計 算機 、情 報処 理分 野 の(既 存 の)専 門辞 書 を使 用 すれ ば、一 般辞書 使 用時 よ りも幾分

は質 が向上 す る と考 え られ るが 、 まだ不 十分 な レベ ルで あ る。 まず最新 のハ ン ドブ ッ クや'

用語 集 にま とめれ られて い る用 語 を専 門用語 辞書 に追加 、 補強す る必 要 があ る。 そ して本

委員 会 で検 討 した ような方法 に よ り、 一般 の訳語 とは異 な る専 門用語 を例 文 よ り抽 出 して

追加 、補 強 す る必 要が あ ろ う。 複合語 となっ て専 門用語 にな る場 合 は比 較的 この ア プ ロー

チが適合 す るが、 先の1)の 分 類 の よ うに一 般の意 味 を持 つ単語 が専 門分野 で特 有 の訳語

が適 切 とな る場合 に対 しては、 専 門家 の介在 によ りその よ うな単 語 を抽 出す る こ とが必要

とな り、か な りの 労力 を要 す るこ とにな ろう。

計 算機 、情 報処 理分 野 は急速 に進展 してい る分 野 で あ り、新語 も次 々 生 まれ てい る。専

門辞 書 の追 加 を進 めて も、 なか なか新 技術 、新用語 に追従 す るの は難 しい面が あ る。 かつ

て人 工知能 に関心 が高 ま った1980年 代初 頭 に、 人工知 能 の専 門家 で はない が技術 評論

や技術 翻訳 を行 っ ている人 が人工 知 能 の本 を翻 訳 し、"productionsystem"を"生 産 シ
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ス テ ム"と 訳 して 出 版 し失 笑 を か っ た こ とが あ っ た 。 これ は"プ ロ ダ ク シ ョ ン シ ス テ ム"

が正 しい。 この よ う に新 技 術 に 関す る新 英 語 用 語 は 、 そ の ま ま カ タ カ ナ 書 き に す れ ば 通 じ

る こ とが 多 い 。 思 い付 くま ま に そ の例 を挙 げ る と次 の よ う な もの が あ る 。

computerarchitecture/コ ン ピ ュ ー タ ・ ア ー キ テ ク チ ャ

operatingsystem/オkレ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ テ ム

workingmemory/ワ ー キ ン グ ・ メ モ リ

humaninterface/ヒ ュ ー マ ン ・ イ ン タ フ ェ ー ス

bus/バ ス

cachememory/キ ャ ッ シ ュ ・ メ モ リ

neuralnetwork!ニ ュ ー ラ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク

fuzzy/フ ア ジ イ

従 っ て よ く分 か らず 、 適 切 な訳 語 を確 定 で きな い場 合 は、 その ま ま カ タ カナ 書 き(あ る

い は アル フ ァベ ッ トの ま ま)と す る こ とが ひ とつ の よい 方 策 と な ろ う。 難 しい の は一 般 用

語 訳 も適 切 とみ な さ れ て しま う 場合 と の 区 別 で あ り、 これ に対 し て は専 門辞 書 の 充 実 で対

処 し な けれ ば な ら な い 。

情 報 処 理 分 野 とい っ て も広 く、専 門辞 書 も一種 類 で は 充分 で な い と思 わ れ る 。 どの よ う

に細 分化 す れ ば 良 い か は 現 在 の と ころ不 明 で あ る。
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表6-3-1既 存 の 英 日翻 訳 シ ス テ ム で行 っ た 日本 語 へ の 翻 訳

原文 翻訳文

[600006]:Tosolve血is,wehaveintroducethe

conceptofabstractdatatypeintotherelational

databaseandaredevelopingasystemsuppOning

thestructuralobjec卜orientedsystemand

behavioralobject-orientedsystem,indicatedby

[600006]:|lToが これ を解 き明 かすll

我 々が 関係 が あ るデ ー タベ ー ス に抽 象 的

デ ー タ タイ プ の概 念 を もた らす よ うに し

て、 そ して 開発 して い るll

systemsupportingll構 造 上 で あ るobject一

Dittrich,inaunifyingstate. orientedシ ス テ ム と1行 動 で あ るobl㏄t一

odentedシ ス テ ムll統 一 の状 態 にDit垣ch

に よって示 され る。

[600007]:Thispaperreportsadatapath [600007]llThisペ ーパ ー は、 抵 抗 器 移動

verificationsystemfortheresistortransfer レベルのか どでデー タ小 道証 明システム

leve1. を訴 え る。ll

[600008]:Inordertodevelopbusinesssoftware, [600008]llInビ ジ ネ ス ソ フ トウ ェ ア と コ

basictoolssuchascompilerandeditorand ンパ イラーような基本的道具 と編集者 と

supPorttoolsoperaUngonhostcomputerssuch 例 えば ホス トコ ン ピュ ー タ ー に影 響 を及

asthefo血hgenerationlanguage(4GL),parts ぼ しているサ ポー ト道具 を開発 しなさい

reclamationsupPortenvironmentanddata とい う命令ll前 方 へ世代言語(4GL)部

dictionary/directorysystem(DD/DS)havebeen 分 改心 サポー ト環境 とデー タ

usedconventionally. dictionary/dir㏄toryシ ス テ ム(Di)/DS)は

慣例 通 りに使 われた。ll

[600010]:Here,wehaveclarifiedontherelation [600010]llHerell2番 目 の 記 憶 シ ス テ

betweenthenumberofthesecondarymemory ムが高速検索 の意見 のポイ ン トか らイ

systemusedandthesizeofimagedivisionwhen メージ伝達 を促進 させ るこ とのため に

thesecondarymemorysystemisarrangedin 並列 で整え られて、 そ して建物への最

parallelfbrspeedinguptheimagetransmission, 適の価値の熱中で地図作成情報データ

丘omthepointofviewofhighspeedretrieval, システムを記述 した とき、我々が使 わ

andhavedescribedontheapplicationofoptim㎜ れた2番 目の記憶 シス テム とイメージ

valuesinbuildingmappinginfbrmationdata 分割 のサ イズの数 の間の関係 で清 くし

system・ た 。ll

[600011]:Inrecentyears,demandisonthe [600011]111n最 近 で あ る年ll要 求 が優 秀

increasefbrhigh-definitionandhigh-precision な インタラクテ ィブな特徴 の高所 定義 と

imageprocessingsystemsofexcellent 高所 精度 イメージ処理 してい るシステム

interactivefeatureinvariousfieldsnotonlyin の た め に 増 加 して い る ‖remote-sensingイ

・ ■ ■
remote-senslng皿ageprocessmg. メージ処理す るの中のだけで な く種 々の

畑 もll
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6.4科 学出版 にお ける 日英専 門語彙 の問題 点

1.技 術 用 語 の情 報 源

1.1形 態

(1)デ ー タベ ー ス

デ ー タ ベ ー ス は 原 文 献 を 機械 可 読 の形 式 で提 供 す る 。 デ ー タ ベ ー ス に は 過 去 の 、 ま た最

新 の 文 献 の 要 約 が 含 ま れ て い る。 ま た全 文(フ ル テ キ ス ト)を 扱 っ た デ ー タ ベ ー ス もい く

つ か あ る 。 文 献 使 用 の 際 、 必 要 な 著 作 権 な どの 許 可 は ベ ン ダー あ るい は デ ー タベ ー ス製作

者 か ら得 る こ とが で きる。 この よ う な場 合 、 ハ ー ドコ ピー を扱 う よ り諸 経 費 は は る か に少

な い 。

1)オ ン ラ イ ン ー 一 扱 え る範 囲 は広 いが 費 用 が か か る。

(注)一 ベ ン ダ ー ま た は デー タ ベ ー ス 製 作 者 の 協 力 を得 る こ とが 望 ま しい 。

用 語 辞 書 な どの 成 果 物 に 情 報 源 を明 示 す れば 宣 伝 に もな る の で 、 原 文 を 割 安 で、 も し く

は無 料 で提 供 して も らえ る 可 能 性 が あ る 。 ま た 情 報提 供 者 に、 編 集 に 楽 なKWIC方 式(キ

ー ワ ー ド ・イ ン ・コ ン テ キ ス ト方 式)で 文 献 を 提供 して くれ る よ う依 頼 す る こ と も考 え ら

れ る 。

2)CD-ROM-一 扱 え る範 囲 は広 く、 オ ン ライ ン よ りは 費 用 が か か らな い が 、 オ ン

ラ イ ンに比 べ て情 報 の鮮 度 は劣 る 。

(2)ハ ー ドコ ピ ー

コ ン ピ ュ ー タ で 使 用 可 能 な形 に す る た め に は 、 ス キ ャ ン した 後 、 ス ク リー ン で編 集 す る

必 要 が あ る 。 出 版 社(又 は 図 書館)か ら文 献 を 収 集 す る には 、 多 大 の 管 理 業 務 を要 す る。

そ の 上 、使 用 許 可 を出版 社 や 図 書 館 か ら得 る こ とが必 要 な場 合 もあ る 。

1.2内 容

1.2.11次 研 究 文 献

1.2.22次 研 究 文 献(レ ビ ュ ー)

1.2.3特 許(す で に デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ て い る 。)

2.技 術 用 語の選 択

技 術 用 語 の 選 択 に は,作 業 の 早 い 段 階 か ら文 献 を コ ン ピュ ー タ上 で 編 集 す る こ とが必 要

で あ る。 理 由 は次 の とお りで あ る 。

(1)database、database、data-baseの よ う に 同 じ こ と を 意 味 し て い て 、 つ づ りが 異 な っ
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てい る場 合 、類 義 語 辞 書 の 中 で相 互 参 照 さ れ る よ う に す る ため 。 又 、 用 語 集 に な っ た場 合 、

この 類 義語 辞 書 を 介 して 、 異 な る つづ りか ら も引 け る よ うに し て お くべ きで あ る 。

(2)1つ 以 上 の 単 語 の集 ま りに よ って 表 現 さ れ る言 葉 が1語 だ と認 識 され る こ と を確 実

にす る ため 。 この よ うな言 葉 の例 は 、

organicmolecularbeamdeposition(OMBD)、

eleolricfield-inducedsecond(一)harmonicgeneration(EFISHG)

な ど で あ る 。 加 え て類 義 語 辞 書 に は意 味 だ け だ は な く略 語 もそ え られ るべ き で あ る 。

(3)用 語 辞 典 の 見 出 し語 構 成 は 、 例 え ば1)electricfield・indeucedsecond(一)

harmonicgenerationな ら ばsecond(一)harmonicgenerationの 見 出 しに も含 ま れ て い る よ

う に 、又 、2)dop*ed,dop*ing,dop*antは 全 てdop*eの 見 出 し項 目 の 中 に含 ま れ て い

る よ うにす る。

編 集 の担 当者 の 条件 は、

a)日 本 語 を 母 国 語 と し英 語 に 堪 能 な こ と、 又 は、 英 語 を 母 国語 と し 日本 語 に堪 能 な こ と、

b)あ る程 度 技 術 的 な経 歴 を持 っ て い る こ と 、

の2つ を満 た して い る こ とが 大 切 で あ る 。

コ ン ピュ ー タ の ス ク リー ン上 で の 編 集 に 最 も便 利 な の はKWIC(キ ー ワ ー ド ・イ ン ・コ

ンテ キス ト)シ ス テ ムで あ る。 共 通 語 の 削 除以 前 に ま ず 編 集 が 必 要 だ と思 わ れ る。

3.翻 訳

.3,1現 在 の 問 題 点 と予 想 され る 問題 点

日本 語 で 発 表 さ れ た 国 際 的価 値 の あ る科 学研 究 で外 国 人研 究 者 が 簡 単 に利 用 で き ない も

の が 数多 くあ る こ とは明 ら か で あ る。 そ の 原 因 は 、第1に 外 国 人 は一 般 的 に 日本 語 の 知 識

が な く、 日本 語 の 文 献 を読 む こ とが で き ない こ と、 第2に 外 国 の図 書 館 は 、 概 して 日本 の

出版 物(ハ ー ドコ ピー もデ ー タベ ー ス化 され た もの も)を 入 手 す る手 段 を持 っ て い な い こ

と(た だ し 、 英 語 の ア ブ ス トラ ク トが デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス で引 け る こ と が あ る が)。

第3に は、 日本 人 の 著 者(特 に応 用 科 学 と医 学 の研 究 者)の 中 に は、 論 文 を 英 語 で 書 くこ

とが 苦 手 な こ とが あ る た め で あ る 。

こ の点 に 関 して 、 我 々 の 経 験 で は、 日本 人 の 研 究 者 は 自分 の 英 語 力 を過 小 評 価 して い る

とい う こ とが あ げ られ る。 実 際 に は、 技 術 的 内 容 を伝 え る ため に必 要 な だ け の 語 学 力 は 充

分 に あ る。 科 学 文 献 は シ ェ ー クス ピ ア で は な い の だか ら。 あ る 意 味 で は、 科 学 の た め の 国

際 的 言 語 は ブ ロ ー ク ン ・イ ング リ ッ シ ュ で あ り、 英 語 を母 国 語 とす る 者 は こ れ を許 容 して

い る 。 それ に、 図 や 表 が 最 も重 要 な こ と も少 な くな い の で あ る か ら。
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3.2時 間 ・質 ・市 場 の 制 限

(1)目 的

適 当な費 用 と時 間内 で正確 な英 語版 を作製す ること。

(2)方 法

で き るか ぎ り原 文 の分 野 と同 じ分 野 を 専 門 と す る翻 訳 者 に訳 を頼 む 努 力 を す る(そ れ が

い つ も可 能 とは限 らな い)。 翻 訳 は全 て 高 い費 用 が か か る もの で あ る 。全 費 用 の60%以 上

が 翻 訳 費 で あ る とい うの は 典 型 的 だ。 そ の ため 一刊 行 物 を世界 規 模 で 数1000部 程度 発

行 す る科 学 出 版 社 に と って 、翻 訳 費 を ど れ だけ 少 な くお さえ ら れ る か が 出版 の 可 否 の決 定

要 因 とな る 。 翻 訳 費 を 最低 限 にお さ え る に は次 の よ う な 方法 が あ る。

1)原 著 者 に原 稿 を英 語 で 書 い て も ら い、 こ れ に出 版 社 が 手 を加 え る 。市 販 の ワー プ ロ ・

プ ロ グ ラ ム に含 ま れ て い る ス ペ リ ングの 照合 や 文 法 の 照 合 機 能 は非 常 に役 に 立 っ

て い る。

2)翻 訳 費 を支 援 す る外 部 の組 織(例 え ば通 産 省 や そ の他 の 政 府 機 関)を 探 す 。

3)出 版 社 が 翻 訳 を行 う場 合 は 次 の よ うな方 法 を採 用 して い る。

a)著 者 に、 文 献 の 中 に出 て くる主 要 技 術 用 語30語 以 上 に英 訳 を つ け て も ら う。

(<表6-4-1>、<表6-4-2>、<図6-4-1>参 照)

b)技 術 関係 の知 識 の あ る翻 訳 者 を 募 り、 著 者 よ り提 供 され た用 語 の リ ス トを 参 考 に

して も ら う。

c)著 者 に訳 文 を点 検 して も ら う6

d)本 文 の訂 正 、 活 字 組 み を 容 易 に す る た め 、翻 訳 者 に は原 稿 を フ ロ ッ ピー デ ィス ク で

提 出 して も ら う こ と を奨励 す る。 しか し、 そ の 場 合 、 デ ィス ク の不 整 合 、 著 者 と

翻 訳 者 が コ ン ピ ュ ー タ に不 慣 れ な 可 能 性 が あ る こ と を 考 慮 して 、 著者 も翻 訳 者 も

デ ィ ス ク に はハ ー ドコ ピー を必 ず 一 緒 に 添 え て も ら う。

4)技 術 文 献 の機 械 翻 訳 は ま だ実 用 的 で は ない と思 わ れ る。 日本 の い くつ か の 大 企 業 とテ

ス トを行 っ た印 象 で は、

a)コ ン ピュ ー タ の辞 書 に含 ま れ て い な い多 数 の用 語 を手 作 業 で 挿 入 しな けれ ば な ら

な い こ と、

b)機 械 翻 訳 に か け る 以 前 に大 変 な手 直 し作 業 が必 要 な こ と、

c)完 成 す る ま で 時 間 が か か る こ と、

d)機 械 翻 訳 後 、 原 文 と照 ら し合 わ せ て さ ら に編 集 す る必 要 が あ る こ と、

な ど が あ げ られ る 。
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表6-4-1 専門用語の英訳例 (固体物理分野)

日本語 英語

スピン一重項状態 (spin)smglets恒te

AD変 換器 A/Dconvenor

吸収係数 absorpUoncoeffCient

音響 フ ォノ ン acous1icphonon

角振動数 angularfrequency

反射型 backward

結合エネルギー bindingenergy

ボーア半径 Bohrradius

キ ャ リア散 乱 ..
ca「了1e『scatte「mg

局在長 charac㎏hsUclocalizaUonleng吐1

固有幅 characteristicwid山

へ き開 cleave

コ ヒ ー レ ン ト coherent

コ ヒー レン トな 重 ね合 わせ coherentaddition

コ ヒー レン トな領 域 coherentvolume

複素振幅 complcxamp|itudc
噛

凝縮系 condensedmedia・

伝導帯 conductionband

クラ イ オス タ ッ ト cryostat

結晶場 crys脇lfield

結晶群 crystallographicgroup

遅延時間 delayUme

密度行列 densitymaロix

対角成分
9

L

「
diag。nale|em㎝t

回折強度 difWactedintensity

色素溶液 dyesolutlon

動的振舞い dynamicalprocess

交換相互作用 exchangeinteraction

励起密度 excitatlondcnsity

励起子構造
.

eXCI瞑)nstructure

フェ ム ト秒 fcmtosecond

透過型 forwardd

1/2波 長版 halfwavclengthplate

強励起効果 highdensi【yeffcct

正孔 hole

均一な広がり
・

homogencousbroadcning

III-VI族 層 状化 合 物 半 導 体 III-VIlayercdcompoundsemiconductor

不均一な広が り inhomogeneousbroadcning

化学反応初期過程 initialproccssofchemicalreacLions

バンド間双種子遍移 interbanddipoleロansilion

干渉 interfαence

対称中心
㊨,
mve「Slonsy㎜e口y

ロ ッ クイ ンア ンプ lock-inarnplif]cr

発光効率 luminescenceemccncy

マ ジ ック角 magicanglC

多形 modincation

無幅射過程 nonイadialiveproccss

'⇔P.

非線形光学効果
...--

nonlinearopUcalc{'lbct

占有数 occupationIlulnbcr

非対角要素 o∬-diagonalclemcn1

光誘起グレーデイング opUca|induccdgra【ing

光学的に許容 opUcal|yallowcd

光学的に不活性 opticallyinactivc
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表6-4-1 専門用語の英訳例 (固体物理分野)続 き

日本語 英語
　
OrientaUOnalrelaXatiOn配向緩和

振動子強度 oscillaロ。rs鵬n8山

受動モー ド同期 passivelymode40cked

位相共役波 phasecor加gatedwave

位相緩和過程 phaserclaxationprocess

相転移 phasetransition

フ ォノ ン
.

phonon

光電子増倍管 photomulUplier

偏光 polarization

分極 polarization

分布数緩和過程 populadonrelaxationprocess

ポ テ ンシ ャル potenUal

4重 に縮退 qua(㎞plydegenerate

量 子 ビー ト quant㎝beat

擬二次元励起子 quasi-two-dimenUonal exciton

幅射寿命 radiaUvel晩time

輻射過程 radiativcprocess

再結合 recombinaUon

相対時間 relaUve(dclay)t㎞e

規約表現
.

rcprcsentaUon

共鳴媒質 resonantmedia

散乱係数 scat㎏ringcocmcient

単結晶 singlecワstal

空間的な拡散 spaUaldiffUsUon

分光器 q)eCU'ometer

スピン緩和時間 spinrelaxadont㎞e

スピン反転 spinrevcrsal

スビンー軌動相互作用 spin-orbitinteraclion

積層 stacking

積層不整 stackingdisordcr
一

誘 導 フ ォ トンエ コー stiInu】atodphotonecho

構造動力学 s町u鋤raldynamics

麺 substrale

超格子 sup〔汀la山ce

超放射 supcrradi《mce

時間分解能 tcmporalresolution

熱 的 グ レー テ ィ ン グ 山ermalgrating

チ タ ンサ フ ァイ ヤ Ti:saPP而re .

時間分散縮退4光 波混合 time-resolveddegenera肥 four-wavemixin8

トラ ンス フ ォー ム リミ ッ ト transfbrm-limited

過渡的な
.

UanSlent

遷移
'●

町ans山on

重心質量 ぼanslationalmaSS

一　

並進対称性 Uansladona|symmc肛y

三重項状態 汀ipletsta【c

2準 位モデル tWO-levelmodel

価電子帯 valcnceband

ワニア励起子 Wannicrcxciton

波動関数 wavefunction

波長可変 waveleng山 【unable

ゼ ー マ ン 位 Zeemanlcvel
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表6-4-2 専門用語の英訳例(地 熱学分野)

噛

`

-,

日本語 英語

,・

地熱地帯
　　　

geothemalar田

熱抽出型地熱開発 geothemalenergydevelopmentbyheatexロaction

熱伝達問題 he組 ㎜s允rproblem

地熱流体採取型地熱開発
geothermaＬenergydevelopmentbyfluid-tapping

火山性地熱 vok迦cgeothemalIresources

深層熱水 nOn-vOICaniCgeOthemalreSOUI℃eS

熱水還元 reir亘㏄tionofgeothemalnuid

配管系 ..

PIPIngsystem

同軸熱交換機 Down-holecoaxialheatcxhanger

限界抽出熱量
.

ma刈mumenergyaba且ablefbruse

地熱貯留層
「

geothemalrcservoir

伝熱量 Transfbredheat

飽和 した一様な多孔質体 nuid-sau圃eduni向mpomusmedium
-

ヒー トパ イプ集熱部 evaporatcrofh斑pipc

強制対流 fbrcedconvecUon

自然対流 natu】匂」convection

定常熱伝達 steadyheattransfer

混合対流 mixedconvecUon

熱交換 heatexchange

質量保存則 massconse「V砿ion

運動量保存則
・

mOmentUmCOnSeWaUOn

熱力学的手術状態 thermodynamic司lyCqudibriumstatc

エネルギー保存則 ・
enel8yconscrvaUon

軸対称 ωdallysymmctric

流線関数 s氏amfunc60n

温度境界層 thmalboundarylaycr

相似変数 similarityvariable

常微分方程式 ordinarydifl>rcndalequadon

局部相似解 lOCaUySimUarSOIUtiOn

熱伝達係数 heattransfbrcoeflicicnt

最小二乗法 methodoflcastsquares

偏微分 pardaldirfbrendation

格子点 gridpomt

非線形座標変換.・ nonUnearcoordinale【reansfbrma60n

等温壁 isothemalwall

対流項
・

conv㏄tlonterm

電熱工学の分野 heart剛1sfCrncld

数値計算実験 numcricalexperiment

工業技術院 AgcncyofIndusm品ScienccandT㏄hnology

、
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G&B英 文誌翻訳資料(第7回LST学 会大会講演要 旨)

講演番号 1-A-11

講演題 目(英 語) DevelopmentofTaperedPolymerGraftasCompleteIntraluminalRingedGraft

著者名及び所属
(英語)

TakayukiTsUii*,IchirouKan*,ToshiroFUiimoto**,SusumuShimooki**,YoUiiImai*,

andEtsuoYoshikawa***

*h】sdtuteforMedical&Dcn楓IEngin㏄ring
,TokyoMcdica1&Dcn瞼1Univcrsity

**SouthJapanHealthCcn【er
,FujimotoHospiロ1

.

***KaneboCo .

専門用語 日本語 英語

完全内挿入型人工血管 completeinterluminalgraft

テイパー型人工血管 tapcrcdgrart

圧平 collapse

モ ノ フ ィラメ ン ト吻合 糸 monofilamcntsuturc

血管造影 anigiograhy

端々吻合 end-to-cndanastomosis

頚動脈 caroUdancry

ポ リ エ チ レンテ レフ タ レー ト(ダ グ ロ ンpolyc山ylcnetcrcph山alatc(Dacron)

吻合 anastomosis

血栓形成 thrombusformation,

血栓で閉塞 c1αtcd

小 口径人工血管 smallcalibcrcdgraft

大動脈 aorto-corollarybypass

抗凝固剤 anticoagulant

抗凝固管理 con江010fanUcoagulant

末梢側の penphcra1

椎骨動脈 venebralaπery

テイパーの勾 配 tapergradiCllt

キ ー ワー ド

(4語)

taperedgrafLcomplctcintraluminalgraft,thrombusfomation,anastomosis

図6-4-1専 門用 語の英訳例(医 学分 野)
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6.4科 学出版 における 日英 専門語 彙の問題点(原 文)

PROBLEMSINJAPANESEANDENGLISHTECHNICALTERMSFROM

THEPERSPECTIVEOFSCIENTIFICPUBLISHING

1Sourcesoftechnicalterms

l.1Form

l.1.lDatabases

Wouldallowsourcetextstobemadeavailableinamachinereadableformat .Source

textsfromdatabaseswouldconsistofabstractsfromcurrentandexistingliterature .Some

fulltext(completepapers)databasesarealsoavailable .Anypermissionsrequiredfortext

releasecouldbeobtainedfromeitherthehost(vendor)orinformationprovi(たrs .

AdministrationwouldbeconsiderablyIessthanusinghardcopy.

1.1.1.lOn-line.Comprehensive,butexpensive.

NOTE-Possiblyahostorinformationpπ)vidercouldbeinvitedtojointheproject .

Anofferoffreepublicityinthefinalproductmaypersuadethemtoprovidesourcetextsat

areducedrate,orfreeofcharge.Ahostmightalsobepersuadedtoprovidetextsina

keywordincontext(KWIC)formatforeasyαditing..

1.1.1.2CD-ROM.Comprehensive;cheaperthan,butnotasuptodateas,on-lineservices .

1.1.2HardcopyWouldrequirescanningandonscreeneditingtoobtaintextsinamachine

readableformat.Assemblyofmaterialsfromthepublishers(orlibraries)wouldreqUire

exterisiveadministration.Permissionsmayberequired丘omthepublisherorlibrary.

1.2Content'

1.2.1Primaryresearchliterature

1.2.2Secondaryresearchliterature(reviews)

1.2.3Patents(readilyavaila1〕leondatal)ase).

2Selectionoftechnicalterms

On-screeneditingofsourcetextsisrequiredatanearlystageduringthesel㏄tion

processforthefollowingreasons.

2.1 ToensurethatthesameconceptexpressedindifferentformatsofwordSarecross-
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referencedinathesaurus,e.g.database;database;data-base.Inthefinalformofthe

glossary,allpermissiblevariant⑨shouldbeavailabletosearchersviathethesaurus.

2.2T。ensu、ethatc・nceptse・pressedi・m・ltiplew・ ・dsa・e・ec・g・i・edas・neentity・e・9・

・・gani・m・1ec・1・ ・beam㏄P・ ・iti・n(OMBD);・lect・i・fi・ld-i・d・ced・ec・nd(一)h・ ・m・ni・

9・n・ ・ati・n(EFISHG).1・additi・ ・t・th・f・11・ ・ncepら ・bb・evi・ti・n・f・ ・thec・ncept・h・uld

alsoappearinthethesaurus.

2.3Toformulateheadwordstructure,examples:1)electricfield-induoedsecond()harmonic

generationcouldappearundertheheadwordsecond(一)harmonicgeneration;2)dop*ed,

dop*ing,dop*antcouldallappearundertheheadworddop*e.Thequalificationsofthe

person(s)doingtheeditingshouldbe:a)firstlanguageJapaneseorEnglish,withfluencyin

theotherlanguage;b)sometechnicalbackground.Themostconvenientformatforonscreen

editingwouldbetheKWICsyst㎝.Editingwouldprobablyberequiredbeforethedeletion

ofanycommonwords.

3Translation

3.1Theproblems-realandperceived

ItisclearthatthereismuchrelevantscientificworkpublishedinJapanesethatis

notreadilyavailabletowesternreaders.Thereareseveraldifficulties:1)westernrea(おrsare

notingeneralacquaintedwiththeJapaneselanguageandcannotreadJapaneseliterature;2)

westernlibrariesdonotingeneralhaveaccesstoJapaneseliteratureineitherhardcopyor

machinereadableformat(althoughEnglishlanguageabstraCtsmayreachcertaindatabase

services);3)Japaneseauthors(particularlyintheappliedsciencesandmedicine)mayhave

difficultiesinpreparingmaterialinEnglish.Regalding3),itisourexperiencethatmany

Japaneseauth・ ・s・e・y・ftenh・ ・eap・ …pi・i…fth・i・ ・w・li・g・i・ti・ ・kill・ ・wh・ ・ea・i・

facttheseskillsareadequateenoughtoconveyatechnicalmessage.Scientificliteratureis

notShakespeare!Tosomeextent,theinternationallanguageofscienceisbrokenEnglish,

andnativespeakersarepreparedtomakeallowances.Oftenfiguresandtablesarethemost

usefulinanycase.

3.2Time,quality,andmarketconstraints

3.2.1Aims.Toproduceaccuratetranslationsatreasonablecostandwithinacceptabletime

limits.
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3.2.2MethodS.Translatorswhoareexpertsinthefieldinquestionmaynotbeavailable
,

althoughweattempttomatchtranslatorandsourcematerialasfaraspossible .All

translationisexpensive.A⑨apercentageofthetotalofallproductioncosts
,Ievelsof60%

andabovearetypicaLForaspecializedpublisherwhosesalesworldWidemaybeof山eorder

ofth皿sands,minimizationoftranslationcostsmaythereforedeterminewhetheraparticular

projectbecomesviable・Thereareseveralwaysinwhichtranslationcostscanbeminimized.

3.2.2.lAuthorsoftheoriginalpreparetheirowndraftsinEnglishfor'polishing'bythe

publisher.TheavailabilityofspellingandgrammarcheckersincommerciallyavailableWP

programshashadasubstantialimpact.

3.2、.2.20utsidesupport(e.g.丘omMITIorothergovernmentorganizations)issoughtto

underwdtetranslationcosts.

3・2・2・31n
.caseswhe「et・an・1・ti・ni・t・beund・rt・k・nby・h・p・bli・h…w・h…ad・pted血 ・

'

followingmethods:

a)authorsarerequestedtosupPly300rsoequivalentsofJapaneseternsusedintheir

workinEnglish(examplesl,2,3areattached);

b)translatorswithatechnicalbackgroundarerecruite(landsuppliedwiththeauthors'

listsofterms;

c)draftsareapProvedbytheauthors;

d)translatorsareencouragedtosubmittheirworkon'diskforincorporationof

correctionsandforconversion ,topagesbytypesetters.However,problemsof

compatibilityofdisks,andunfamiliaritywithcomputerhardwareonthepartsofboth

au・h・ ・sand・ ・an・1・t・ ・sm・k・i・ ・㏄essa・y・ ・i・ ・i・・th・ ・h・ ・d・ ・pyacc。mpanyany'di、c、

submitted.Atthepresenttime,figuresarebeinghan(iledmanually .

3.2.2.4Machinetranslationmaynotyetbeapracticaloptionfortechnicalmaterial .

SeveraltestshavebeenundertakenwithmajorJapanesecompanies,andourimpressions

were:

a)anextensivenumberofmanualinsertionswererequiredfortemsnotfoundinthe

dictionary;

b)extensiveeditingwasrequiredbeforethesystemwouldacceptthetext;

c)extensivedelaybeforedelivery;

d)editingandreferencetotheoriginalwasstillrequiredonthefinaloutputtoensure

comprehensibility.
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7.結 論

本 調査研 究 は、 先端科 学技術 分 野 における機械翻 訳用専 門用語 辞書 を効 果的 に作成 する

ため の手法 を検討 し、そ れ に伴 って電子化辞 書作成 の ため の基礎 デー タ を提供 す る こ とを

目的 と して 、今 年 度作 業 を続 けて きた。

当初 に計 画 した年度 内 の作業 事項 はおおむ ね計画 通 りに実施 す ることがで きた と自負 し

てい るが、 一方、 実 際の テキス トに当 たって み て予 想 して い なか った結 果 も得 られ た。 こ

れ ら をふ まえ て、 これか らさ らに2年 にわ た る研究 期 間 を念 頭 におい て、本 年 度 の研 究成

果 を概括 してみ た い。

まず、本 年度 は3年 間 にわた る計画 の初年度 と して、英 文文献 にお け る用語 の頻度 分析

に力 点 をお いて計 画 を立 てた。 この方 法 にお ける特徴 は、 用語辞 書 を1回 の調 査 で作 りき

りにせず、 継続的 な統計 処 理 を テキス トに施 してい くこ とに よ り、軽 い作業負 荷 で最 新 の

用語 体系 を把握 で きる ような手法 を確立 す ると ころに ある。

第3章 に おける検 討 の成 果 を まとめ る と以 下 のよ うにな ろ う。 まず 、先 端技 術 分野 と し

て、材料、 エ レク トロニ クス、情 報の 三つを選 んで作 業 したが、結果 的 にこれ ら分野 に共

通す る手法 を見 い 出す こ とがで き、 これ以外 の分野 につい て も本 年度 の作 業の成 果 を その

まま適用 で きる見 通 しを得 てい る。従 って、分野 を広 げる ことは基本 的 には量 的 な問題 に

帰着 された と考 え て よいで あ ろう。

用 語 を分 析 ・選 択す る ため に必要 な各種 の補助辞 書 が整 備 され て きた ことを次 の成 果 と

した い。例 えば、 既存 の対 訳辞 書 の統合 とそ の有効 性 の指 標 を得 られ た こ とに よ り、今 後

にお ける本 格 実務 を考 え る場合 に大 い に参考 になる。 また、英文 の文法 語 の リス トな ど基

礎 的 な ツー ル群 の 整備 が行 なえた ことも重要な成 果で あ ろう。

第4章 は、実際 の頻度 分 析 を説 明 してい る。単一 出現 、 文内 の同時出 現 、 さ らには 出現

の時系列 変 動の分 析 を行 なった。前 の2手 法 は、当該分 野 で多用 され る語 お よび その組合

せ を統計的 に掬 うための 方法 と して考 えて きたもの で あるが、実 際の テ キス トに当た って

検 討 した結 果、基 本 的 な考 え方 と して の有効 性が十分 に示 された といえ る。 こ こで敢 えて

指 摘 す れば、今後 検 討 を続行 す べ きこ とは例 えばス トップ ワー ドの選定 等 、技 術 的 に細 か

な部 分 の調 整 と高 精度 化 で ある。

一 方、時 系列分 析 で は 、用語 の使用 頻度 を時系列 的 に見 てい く手法 を提 案 してお り、本

プロ ジェク トが意 図 して い る 「生 きた用語 の選定」 とい う 目標 に適合 した用 語 を選 ぶ基本

方式 が明 らか にされ ている 。

第5章 で は、本 年度 の プロジ ェク トを進め る過程 で、言語処 理 を行 な う新 しい方法 を包

括 的 に論 じてい る。 ここでの主 眼 は、 テキス トの形 態 的な 要素の み に着 目 して 、で きるだ

け効 率 的な加工 を行 ない 、複 合 専 門語 の選定 の過程 を簡 単化 す る手法 を提案す るこ とにあ

る。 結 果 につい て は、本 文 にて詳細 に論 じられてい る通 りであるが、機 械 的 にで きる手法

と して相 当 に洗練 され たもの を作 る ことがで きた とい え よ う。
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第6章 で は、 これ まで の視 点 とは異 な り、 本年度 調査 した3分 野 につ い て専 門家 の観点

か ら、専 門用 語の 特性 を論 じて い る。 分 野 ご とに、 詳 しく検 討す れば極 め て興 味深 い さま

ざま な事例 が あ るが、分 野 を越 え て共 通 す る課題 を まとめ ると次 の2点 にま とめ るこ とが

で き よう。 まず第1点 は 、数字 、記号 等 か ら なる用 語 も重 要で あ るこ とであ る
。略語 もこ

れ に含 め て考 え られ よう。第2点 と して 日常 語 がそ の分 野 に限 っ た意味 で用 い られ る も多

い。 この二 つ を 自動翻訳 では考 慮 して おかな ければ 、専 門 家 に受 け入 れ られ る翻 訳 は難 し

いで あ ろう。 また、辞書 として も、単 に対 訳 ではな く、概 念範 囲 が 日英 で異 な る こと もあ

り、分 野別 に用語 の カバ ーす る範囲 を調 整す るこ と も実際 には必 要 にな って くる可能性 も

ある。

以 上 に要約 して きた第3章 か ら第6章 で詳 細 に論 じられ ている具体 的 な議論 をま とめる

と、 基本 的 に本 調査研究 で提 唱 して きた専 門 用語辞 書作成 手法が 、十分 効 果的 で有効 であ

るば か りか 、経費 的 にも他 に考 え られ る方法 と比 べ て遜色 の ない もので あ るこ とが実 証 さ

れ た といえ よ う。 本年度 は、英 語 の用 語 の分 析 を集 中的 に行 なっ て きた が、 この成 果 を受

け て、当初 の計画 にある2年 次以 降の計 画 の実 現 の見 通 しが高 まった といえ る。
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8.今 後 の 展 望

本 報 告 書 の各 所 に は 、 本 調 査 研 究 を よ り完 成 度 の 高 い も の に す るの に 有 効 な ア イ デ アが

記 述 され て い る。 本 章 で は 、今 年 度 の 作 業 の 過程 で 発 見 さ れ た さ ま ざ ま な事 項 の うち 、 特

に2年 次 以 降 の作 業 で 活 か す べ きで あ る事 項 に つ い て、 比 較 的 自由 に論 じて 、 重 要 な検 討

課 題 の提 案 と した い。

自 動 翻 訳 にお い て 最 終 的 に期 待 され るの は 、 テ キ ス トの 比 較 的 小 さ い 範 囲 内 の コ ン テ キ

ス トを意 識 した翻 訳 で あ り、 そ れ に応 じた用 語 の適 切 な選 択 機 能 が 望 ま れ る。 しか し、 実

際 の と こ ろ 、 そ こ まで の 翻訳 技 術 レベ ル に達 す る に は、 ま だ か な りの 時 間 を要 す る と考 え

ざる を得 な い 。 そ こで 、 次 善 の 策 と し て は、 テ キ ス トの分 野 に な るべ く適 合 した翻 訳 用 語

の辞 書 を作 る こ と に よ っ て それ に 近 い性 能 を得 よ う とす る こ と に な る 。

本 調 査 研 究 で は 、 ま さ に こ こ を狙 っ て お り、統 計 的 な手 法 を用 い る こ と に よ り専 門 用 語

の候 補 を抽 出す る ため の 一 般 的 手 法 を 見 い 出 して い る。 こ の手 法 は 一般 性 を持 つ こ と が本

年度 の研 究 成 果 と して得 られ て い る。 この 手 法 を比 較 的狭 い分 野 ご と に 適 応 し てい け ば 、

所 望 の分 野 別 辞 書 が 得 ら れ る の が 、最 大 の利 点 で あ る。 そ の た め には 、 良質 の 原 デー タを

分 野 別 に か な り多 量 に集 め て処 理 す る こ とが必 要 に な って くる と思 わ れ る。

次 の課 題 は 、 ス トッ プ ワー ド、 さ ら にス トッ プ フ レー ズ に よ る 文 の 語 群 へ の 分 離 に よ る

複 合 語 選 択 の 効 率 化 で あ ろ う。 第5章 で 論 じ て い る方 法 を性 能 向 上 し て い くた め に は、 適

切 な 文 法 用 語 の 辞 書 を整 備 して い く必 要 が あ る。 こ れ に力 を入 れ る こ と に よ っ て 、本 計 画

の 成 果 が よ り大 き な もの に な る と期 待 さ れ る。

一 方 、統 計 的 な 手 法 や 、 アル ゴ リズ ム につ い て は 、 本 年 度 の 実 作 業 に よ りか な りの 程度

の経 験 を得 た の で 、今 後 に おい て は それ らの連 係 を 図 っ た シス テ ム化 が必 要 で あ ろ う。

例 え ば 、 す で に 蓄積 さ れ て い る分 野 別 用 語 辞 書 と の照 合 に よ り、新 規 用 語 の 候 補 を よ り

少 な い 数 へ 絞 っ て い く こ と も可 能 で あ ろ う し、 また 有 効 で あ ろ う。 この よ う に 過 去 の 成 果

の積 極 的 ・継 続 的 利 用 に よ る新 規 用 語 選 択 の効 率 化 が 一 つ の課 題 で あ ろ う。

本 年度 は 、 日英 翻 訳 の た め の 辞 書 整 備 の基 本 手 法 が 明 ら か に な る と と も に 、 相 当 の 統計

デ ー タ を 得 た こ と が 、2年 次 以 降 の作 業 を成 功 に 導 く強 い 基 盤 とな っ て い る とい え る。

1992年 度 は これ ら を ふ ま え て 、 其 日 の用 語 収 集 選 択 手法 の統 合 と シ ス テ ム化 が 必 要 で あ

り、 一 方 で は 日英 の 対 処 方針 の 実 証 的 検 討 が 必 要 で あ る。 第 一 義 的 に は 、 本 年 度 の成 果 で

あ る 某 日対 訳 辞 書 を逆 引 き にす る こ と に よ り、 日英 辞 書 の 原 案 が で き る と考 え られ る 。 た

だ し、 こ れ だ け で は精 度 の 高 い 翻 訳 に使 え る 辞 書 と は い え ない 。 必 ず し も逆 操 作 に よ る だ

け で 容 易 に 実 現 で きる と は考 え られ な い の で あ る。 したが っ て、 薬 日の 特 徴 と 日英 の 特 徴

を比 較 分 析 す る こ とが肝 要 にな ろ う。
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さらにこれ を進 め て精激 化 す る こ とが1993年 度 の大 きな課題 で あ ろう。其 日、 日英 そ

れぞ れの手 法 を対 比分析 し、 よ り高度 で実用 的な手 法 を提 案 してい くと と もに、多 言 語 に

適用 して行 くため の一般化 を行 っ てい く必 要が ある。

本 年度 の作 業過 程 を振 り返 り、当初 の計画 を一層 深 く検 討す る と、以 上 の よ うな過程 に

よ り、 自動 翻訳 の ための 専門用 語辞書 整備 の ための総合 的 な指針 とシス テム化 が行 な い得

ると期待 さ れ る。
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JSWPR,S画 ㎎NationalM6et㎏,

MitmbiShiJukoGiho,

NECMagaz桓e,

NikkeiI虹6ctr◎11iCS,

OHMMagazine,

ProceedingsofJS(E】,

SocietyofI弘vil℃ 【un6ntalScience,

IinvironmentalScience,

The17thSeminarofJSWPR,

The24thAmualMθetingof

JSWPR,

The27thAnnualMbetingon

RadioisotOpesInthePhysical

The55thAnnualMeeti具gofSCEJ,

The65thAnnualMeet血gof略J,

Th884thSpringMeetingofThe

Rogθal℃hS㏄ 垣tyofResources

TheHitachiHyoron,

TheInd戚rialWaterInstitute,

JournalofWaterapdWagte,

Th6JourmalofI脇 】「,

Th6PI℃ceedillgsofth831th

A阻ualMeeti具goftheJapan

Th8Transactionsof皿CE.

TbSliibelRev垣w,

Ti'ansac:tionsofSHASE,

国 家 プ ロCommmicationsofORSJ,

ジ ェ ク ト

FEDJournal,

IPSJ,SIGReportSonDatabase

System・,

JapanindustrialTechnology

Asso(iati皿,J】TANθws,

JapanSoCletyofEnergyand

ResouraeSEne㎎yalldR6sources

JointConventionRecordof

Ins±itutesofEleCtricaland

=天王一一 一一三一ーーーー－VoL3-]卜3,

自動車技術

土木学会誌

日本機械学会誌

精密工学会誌

空気調和 ・衛生工学

水質汚濁研究

三菱重工技法

NECマ ガジン

日経エ レク トロニクス

OHM

土木 学会論文集

環境科学会誌

日立評論

用水と廃水

電気学会誌

電子情報通信論文誌電子情報通信
論文誌

東芝レビュー

空気調和 ・衛生工学会論文集

VoL44-8,

10,

VoL75-3,5、

10,

VoL93-860,

863,

VoL56-10,.

VoL63-6,8,

64-4,6,9,

VoL12-5～11,

13-3～9,

VoL27-4,

Na97.

Na496-512,

VoL77-10,

N駄417ノ 皿－

r3,～No.421ノ

▽6L3-2,3,

VoL72-8,9,

VoL31-

6-32-9,

VoL110-3,

VoLJ73-B-1-

10,B－ 皿一10,

VoL45-3,

NO.43,

但

ρ

田

如

32

60

鮪

7

9

2

329

46

77

8

243

168

587

103

10

49

110

47

412

316

匂
U

(5

3

1

9
V

8

2

4

105

π

1

20

3

4

9

4

6

25

2

1

2

3

8

オペ レーシ ョンズ ・リサーチ

FEDジ ャーナル

情報処理学会データベース ・シス
テム研究会研究報告

JITANews

エ ネルギー ・資源

電気 ・情報関連連合 大会講演論文

集

一118－

Totalfor環 境:

VoL35-10,

VoL1-1,2,

Nα8,工1,

VoL11-5,

S21,

3,883

B

21

臼

田

23

44

659

-
凸

◎
V

唱⊥

2

3

1



付 属 資 料1 参 考 調 査 分 野 の調査 対 象 資 料(続 き)

分 野 英 文 誌 名 和 文 誌 名
一"

Nas=lc-f"JourmalofJapanS㏄ietyof水 文 ・ 資 源 学 会 誌

ジ ェ ク トH3rdrology&WaterResourceq

JRDCERATOSymposia,AbstractS

ofPrusentations,

NikkeiCommunicati。ns,日 経 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

NlsrmAnnualReport:1988,

OHMMagazine,OI・IM

ResearchandDeveleprnent

」』tionforIfUtureMectron

SCRA,Proceedingsofthe

ConfereneeontheAChievernentSof

SlmJ,GeotomographySymposium,

SunshineJournal,サ ン シ ャ イ ン ジ ャ ー ナ ル

TheJournalofIEEJ,一 電 気 学 会 誌

TheLaserSodetyofJapan,Theレ ー ザ ー 研 究

ReviewofLaserE㎎ 血eer辻19,

巻数,号 数 収録論文数 調査論文数

VoL3-3,

Part1～4,

Nα89,

VoL77-10,

VoL且 一2,

VoL110-9,

VoL18-8,

22

53

1

妬

-

0

7

4

且

26

1

2

1

1

2

1

4

3

1

2

1

9
一

喝⊥

Totalfor国 家 プ ロ ジ ェ ク ト: 335 66

航 空 ・宇IillectroMagnetic('nmpatib皿ity,

宙 技 術

面 四,T㏄ ㎞icalReporton

Ant6nnas&Propagation,

IEICE,TechnicalRθporton

CompollelltPartsandMaterialS

IEICE,TechnicalReporton

SateUiteTelecommunieations,

IPSJ,・SIGReportsonInformation

SyStemns,

IShikawajima-HarimaEngineeri㎎

Rev垣w,

1'TEEofJapan,Tedh【iiCalReporton

RadioandOpticalFiber

JapanindustrialTechnology

AssoClation,J皿AN6ws,

JapanSoCietyofCorrosion

Engineering,CorroSion

JointConventionR㏄ordof

InstitutesofElectricaland

JournalofJSAE,

JournalofJSASS,

JournalofJSME,

Kawa田kiT㏄hni《 凪ReviSw,

沌tsub姪hiDenkiGiho,

NALNews,

Proc6edingsofJSCE,

Proeeedingsofthθ34thSpacθ

ScionoesandT㏄hnology

The6thArnualMeetingofJSASS,

TheJournalofIEICE,

The「1'ransactionsofIE[【CE,

Word-prms)rFan,

EMC

電子情報通信学会アンテナ ・伝播
研究会技術研究報告

電子情報通信学会電子部品 ・材料
研究会技術研究報告

電子情報通信学会衛星通信研究会
技術研究報告

情報処理学会情報システム研究会
研究報告

石川島播磨校報

テレビジョン学会無線 ・光伝送研
究委員会技術報告

JITANews

防食技術

電気 ・情報関連連合大会講演論文
集

自動車技術

日本航空宇宙学会誌

日本機械学会誌

'三菱 電機技報

航技研 ニュース

土木学会論文集

電子情報通信学会誌

電子情報通信論文誌電子情報通信
論文誌
ワープロファン

一119－

No.28,

Vol.30-3,5,

Nα8,

VoL39-10,

VoL44-3,8,

VoL38-

435～438,

†6L93一 部2,

863,

Na106,

VoL64-6,

No.374,378,

No.419/][V-

13,

VoL73-6,

Vol.J73-B-

ll--8,9,

No.39,

26

四

U

8

8

8

5

3

23

93

錘

50

36

20

24

9

η

67

72

U

21

3

1

6

3

3

1

3

1

1

1

3

2

36

2

3

1

7

1

29

田

1

4

1



分野

付 属 資料1

英文誌名

参 考 調 査 分 野 の調 査 対 象 資 料(続 き)

和文誌名 巻数,号 数 収録論文数 調査論文数

Totalfor航 空 ・宇 宙 技 術:

写 真 及 びAnnUlMeetingofIIEEJ,光

学 技 術

E1㏄troMagnetiCCompatibMty.EMC

F'ujiEl㏄tr玩Journal,富 士 日寺報

Fujitsu,FUJITsu

LP.CR.,㎜GA理 化 学 研 究 所 「第9回 光 が 関 わ る

触 媒 化 学 シ ン ポ ジ ウ ム」 講 演 要 旨KAKAWARU
む

皿ICE,AutumnNationa1電 子 情 報 通 信 学 会 秋 季 全 国 大 会 講

演 論 文 集ConventionRecord,

皿ICE,TechnicalReporton電 子 情 報 通 信 学 会 電 子 デ ィ ス プ レ

ElectronicInfomationDisplay&イ 研 究 会 技 術 研 究 報 告

1皿CE,TechnicalReportonImag8電 子 情 報 通 信 学 会 画 像 工 学 研 究 会

Iingineering,技 術 研 究 報 告

皿CE,TechnicalReportonOptical電 子 情 報 通 信 学 会 光 ・量 子 エ レ ク

anＬdQuantumElectronics,ト ロ ニ クス 研 究 会 技 術 研 究 報 告

皿CE,TechnicalReportonOptica1電 子 情 報 通 信 学 会 光 通 信 研 究 会 技

CormunicationSystems,術 研 究 報 告

IEICE,T㏄hnicalReporton電 子 情 報 通 信 学 会 衛 星 通 信 研 究 会

SatelliteTele。o㎜1Wio田,技 綱F究 縫

IEICE,T㏄hnicalRepOrton電 子 情 報 通 信 学 会 交 換 シス テ ム研

SWitChingSySternsand究 会 技 術 研 究 報 告

皿 ∫,SIGReportSonComputer情 報 処 理 学 会 コ ン ピ ュ ー タ ビ ジ ョ

Vision,ン 研 究 会 研 究 報 告

ITEofJapan,TeChnicalReportonテ レ ビ ジ ョ ン 学 会 映像 表 現 研 究 委

ArtkiCiagingTechnology,員 会 技 術 報 告

皿EofJapan,kChniCalReportonテ レ ビ ジ ョ ン 学 会 コ ン シ ュ ー マ エ

ConsunerElectronics,レ ク トロ ニ ク ス研 究委 員 会 技 術 報
ル

ITIIEofJapan,TbChnicalReportonテ レ ビ ジ ョ ン 学 会 画 像 処 理 ・コ ン

五nageProoesSlrgaロdComputerξ 是 一 タ ビ ジ ョ ン研 究 委 員 会 技 術

mofJapan,Tbch㎡calReportonテ レ ビ ジ ョ ン 学 会 情 報 デ ィ ス プ レ

1nforrnationDisplay,イ 研 究 委 員 会 技 術 報 告

皿EofJapan,TbChnicalReportonテ レ ビジ ョ ン学 会 情 報 入 力 研 究委

InformationPiCkup,員 会 技 術 報 告

mofJapan,Tも 《innicalRepo】 冑on テ レ ビジ ョ ン学 会 画 像 情 報 記 録 研

Vid60andI血ageReoordi㎎,究 委 員 会 技 術 報 告

JointConventionR㏄ 。rdof電 気 ・情 報 関 連 連 合 大 会 講 演 論 文

InstitutesofEleCtricaland集

JournalofJSME,日 本 機 械 学 会 誌

JournalofJSPE,精 密 工 学 会 誌

JournalofLifeSupportTechnologyエ ル ・エ ス ・テ ィ 学 会 誌

Society,

JournaloftheSocietyof日 本 写 真 学 会 誌

Ehotu)gpaphicScienceandJSAP
,JapaneseJournalofOptics,

.光 学

JSAP,Mk】noOpticsNew3,TvlICROOPTICSNEWS

JSAP,OYOBUTURI,応 用 物 理

JSAP,ProceedingsofsthMeeting第5回 光 波 セ ン シ ン グ技 術 研 究 会

onLightwaveSensingTbChnol《)gy,講 演 論 文 集

JSAP,Thθ8thMkroOptics微 小 光 学 と実 装 技 術 セ ミナ ー

Seminar,MicroOpticsandMo岨t

MitSubishiDbnkiGiho,三i菱 …電 機}支 報

NationalTechnicalReport,

NECMagaZnne,NECマ ガ ジ ン

NECTbdhniCalJournal,NEC校 報

No.24,30,

VoL63-8,

VoL41-5,

VoL93-859,

VoL56-

3～工1,

VoL3-1,

VoL53-4.

VoLt9--46,

Vol.8--2,

Vol.59-6,

VoL64-8,

VoL36-4,5,

Nα86,

VoL43-9,

10,

896

田

品

品

2

蛉

囎

四

品

飽

B

E

且

B

5

5

4

田

艮

、

"

・。

魏

、

、

.
39

E

田

部

m

田

部

・

茄

工

E8

3

且

2

U

23

ω

7

49

7

1
凸

2

4

3

1

1

8

7

1

4

2

9

1

2

5

6

1

2

7

5

4

1

2

2
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分 野

噺 －Niklcei】anectronics,

光 学 技 術

N'1'rR&D,

M1rTech皿alJoumal,

OHMMagazine,

OkiKenkyukaihatsu,

OptroniCS,

The15thAmualMeetingofthθ

OpticalSocietyofJapan,JSAP,

The65thA皿ualMeetingofM】SJ,

ThθHitachiHyoron,

TheJournaloflEEJ,

TheJournalof皿CE,

TheJournalofITEofJapan,

The】LaserSoci6tyofJapan,TEhe

Rθviewof〕[、aserEnginee血9,

TheTransactionsofIEEJ,

Tb土 止aRev治w,

TransactionsofIPSJ,

付 属 資 料1

英文誌名

参 考 調査 分 野 の調 査 対 象 資 料(続 き)

和 文誌名 巻数,号 数 収録論文数 調査論文数

日経 エ レク トロニ ク ス

NTTR&D

Nτ丁技術ジ ャーナル

OI・IM

沖 電気研究開発

オプ トロニクス

日立評論

電気学会誌

電子情報通信学会誌

テレビジョン学会誌

レーザー研究

電気学会論文誌

東芝レビュー

情報処理学会論文誌

Na503-512,

VoL39-6,9,

VoL2-8,9,

VoL77-10,

VoL57-3,

Nα101,104-

8,

VoL72-7,8,

VoL110-7,

VoL73-10,

VoL44-5,

7-・IO,

VoL18-8,9,

Vol.且0-A-

5～D-5,

VoL45-4,

&10,

VoL31-8,

37

26

飢

"

田

田

m

7

301

Ω

5

30

　

ら

U

3

8

3

9
一

◎
∨

29

3

4

1

2

B

ω

1

2

1

4

38

η

4

8

1
'

工 不 ル

ギ ー

D6nchukenRθview,

皿CE,AutumnNational

Conventio=tRecord,

IEICE,T㏄1皿 捌Reporton

ComponentPartsandMaterials,

IEICE,T㏄1皿icalRθpo】ton

I口㏄tronicInforrnationI)iSPIays

IPSJ,SIGReportsonDesign

Automation,

Japanindust血lT㏄hnology

Association,J皿ANews,

JapanSodetyofEnergyand

Resouro8aEnθrgya皿dResources,

JAR,RefrigerationL,

Jo桓tc◎nventionR㏄ordof

Institute80fEleCtri(Uland

JoumalofAESJ,

JournalofJSCE,

JournalofJSES,

JournalofJSIV工E,

JoumalofSHASE,

MitsubishiDenkiGiho,

MitgubishiJukoGiho,

N止kθiEllectronics,

Totalfor写 真 及 び 光 学 技 術:

電中研 レビュー

電子情報通信学会秋季全国大会講
演論文集

電子情報通信学会電子部品 ・材料
研究会技術研究報告

電子情報通信学会電子ディスプレ
イ研究会技術研究報告

情報処理学会設計自動化研究会研
究報告

JITANews

エネルギー ・資源

冷凍

電気 ・情報関連連合大会講演論文
集
日本原子力学会誌

土木学会誌

太陽エネルギー

日本機械学会誌

空気調和 ・衛生工学

三菱電機子支辛皮

三菱重工技法

日経エレクトロニクス

一121－

No.25,

Nα5,

Vol.ll-3,5,

6,

VoL65-754,

VoL32-10,

Vol.75-8f,

10,

VoL16-3,

Vol.93-860,

VoL64-6,9,

VoL64-5～7,

VoL27・-4,

No.511,

3,420

田

734

翅

丘

辺

7

騒

2

皿

加

田

5

20

22

64

27

田

408

且

1

1

2

1

2

7

1

7

5

2

2

3

2

3

2

1



付 属 資料1 参 考 調査 分 野 の 調査 対 象 資料(続 き)

分野　
工 不 ル

ギ ー

英文誌名 和文誌名 港数,号 数 収録論文数 調査論文数

自動車技
術

生物学及
び生物工
隅

OHMMagaZine,

SundhinoJournal,

Th8HitachiHyoron.

TheJournaloflliEJ,

Th61且serSodietyofJapan,Thβ

ReviθwofLaserE㎎ 辻1ee血9,

TheTransactiρnsof㎜,

The「 【㎞tionsofIE江(刀 巨】,

TeSihibaReview.

F'ujitsu,

IEICE,TechnicalReporton

PatternRecognitionand

皿培J、SIGReportsonCbmputer

Vision.

皿EofJapan,TedlinicalReporton

ImagθProc6ssingandCbmputer

Jo垣tConventionRecordof

InStitutesofEbctricaland

JournalofJII』C,

Jour=凶ofJSAE,

JournalofJSME,

JournalofJSPE,

JoumalofRSJ,

JPI,Petrot㏄ch,

MitsmbishiDenldGiho,

Nikkei】aXectronios,

OkiKenkyukaihatsu,

P1'(⌒sofJSCE,

Th6JournalofIEICE,

TheTr'ansactionsofIEEJ,

「rhe「r』tiOI180f】]…1】[C田 】,

TbshibaReview,

T』tionsofJSAE,

'89Ab
stractofA皿 岨1Meetingof

theSocietyofFermentation
'89FallM

eθtingofE(器J,

ACSJ,'89A皿ualMeeting,

OHM

サンシャインジャーナル

日立評論

電気学会誌

レーザー研究

電気学会論文誌

電子情報通信論文誌

東芝 レビュー

FUJITSU

VoL77-5,10,

VoL且 一2,

VoL72-7,8,

VoLl10-3,7,

9,

VoL18-8.

VoLl10-B-5,

CL7,8,D-5,

Vol.J73-B-1-

3,B-ll-3,

VoL45-7,9,

10,

66

4

42

70

26

37

20

1

16

1

2

14

Totalf()rエ ネ ル ギ ー=

電子情報通信学会パ ターン認識 ・
理解研究会技術研究報告

情報処理学会コンピュータピジ ョ
ン研究会研究報告

テレビジ ョン学会画像処理 ・コン
ピュータビジ ョン研究委員会技術
ふ ぽ

電気 ・情報関連連合大会講演論文
集

軽金属

自動車技術

日本機械学会誌

精密工学会誌

ロボッ ト学会誌

ペ トロ テ ッ ク

三菱電機技報

日経 エ レク トロニクス

沖電気研究開発

土木学会論文集

電子情報通信学会誌

電気学会論文誌

電子情報通信論文誌電子情報通信
論文誌

東芝レビュー

自動車技術会論文集

VoL41-3,

VoL40-10,

'

VoL43-3・-6,

8,10,44-

VoL93-856,

862,

VoL56-4,9,

10,

VoL7-5,8-1,

VoL13-10,

VoL64-5,7

Nα503,

VoL57-3,

Na422/1-14,

VoL73-7,

Vol.llO-C-7,

VoLJ73-D-

ll-3,

Vol.45-3,

No.41-・46,

1,341

10

8

4

44

且

318

34

23

23

10

40

1

34

16

6

23

316

工t4

122

1

1

1

1

1

1

皿

2

5

5

1

7

1

且

1

1

1

1

1

101

Totalfor自 動 車 技 術: 1,065

287

305

巧O

332

67

33

148
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付 属 資 料1 参 考 調 査 分 野 の調 査 対 象 資料(続 き)

分 野 英 文 誌 名

三工Bu皿eti皿oftheJapaneseSocietyof

び 生 物 工Sclent血FiSlieries,w
-taU■Sdent血hrrurnent

News,

IEIOS,AuturnnNational

OonventionReoord,

IE江CE,TechnicalReporton

Neurocomputing,

皿C重 】,T㏄bnicalReporton

PatternRecognitionand

Japani匝dustrialTechnolqgy

As⑨odation,J皿ANews,

和文誌名 巻 数、号 数 収録論文数 調査論文数

JapanegeSoc雄 滝yforArtifrcial

Organs,TheJap組 鍾Joumalof

JBS,JournalofBiochemistry,

JointConventionRecordof

InstitutesofElectricaland

JournalofFernrliうntationaエld

Bik)logyEngineers

JournalofJSAE,

JournalofJSB,

JoumalofJSME,

JournalofJSPE,

JournalofLifeSupportTechnology

Society,

JSAP,OYOBUTURJ,

JSAP,SpぬgMeeting,

JSZS,89A皿ualMeeti㎎,

MISJ,ThθJapanesgJoumalof

Medi《 凪Instrurnentation,

OHMMaga血6,

SunSliimJournal,

The12thAmualMeetingofJSB,

The65thAnnualMeetingofMISJ,

ThθEnvironrnθntalMutagen

SocietyofJapa11,MatabOlismof

Thθ1且3θrSocietyofJapan,The

ReviewofLaserEngineering,

[[heMedicalInstmmentSocietyof

Japan,ThθJapaneseJournalof

TheTr'ansactions

TbShibaReview,

TEransactionsof

of皿CE,

IPSJ,

日本水産学会誌

HITACHISCIENTIFIC
INSTRUMENTNEWS

電子情報通信学会秋季全国大会講
演論文集

電子情報通信学会ニューロコン
ピューティング研究会技術研究報
ル

電子情報通信学会パターン認識 ・
理解研究会技術研究報告

JITANews

人工臓器

生化学

電気 ・情報関連連合大会講演論文
集

醗酵工学会誌

自動車技術

生体材料

日本機械学会誌

精密工学会誌

エル ・エス ・ティ学会誌

応用物理

春季応用物理学関係連合講演会講
演予稿集

OIIM

サ ン シ ャ イ ン ジ ャー ナ ル

レーザー研究

医科機械学

VoL55-

4-12,56-1～2,

VoL33-5,

Na9,

Na10,

VoL19-36,

VoL61-

3,6-7,11～62－

VoL66-3～5,

67-2～3,

VoL44-10,

VoL8-5,

VoL93-860,

VoL56…8,

VoL3-1,

Vol.59-2,

VoL60-10,

VoL77-10,

VoL11-2,

電 子情報通信論文誌

東芝 レビュー

情報処理学会論文誌

Totalfor生 物 学 及び生 物 工学:

VoL18-8,

Vol.60-7,

VoL60-6,

VoLJ73-A-3,

B-ll--7,D-ll・-

V■li4S-S,

VoL31-6,

鰯

,

㈱

B

ω

B

旭

皿

η

93

"

匁

6

⑳

四

4

狙

ぷ

娼

8

"

4

皿

皿

8

袈

5

5

田

田

2。

皿

2

.
4

1

1

1

1

Ω

お

8

7

1

1

2

1

1

1

■

2

8

1

1

Ω

九

8

1

4

2

9

2

1

情 報 工 学ATRJournal,

ElectroMagnetic Compatibility,

ATRジ ャー ナ ル

EMC

Nα7,

Nα30,

2.637

4

93

682

2

2
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付 属 資料1 参 考 調 査 分 野 の調 査 対 象 資 料(続 き)

分野

癬Njitsu,

英文誌名 和文誌名 巻数,号 数 収録論文数 調査論文数

皿CE,TechnicalR8porton

CbmlnunicationSyste】ns,

皿CE,TechnicalReporton

ComputerSystems,

IEICE,TbchnicalReportonData

E㎎ineeri㎎,

皿 四,Tぬ 曲alReportonDigital

SignalProOB図 ㎎,

皿CE,TechnicalReporton

H輌Cornmunication,

皿CE,T㏄ ㎞i剣Rel知rし 。n

InfbrmationNetwork3,

IEICE,TechnicalReporton

NaturalLang岨geUndersta[tding

皿 〔氾,T㏄ ㎞ 皿Report。n

PatternR㏄ognitionand

IEICE.T㏄hnicalReportonRadio

()ommunicationSystems,

IEICE,T㏄hnicalReporton

Switchi【 喀SySternsand

IEICE,T㏄hnicalRθporton

TheoreticalFoundationsof

IPSJ,SIGReportsonArt江ic込l

Intelhgθnc6andMallMachine

IPSJ,SIGRθportsonCbmput8r

GraphicsandComputerAided

PSJ,SIGReportsonComputer

V垣on,

IPSJ,SIGReportSonComputers

inEducation,

1PSJ,SIGReportsonDbsign

Alltomation,

IPSJ,SIGReportsonE】 皿damental

Infology,

IPSJ,SIGReportson

MicrocomputerandWorkstation,

IPSJ,SIGR6portsonSoftware

Engineering,

皿EofJapan,「PeChniCalRθporton

AppliedI血ageProcessingand

ITEofJapan,TbChnicalReporton

IロformationPickup,Information

I][EofJapan,TedhniCalReporton

VideoandIrnageRecording,

ITEofJapan,「rechnica正Reporton

VisualandAuditoryInformation,

Jo垣tConventionRecordof

InstitutesofElectricaland

JournalofIPSJ,

Journalof皿EofJapan,

FUJITSU

電子情報通信学会通信方式研究会
技術研究報告

電子情報通信学会コンピュータシ
ステム研究会技術研究報告

電子情報通信学会データ工学研究
会技術研究報告

電子情報通信学会ディジタル信号
処理研究会技術研究報告

電子情報通信学会ヒューマンコ
ミュニケーション研究会技術研究

竃字情報通信学会情報ネットワ_
ク研究会技術研究報告

電子情報通信学会言語理解 とコ

ミまニケーション研究会技術研究
電子情報通信学会パターン認識 ・
理解研究会技術研究報告

電子情報通信学会無線通信システ
ム研究会技術研究報告

電子情報通信学会交換システム研
究会技術研究報告

電子情報通信学会コンピューテー
ション研究会技術研究報告

情報処理学会知識工学と人工知能
研究会研究報告

情報処理学会グラフィクスとCAI)
研究会研究報告

情報処理学会コンピュータビジョ
ン研究会研究報告

情報処理学会コンピュータと教育研
究会研究報告

情報処理学会設計自動化研究会研
究報告

情報処理学会情報学基礎研究会研
究報告

情報処理学会マイクロコンピュー
タとワークステーション研究会研
パ む　ベラ

情報処理学会ソフトウェア工学研
究会研究報告

テレビジョン学会画像応用研究委
員会技術報告

テレビジョン学会情報入力、情報
ディスプレイ研究委員会技術報告

テレビジョン学会画像情報記録、
コンシューマエレクトロニクス研

亨τ齢 甘㌻學套視聴覚技術研究
委員会技術報告

電気 ・情報関連連合大会講演論文
集

情報処理

テ レビジ ョン学会誌

Vol.41-5,

Vol.31-5,

10,

Vol.44-6,

22

16

26

5

33

16

tZ

5

37

6

且

9

8

10

8

8

5

5

9

7

ユ2

91

17

24

9

2

1

5

、22

3

4

3

27

1

4

9

7

14

3

1

6

1

1

2

3

1

3

1

1

28

5

3

JournalofJSAI,

JournalofJSPE,

JSAP、The8thMiCroOptics

Seminar,】M[icroOpticsandMount

】M[itSubishiI)enkiGiho,

NationalT㏄hnicalReport,

NECMagazine,

人工知能

精密工学会誌

微小光学 と実装技術セ ミナー

三菱電機技報

NECマ ガ ジ ン

Vol.5-3,5,'

VoL56-7,

Vol.64-5,

VoL36-3,5,

Nα85,

22

32

10

24

17

ユ2

14

3

1

3

2

4

NECTechnicalJourna1, NEC技 報 Vol.43-7, 26 21
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付 属 資 料1 参 考 調査 分 野 の調査 対 象 資料(続 き)

分野 英文誌名 和文誌名 巻 数,号 数 収録論文数 調査論文数

羅N止keiCommmications, 日経 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン Nα88, 49 4

NikkeiEllectronics, 日経 エ レ ク トロ ニ ク ス Na498-512, 535 22

NTTR&D, NTTR&D VoL39-7, 1

Proceedings。fthe40thConvention,

工PSJ,

TheJourmalof皿CE, 電子情報通信学会誌 VoL73-7,

816

16

4

1

TheT1'ansactionsof]0巨 氾J, 電気学会論文誌 Vor.1ユ0-C-6, 5 2

TheTraロsθctionsofIE[【CE,

Tb鋤aReviθw,

電子情報通信論文誌

東芝 レビュー

VoLJ73--A-

3・-D-ll-5,

VoL45-5,6,

114

36

69

14

「IEransactionsofrPSJ, 情報処理学会論文誌 VoL31-9,

10,

Totalfor情 報 工 学:

28 8

2,252 347

情報 シス
テム

AnnualMθetingofllEEJ,

()ommunicationsofORSJ, オ ペ レー シ ョ ン ズ ・リサ ー チ VoL35-8,

33

且

9

3

ConsensuS コ ン セ ンサ ス No.9, 1

1口㏄troMAgneticCompatibility, EMC No.26,30, 55 2

F'ujitsuJournfiユ, 富士通 ジャーナル VoL16-6, 5

Fujitsu,

IEICE,AutumnNational

Convention&∋oord,

IE江CE,SpringNationalConvention

Record,

工匠CE,T㏄ ㎞icalReporton

Antenn83&Prx)pagation,

皿CE,TechnicalReporton

ArtMcialInte1Ugen。eand

面cE,'T㏄ 過Re豆 汁 〇五
CbmmunicationSystems,

IEICE,T㏄hnicalReporton

ComputθrSystom3,

皿CE.Ted逼calReportonData

Enginee血9,

IE江CE,TechnicalReporton

卸 ㏄tronD6vices,

皿CE,TechnicalRep◎rtonIrnage

Engineo血9,

皿 四,TechnicalRe師 。n

InformationNetworks,

1皿CE,T㏄hnicalReporton

InformationSecurity,

IEIC氾,T㏄hnicalRθporton

InformationTheory,

IEICE,TechiiicalReporton

htegmtα1C廿 四itsa亘dD6v畑

田1〈 氾,T㏄hnicalReporton

Neurocomputing,

IEICE,T㏄hnicalReportonOptical

andQuantumElectronics,

皿CE,T㏄ ㎞icalReportOIl

OrganicMate血lEleCtronics,

皿CE,TechnicalReporton

PatternR㏄ognitionand

IEICE,TechnicalReportonRadio

Oornmu曲tionSystem3,

FUJITSU

講会吠匡全季秋会学信通

詩会吠国会季春会学僧通

幡伝‥づ'フン

間知段
ム
n
n

会跣却

知
吉

方

工
報

信

ア
告

人
究

通

会
報

会
研

会

学
究

学
術

学

シ

究

タ

研

一

学

ユ
告

工

ピ

報

タ

ン
究

一

コ
冴

デ

イ

会

術

会

研スWツ子電

会院勃紅画

会
告

会

学
校

学
告

学
報

学

一ワトツネ

リユキ

会焼網

セ
告

理

報
告

戦
報

報

情
報

情
究

情

会
究
会
研

会

学
研

学
術

学

会跣蜘緬餓学

　

マ

幸

ク

ロ

.

一フ

ン
究

レ
告

ト

識

ス

コ
研

工
報

ク

認

シ

ロ
術

子
究

レ
告

ン

信

一
技

量
研

工
報

一
告

通

ユ
会

・
術

機

究

タ
報

線

告

二
究

光
技

有

研

パ
究

無

報

会
研

会

会

会
術

会

研

会

究

学

グ

学

究

学
技

学

術

学

研

信
研

信
技

信
告

信
会

信
報

信
究

信
告

信
術

信
技

信
告

信
告

信
ン

信
研

信
会

信
技

信
術

通
術

通
A云
通
報

通
究

通
究

通
研

涌
一報

通
技

通
A云
通
報

通
報

通
イ
通
ス
通
究
通
A云
通
技

報
集

報
集

報
技

報
究

報
究

報
研

報
研

報
術

報
究

報
会

報
究

報
究
報
究

報
テ

報
ク
報
研

報
究

報
会

情
文

情
文

情
会

情
研

情
研

情
ム
情
術

情
技

情
研

情
究
情
研

情
研

情
研

情

一
情
二
情
ス
情
研

情
究

子
論

子
論

子
究

子
理

子
術

子
テ

子
技

子
会

子
術

子
研

子
イ
子
術

子
術

子

ユ
子
ロ
子
ク
子
解

子
研

電
演

電
演

電
研

電
処

電
技

電
ス
電
会

電
究

電
技

電
ク

電
テ
電
技

電
技

電
ピ
牛電
ト

電
二
電
理

電
ム

VoL40-4,5,

41-1,5,

PartI,Part

皿,Part

52

1,933

2,923

38

50

103

101

47

14

97

9

22

13

12

8

1ユ6

12

22

133

5

41

66

81

33

1

6

70

1

66

8

10

3

2

80

3
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付 属 資料1 参 考 調 査 分 野 の 調査 対 象 資 料(続 き)

分野 英文誌名

丁諏 ヲア 皿 〔凪Tech・i・al⑭ ‥n
ア ムSateniteTelecorninunicatiOns ,

1匝CE,TechnicalReportoロ

SWitChingSy8temsand

IPSJ,ScienceofIhformatわn

SymPOEium,

IPSJ.SIGReportsonArtfircial

正t611igenceandM岨M㏄ ㎞

IPSJ,SIGReportsonCornputer

V垣on,

IPSJ,SIGRepO】 鳴onDesign

AutOmatioエt,

IPSJ,SIGRβpo1喝80nDist】 曲uted

Proogs8ingSygtem.

IPSJ,SIGRθportsonF㎞Bntal

Infology,

IPSJ.SIGRePo】 冑80nInformation

Systems,

IPSJ,SIGR6portson

MicoccomputerandWork孔ation,

IPSJ,SIGReportsonOperat五19

Systθm8,

IPSJ,SIGRepOrtsonSoft㎜

Engine6ring,

ITEofJapan,「recihnicalReportoロ

Broadca8tSystems,

ITEofJapan,TkmiCalRepo】 怜on

Con㎜rE匡ectro【Ucs,

maOfJapan,Te血icalReporton

InformationPiCkup,

盟 謡 荒 田罐Re跡:on
TIEEofJapan,TeChnicalReport。n

V週eoandImageRecording,

皿EofJapan"TbChnicalReporton

VidβoandImag6Recording,

JointConventiionRecordof

InstitutesofElectricalaロd

Jour【 田lofIPSJ,

JournalofmofJapan,

JournalofJSAE,

JournalofJSAI,

JourmalofJSME,

Jou皿lofJSPE,

JournalofL江eSupportT㏄hnology

Society,

JSAI,TeClmicalReporton

KnowledgeBaseSystems, .

JSAP,AutumnMeeting,

JSAP,OYOBUTURJ,

JSAP,Prooeedilgsofthe20thJoint

CbnferenceonImaging

JSAP,Sp血gMeeting,

MitsubishiDθnkiGiho.

NationalT㏄hnicalReport,

NECMagaZine,

NE℃Tbdユnj£alJourna1,

和文誌名 巻 数,号 数 収録論文数 調査論文数

電子情報通信 会衛星通信研究会
技術研究報告

電子情報通信学会交換システム研
究会技術研究報告

情報学シンポジウム講演論文集

情報処理学会知識工学と人工知能
研究会研究報告

情報処理学会コンビュータビジョ
ン研究会研究報告

情報処理学会設計自動化研究会研究報告

情報処理学会マルチメディア通信
と分散処理研究会研究報告

情報処理学会情報学基礎研究会研
究報告

情報処理学会情報システム研究会研
究報告

情報処理学会マイクロコンピュー
タとワークステーション研究会研
ぬ まの パ　

情報処理学会 オペ レーティング ・
システム研 究会研究報告

情報処理学会 ソフ トウェア工学研
究会研究報告

テ レビジョン学会放送方式研究委

員会技術報告

テ レビジョン学会 コンシューマエ
レク トロニクス研 究委員会技術報
ぽ

テレビジョン学会情報入力研究委
員会技術報告

テレビジョン学会無線 ・光伝送研
究委員会技術報告

テレビジョン学会画像情報記録研
究委員会技術報告

テレビジョン学会画像情報記録、
コンシューマエレク トロニクス研

竃気?禽 報簡蓮蓮合大会講演論文
集

情報処理

テレビジョン学会誌

自動車技術

人工知能

日本機械学会誌

精密工学会誌

エル ・エス ・ティ学会誌

人工知能学会知識べ一スシステム
研究会資料

秋季応用物理学関係連合講演会講
演予稿集

応用物理

第20回 画像工学コンファレンス
論文集
春季応用物理学関係連合講演会講
演予稿集

三菱電機技報

NECマ ガジン

NEC技 報
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VoL30-12,

31-8

VoL44-6,

Vol.44-4,

VoL4-3,4,5--

4,5,

VoL93-859,

VoL56-5,7,

VoL3-1,

VoL59-2,

Vol.64-5,8,

Vol.36-3,5,

Na85,87,

VoL42-5,

9～11,43-4,

銘

m

田

Ω

部

、

田

巧

狙

,

お

5

猛

7

5

旭

E

,

皿

田

怨

お

臼

別

訂

4

8

肪

皿

弱

お

趾

ぽ

39

26

2

狙

7

3

2

21

1

4

2

4

1

加

2

30

皿

8

1

旭

1

2

1

8

1

1

5

1

6

ω

4

51



分野

情報シス
テム

付 属 資 料 ,1

英文誌名

参 考 調査 分 野 の調 査 対 象 資 料(続 き)

和文 誌名 巻 数,号 数 収録論文数 調査論文数

N蜘iCommunicati。ns,

Nikl[ei]団 ㏄tronics,

NTrR&D,

OHMMaga血6,

OkiKenky曲tsu,

OptroniCS,

Proc6edings。fthe40thConvention,

IPSJ,

Pr《{80fthe4thAnnual

OonferenceofJSAI,

The65thAnnualMeetingofMISJ,

Th6HitachiHyoron,

TheJourロalofI田,

'TheJourl凪lofIE江CE
,

TheJourrialof皿EofJapan,

TheTエction80f皿J,

「rhe「1「r8L】ロLsactio正1sofI正Ulos,

ToSihibaReview,

「rlra輌tioエtSofIPSJ,

Word-processorFan,

日経 コミュニケーション

日経エ レク トロニクス

NTTR&D

OHM

沖 電気研究開発

オプ トロニクス

日立評論

電気学会誌

電子情報通信学会誌

テレビジョン学会誌

電気学会論文詰

篭子情報通信論文誌

東芝レビュー

情報処理学会論文誌

ワープロファン

Na80-82,

85,88β9,

Na494-512.

Vol.39-6,8,

9,

VoL77-10,

VoL57-1,3,

Na101,

VoL71-

5～72--9,

VoL110-3,

VoL73-10,

VoL43-12,

44-8,9,

VoL110-C-8,

VoLJ72-A-

7-D-H-5,

VoL44-

5～45-10,

VoL30-3～8,

31-1-8,

No.39,

拠

班

田

"

39

Ω

.鵬

瑚

皿

図

御

3。

69

9

銚

伽

脳

54

臼

田

1

3

3

9

31

9

94

2

Q
U

6

4

04

船

49

2

1

土 木 工 学AU,t89SurnrnarkSofTechnical

PapersofAnnualMeeting,

AIJ,'90Sumri6s。fTechnical

PapersofAnnualMeeting,

ノ㌧IJ,JouＬrnaユofAr'chitecture,

P㎞i㎎andEnvironmental

AIJ,JoumalofStructuraland

Cb【lstrudionEngineering,

AnnuεdMeetingofJapanSoclbtyof

Einginee】 蝿(Nteology,

皿CE,AutumnNational

ConventionRecord,

JapanSocietyof]Energyand

Resouroes』EnergyandResource&

JARレRefrigeration,

JCI,CbncreteJournal,

JCI,ConcreteResearchand

Tedhnology,

JoumalofJapanSocietyof

Hydrology&WaterResouroes,

JournalofJS(氾,

JournalofJSME,

JournalofM.M.LJ,

JournalofSHASE,

Totalfor情 報 シ ス テ ム:

日本建築学会1989年度大会

日本建築学会1990年度大会

日本建築学会計画系論文報告集

日本建築学会構造系論文報告集

日本応用地質学会平成2年度研究
発表会講演論文集

電子情報通信学会秋季全国大会講
演論文集
エネルギー ・資源

冷凍

コンフリー ト工学

コンフリー ト工学論文集

水文 ・水資源学会誌

土木学会誌

日本機械学会誌'

資源と素材

空気調和 ・衛生工学

一127－

Na397-416,

Nα397,401,

408,

VoLU-6,

VoL65-754,

VoL27-5-10,

28-2～8,10

VoL1-1,2,

VoL2-2,

VoL74-

11,75-3-10,

VoL93-859,

862,

VoL106-6,

VoL63-5～7,

9,64-4,

11,402

663

705

田

80

50

雛

21

22

62

25

7

狙

36

7

29

2

3

3

1
‥

1,642

33

29

田

田

35

1

3

1

71

25

4

43

9
一

-
凸



分野

付 属 資 料1

英文誌名

参 考 調査 分 野 の調 査 対 象 資料(続 き)

王 天EEEτJ・ 晒 ・1・ft}、,J。p。naseS。ciSty。f

Snowand】be,

JoumalofWindEngin6e曲 ㎎,

JSCE,JournalofStructural

Iinginee血 】9,

bfitsubiShiJukoG丑10,

NTrT㏄h勾 画Journal,

Pr(←sofJSCE,

R叩ortof42thTech【 岨 』

Cbnfどrenc80f…ryof

Repo】鴫ofhstituteofRiver&Ba血

b㎏ 噸CIOmrnユti。n,

The80thSplingMeetingofT}le

SocietyofGyl㎜&1迦e,

Th6Hitac垣HyOlron,

T睡tionsofSHASE,

WaterUtilizationResear《 血

h誌itute,WaterScience,

和文誌名 巻 数,号 数 収録論文数 調査論文数

輸 送 及 びAlmualMeetingofJapanSocietyof

環 境 計 画Engineering(leology,

CommmicationsofORSJ,

IPSJ,SIGReportsonInformation

Sygtems,

J(江,ConcretoJour血 【,

Joint(X)nventionR㏄ordof

InStitutesofEle〔 元ricaland

JoumalofJSAE,

JournalofJSCE,

JournalofJSME,

MitSubishiJukoGiho,

Pr◎ceedingsofJSCE,

TheCityHanningInstituteof

Japan,CityPlanningReview.

TheJournalofIEEJ,

Th8TransaCtiOnsofIEEJ,

冷 凍 及 び26thNationalHeatTransfer熱 交

換 器SymposiumofJapan,

27thNatiomalHeatTYansfer

SymposiumofJapan,

CAJ,'8942thMeetingon

CryogenicsandSuperconductivity,

CAJ,'9043thMeetingon

CryogenicsandSuperco【iductivity,

CAJ,CryogenicEngineering,

F'ujiEl6ctricJoumal,

雪氷

風工学

三菱重工技法

NTr技 術ジャーナル

土木学会論文集

VoL51-4.

Nα39-44,

VoL35A,B,

VoL27-4,

VoL2-7,9,

Na40411-

1ト422/1-14,

Nα3,

日立評論VoL71-8,

空気 調和 ・衛生工学会論文集Nα40-42,

VoL33-5,

Totalfor土 木 工 学:

日本応用地質学会平成2年 度研究

発表会講演論文集

オペ レーションズ ・リサーチ

情報処理学会情報システム研究会

研究報告

コンクリー トジ ャーナル

電気 ・情報関連連合大会講演論文

集

自動車技術

土木学会誌

日本機械学会誌

三菱重工校報

土木学会論文集

4

91

?5

27

47

420

2

8

5

り
白

9
一

4

お

路

1

2

皿

1

2

5

1

8

2

2

VoL35-9,

VoL28,

電気 学会誌

電気学会論文誌

Totalfor輸 送 及 び環境 計画:

日本伝熱 シンポジ ウムVol.1・ 一皿,

日本伝熱 シンポジウム

低温工学

富士時報

VoL44・ ・8,10,

VoL75-3-・10,

Vol.93-858,

VoL27-・ ・4,

Nα4ユ9!IV-

13,42YVI-

Na163,

VoLl10-・3,4,

VoL110-D-5,

594
り
3

50

9

8

且

91

妬

ぷ

巧

"

釘

u

弘

966

1

4

1

1

4

B

η

1

3

5

1

3

2

VoL24-4,6,
25-1,3,

VoL63-7,

542

242

333

巧0

142

24

20

51

45

71

22

7

且

2

一128一



分野

冷凍及び熱交換
器

付 属 資 料1

英文誌名

参 考 調査 分 野 の調 査 対 象 資 料(続 き)

和 文誌名 巻数,号 数 収録論文数 調査論文数

JapanSoc治tyofEne「gyand

R白s《)Ul'oes,En8rgyandResゆuroes,

JAR,R∋frigeration,

JournalofJS堀,

JournalofJSPE,

JouxnalofSHASE,

JournaloftheJapanSocietyfor

I】らat「 ㎞tlnent,

JSAP,SpringMeeting,

JS堀,ProceedingoftheThormal

E㎏ineeri㎎,

JSI咽E】,SyxnposiumofJS鵬,

JSME.ThθrmalEnginee血g

Conference,

JSME,TsujoSohkaiKoenkai,

JS】ne.JapaneseJournalof

MultiphaseFlow,

Mitsabishi「hnlCi
.Giho・

MitsubishiJukoGiho.

Relx)rt80fSpec込lProjectRes8arch

onNuclearF適on皿1derGranthl

SHASEAnnualT㏄hnicalMeeting,

Thg67thJSME】Spr迦Meeting,

The68thJSMEFallMeeting,

TheHitachiHyoron,

Th6JournalofITEofJapan,

Tb▲ 丑}aReview,

『【㎞tioエ1sofJAFヒ,

[lramsactionsofJSME,

TransactionsofSHASE,

エネルギー ・資源

冷凍

日本機械学会誌

精密工学会誌

空気調和 ・衛生工学

熱処理

春季応用物理学関係連合講演会講演
予稿集

三菱電機校報

三菱重工}支串良

日立評論

テレビジョン学会誌

東芝レビュー

日本冷凍協会論文某

日本機械学会論文集

空気調和 ・衛生工学会論文集

VoL五 一6,

VoL65-

749～756,

VoL93-862,

VoL56-11,

VoL63-7.64-

5～8,

VoL29-4,

Na890-27,

No.890,

VoL3-1,

VoL64-4,

Vol.27-4,5,

VoL72-7,8,

VoL44-8,

VoL45-3,9,

VoL6-1,

VoL6-3,

VoL56-

511～525,

NO.40-43,

Totalfor冷 凍 及 び 熱 交 換 器:

21

m

蛉

32

38

8

皿

田

47

皿

50

5

田

42

祝

部

珈

瑚

42

25

⑭

10

m

蹴

鯛

繭

-

部

2

1

田

1

2

趾

9

部

5

2

7

5

6

3。

2

路

2

1

4

1

5

磁

即

捌

Total:36ユ73 5,760
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大分類

付 属 資料2

分野

JIS用 語 辞 書 の 分 野 区 分(小 分 類)

単語数 大分類 分野 単語数

機械 機械振動 ・衝撃用語

火力発電用語

往復動内燃機関用語

円すい用語

巻上機用語

圧力容器の構造共通用語

加工方法記号

家庭用ミシン用語

金銭登録機用語

眼鏡枠の用語

公害防止装置用語

ねじ加工工具用語

ねじ用語

CAD用 語

工業プロセス計測制御用語

工業用へ り縫いミシン頭部部品用語

工業用燃焼装置用語

工作機械の操作表示記号

工作機械の名称に関する用語

ばね用語

リーマ用語

エンジン駆動発電セット用語

ドリル用語

歯車用語

歯切工具用語

数値制御工作機械用語

クレーン用語

クラッチ及びブレーキ用語

事務機械の名称に閲する用語

水車及びポンプ水車用語

バルブ用語

パイト用語

送風機 ・圧縮機用語

パッキン及びガスケット用語

コンペヤ用語

フライス用語

ブローチ

プレス機械用語

プラスチック加工機械用語

プロッタ用語

産業用ロボット用語

切削工具用語

ターボポンプ用語

鍛造加工用語

鉄鋼製管継手用語

転がり軸受用語

複写機用語

日本語ワー ドプロセッサ用語

木材加工機械の名称に関する用語

油圧及び空気圧用語

流体素子用語

瑚

輔

⑰

41

蜘

蹴

蜘

獺

ぽ

m

㎜

……
54

55

斑

……

拠

……
醐

柳

鴎

価

ぷ

初

獅

加

泌

87

が

m

ぷ

加

旭

卿

加

班

㎜

犯

82

33

脚

脳

砲

卿

72

祖

m

ω

加

娚

描

1

建築 シ ョペル系 掘削機 用 語

Totalfor建 ×.

Countfor建 築:

化学 界面活性剤用語

火薬用語

バイオテクノロジー用語

ゴム用語

プラスチック用語

塗料用語

分析化学用語

膜用語

芳香族製品及びタール製品用語

4

524

850

304

530

545

砲

810

757

1,497

125

196

Totalfor化 学:

Countfor化 学:

家庭用燃 焼 機.家 庭 用燃 焼機 器用 語

スキ ー用語

9

5,368

584

34

Totalfor家 庭 用 燃 焼 機 器:

Countfor家 庭 用 燃 焼 機 器:

合金 形状記憶合金用語

アルミニゥム表面処理用語

水素吸蔵合金用語

制振材料用語

電気めっき用語

溶射用語

2

618

61

315

96

125

185

1、095

Totalfor合 金:

Countfor合 金:

航 空 航 空用 語

ドキ ュメ ンテ ーシ ョン用 語

情 報処 理用 語

6

】,877

2,643

415

3,163

Totalfor航 空:

Countfor航 空:

鉱 山 石炭 利用 技術 用語

ボー リ ング用 機械 ・器 具用 語

3

6,221

407

159

Totalfor鉱 山:

Countfor鉱 山:

その他

Totalfor機 械:

Countfor機 械:

建築 建築 モ デ ュール用語

建築 用 内外 装材 料用 語

コンク リー ト用 語

51

15,847

21

115

190

2

官能検査用語

計測用語

原子力用語

音響用語

医用放射線用語

光学用語

ラック用語

色に関する用語

エネルギー管理用語

オペレーションズリサーチ用語

信頼性用語

クラフト紙袋用語

パレット用語

コンタミ不一ションコントロール用語

真空用語

566

6

7

7

3

5

2

3

8

3

5

6

8

5

5

9

15

23

16

53

53

79

16

27

仙

31

23

5

2

H

24

L

L
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大分類

付 属 資 料2

分野

JIS用 語 辞 書 の 分 野 区 分(小 分 類)続 き

単語数 大分類 分野 単語数

その他 マイクログラフィックス用語

自動制御用語

生産管理用語

製図用語

照明用語

品質管理用語

段ボール用語

粘着テープ・粘着シー ト用語

物流用語

粉末や金用語

包装用語

防せい防食用語

木箱用語

η

留

別

勺

"

23

乃

引

臼

託

乃

7。

茄

1

1

3

7

4

1

1

2

2

1

Countfor造 船:5

自動車 フォークリフトトラック用語

自走クレーン用語

自動車の種類に関する用語

自動車排出物質の公害防止関連用語

自転車用語

無人搬送車類の用語

188

126

1.532

261

219

155

Totalfor自 動 車:

Countfor自 動 車:

電気 ・電子 がいし及びブッシング用語

レーザ安全用語

パルス用語

ヒューズ用語

フェライト磁心通則

シーケンス制御用展開接続図

プリント配線版用語

集積回路用語

電子管用語

電子機器用受動部品用語

電子測定器用語

電子通信用語

6

2,481

Totalforそ の 他:

Countforそ の 他:

繊維 化学繊維機械用語

家庭用編機用語

衣料のための身体用語

衣料の部分 ・寸法用語

繊維ロープ用語

繊維雑品用語

繊維製品用語

繊維用語

製織機械用語

染色加工機械用語

編組機械

被服製図用語

紡績用語,紡績機械用語

縫製用語

28

9,535

172

87

95

174

46

169

131

1,817

423

275

227

126

722

346

6

9

8

7

4

4

9

1

2

5

3

7

13

8

34

9

8

25

17

10

留

48

21

40

Totalfor電 気 ・ 電 子:

Countfor電 気 ・電 子:

鉄鋼 鉄 鋼用 語

12

3.035

1,090

T。t。lf。,繊 羅 丁一 一 ー ー 一 一 一 一4,810

Countfor繊 維:14

耐火 せ っ こう,石 炭 及 びマ グネ シアセ メント用語180

180

Totalfor鉄 鋼:

Countfor鉄 鋼:

鉄道 電車路線用金具用語

鉄道車両用語

鉄道信号保安用語

鉄道線路用語

鉄道分岐器類用語

1

1,090

Totalfor耐 火:

Countfor耐 火:1

耐火 物 研磨材,研 削 とい し及 び研 磨布 紙 の用 語

ガラ ス繊 維用 語

90

1.274

289

235

229

40

220

Totalfor鉄 道:

Countfor鉄 道:

福祉関連機器 呼吸用保護具用語

医用電気機器用語

福祉関連機器用語

5

2,117

Totalfor耐 火 物:

Countfor耐 火 物:

紙 ・パ ル 耐火 物

2

260

179

313

700

314

Totalfor福 祉 関 連 機 器:

Countfor福 祉 関 連 機 器: 3

1.192

Totalfor紙 ・ パ ル:

Countfor紙 ・パ ル:

紙 ・パル プ 紙 ・パ ルプ用 語

1

314

Total: 61,585

665

Totalfor紙 ・パ ル プ:

Countfor紙 ・パ ル プ:

造船 船舶救命及び消火設備の図記号

船舶通風系統図記号

船用電気図記号

舟艇用語

造船用語

1

665

147

31

627

3,690

Totalfor造 船: 4.559

一131一
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分野
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欝
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鷲

齢
医
竃

工
㌶

麗

㌶

㌶

竺

翻

㌶

㌶

口
灘

数
学

富

麗

心

マ グ ロ ー ヒ ル 科 学 技 術 用 語 大 辞 典 の 分 野 区 分

単語数 分野 単語数

静

魏

講

義

㌫
㌢

曇

初
霞

竃

蕪

㍍
曇

曇

魏

聯
曇

貌
-
竃

㍑

マ

ム

翼

翼

靴
鑑
鑑

識
麗

讐

㌶
鶏

㌶

禦

齢
㌶

曇

鍛
麗

麗

鰭
㌘

難
霜

林

C

㌫

㍗

裟

耶
;

㎝
㌫

㌶

㍗

㌦

細
篇

蒜

冤

m
㌫

㎝
三

㌫

剛
鑑

珊
罫

跳
㍑

鷲

θ

Total:】19,254
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